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　昨年の報告書には以下のような文を記載しています。

　「“コンクリートから人へ”がキャッチフレーズとして政治的に使用されたり、また、マス

メディアによる公共事業批判は収まる気配を見せず、公共事業不要論まで出ている有り様

です。しかし、インフラ構造物をストックとして長期にわたって維持管理していくことは、

“日本の将来”にも大きく関わることで、私たちは膨大な数の“インフラ構造物の維持管理”を

ミッションとして、持続可能な社会を構築していかなければなりません。」と。

　20年後には、老朽橋は約4倍増、技術者は約2割減、維持費用は約6割増になることが

予想されています。このような状況において、安全性の確保、技術者の需給のギャップ、

さらにはコスト抑制が求められます。これまでと同様な維持管理手法では対処できなくな

ることは容易に推定されます。維持管理手法の進め方の抜本的な見直しが不可欠であると

考えられます。

　東京大学大学院情報学環の田中克直先生が、日経BP社ケンプラッツの「ICTが解決する

社会インフラの課題」を連載されていますeそこに私たちの道守の取組が、「住民参加と

ICTの活用でインフラを維持管理」と題して紹介されています。

　平成24年度の土木学会の年次学術講演会での全体討論会で、中日本高速道路（株）の金子

剛一氏が、「点検技術を開発して欲しい」と訴えておられました。平成24年12月2日の中

央自動車道の笹子トンネル天井板崩落事故は、東日本大震災の津波による自然災害とは異

なり、維持管理が十分でないことに起因する、いわゆる“人災”と言えます。私たちがこれま

で取り組んできました道守養成講座の方向性は間違いではなかったことを確信する事故で

あったように思います。

　「観光ナガサキを支える“道守”養成ユニット」も5年目の最終年度となりました。おかげ

さまで、この5年間で、道守12名、特定道守43名、道守補142名、道守補助員194名の

認定者を輩出することができました。これは当初の目標（道守4名、特定道守16名、道守

補45名、道守補助員125名）を大幅に上回る認定者数であり、交通インフラ構造物のメン

テナンスに対する多くの方々の関心の高さが窺えます。これもひとえに長崎県土木部をは

じめ、県内の各自治体関係部署、長崎県建設業協会、長崎県測量設計業協会、長崎県建設

技術研究センターの多くの方々からのご支援とご指導の賜物と感謝しております。



　平成24年度は、「私たちの暮らしを支える地方の“道”の安全・安心」というテーマで最終

成果報告会を開催します。これまでの5年間実施して参りました内容を総括するとともに、

道守修了者に“道守”としての活動状況を報告していただきます。

　また、村上茂之様（岐阜大学）には『暮らしの安全と地域再生への挑戦～社会基盤メン

テナンスエキスパート養成事業について～』、木村嘉富様（（独）土木研究所構造物メンテナ

ンス研究センター）には『インフラ管理の現状と、多様な主体との連携』、阿部允様（特定

非営利活動法人橋守支援センター）には『メンテナンスは地元の「知恵」と「やりくり」

で』の特別講演をお願いしております。

　今後、本プログラムをどのように継続していくかが大きな課題です。現在、私たちは道

守事業を継続するために、以下のように鋭意努力をしています。

　文部科学省の平成26年度概算要求に、工学研究科から提出しました「点検技術のイノベ

ーションによるインフラ長寿命化・強靭化の実現」という課題が、学内ヒアリングで候補

の一つに選定されました。採択されるべくブラッシュアップを図ります。

　工学研究科のミッションの再定義では、インフラ長寿命化の研究が筆頭に採り上げてい

ただきますとともに、文科省から、科学研究費の採択数が土木工学の「構造工学・地震工

学・維持管理工学」がトップ10と報じられました。

　さらに、文部科学省の「成長分野における中核的専門人材養成の戦略的推進事業」の予

算案が閣議決定されたと連絡があり、2月7日に調研究担当理事と文科省に出向きました。

これは岐阜大学と連携することになります。調研究担当理事を通じて、道守継続に向けて

の長崎県との交渉も続けています。

　道守事業の継続的な実施運営には、道守修了生をはじめ多くの方々のご協力、ご支援が

なければあり得ません。今後将来においても本プログラムを継続してゆくために、自立と

経営の道をめざしていく所存でございます。今後も変わらぬご指導、ご鞭撞を賜りますよ

うどうぞ宜しくお願い申し上げます。
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1　事業概要

1．1　事業名

「観光ナガサキを支える“道守養成ユニット」

1．2　事業目的

　観光立県を目指す長崎県には教会群等の観光資源が離半島に点在し、それらを結ぶ渡

海橋や港湾等のインフラ構造物が多数存在する。県の財政状況は厳しく、建設事業費は

削減され、維持管理費の増額も見込めない状況にある中、これらインフラ構造物の維持

管理に関しては費用や人材の面で課題がある。長崎県と密接に連携を図り、県内の自治

体職員、建設・コンサルタント業、NPO、地域住民を対象とし、“まちおこし”の基盤と

なる道路構造施設等のインフラ構造物の維持管理や再生・長寿命化に携わる各種技術レ

ベルの“道守”（道守、特定道守、道守補、道守補助員）を養成し、観光立県の交通イン

フラ施設の維持管理に貢献するとともに、新たなインフラ維持管理の技術と産業を振興

し、観光と産業の両面から地域再生と活性化を支援する。

1．3　地域再生人材創出構想の内容

　県内の自治体職員、建設・コンサルタント業、NPO、地域住民を対象とし、道路構造

施設の維持管理に携わる“道守”を養成し、“まちおこし”の基盤となるインフラ構造物の

再生・長寿命化に係わる人材を創出することを目的としている。技術士、博士、診断士、

土木施工管理技士等のレベルに応じた基礎知識、応用能力をもつ人材と、一般市民（ボ

ランティア、愛護団体等）を対象として構造物の目常的な観察・点検ができる人材を養

成する。インフラの維持管理には調査、診断、特定高度技術が必要であるため、講義、

演習、実習等を組み合せた総合的なコースを設置する。また、一般市民に対しては公開

講座コースを設定する。本人材養成ユニットをインフラ長寿命化センターの任務として

位置づけ、終了後も継続的に人材養成事業を実施展開する。これらを遂行することによ

り、観光振興及び新産業創出の両面から雇用創出と地域再生・活性化を支援する。

コース レベル 対象者

道守補助員

@道守補

講義レベル 市民講座 一般市民

土木施工管理技士

特定道守

@道守

到達レベル 診断士

・地元自治体職員・地元自治体OB

E地元企業職員・地元企業OB　など

技術士・博士

道eMMft・25人・125人・㌫隠簿敷

道守補（10人／45人｝点検作業ができる人

特定道？
　　　〔4人f16人）点検計画立案・健全度
（専門部門）　　　　　　診断ができる人
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1，4　本事業の運営委員会委員

センター長

副センター長

副センター長

第1部門長

第2部門長

第3部門長

産学官連携研究員

事務補佐員

技能補佐員

．松田浩

　山下敬彦

　中村聖三

　奥松俊博

　才本明秀

　森田千尋

　出水享、渡部祐介、牧野高平

　松永佳代子

　樋口亮

所　属 氏　名 役　職

工学研究科　工学領域 松田浩 教授

工学研究科　工学領域 山下敬彦 教授

工学研究科　工学領域 中村聖三 教授

工学研究科　工学領域 奥松俊博 准教授

工学研究科　工学領域 才本明秀 教授

工学研究科　工学領域 森田千尋 准教授

工学研究科　工学領域 原田哲夫 教授

工学研究科　工学領域 蒋宇静 教授

工学研究科　工学領域 ヲ田彰秀 教授

工学研究科　工学領域 勝田順一 准教授

工学研究科　工学領域 田邉秀二 教授

工学研究科　工学領域 森山雅雄 准教授

工学研究科　工学領域 田中俊幸 准教授

工学研究科　工学領域 近藤慎一郎 准教授

工学研究科　工学領域 下本陽一 准教授

工学研究科　工学領域 西田渉 准教授

工学研究科　工学領域 山口朝彦 准教授

工学研究科　工学領域 杉本知史 助教

工学研究科　工学領域 安武敦子 准教授

工学研究科　工学領域 坂口大作 准教授
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工学研究科　工学領域 西川貴文 助教

工学研究科　工学領域 諸麦俊司 助教

教育学部 全嫡徳 教授

水産・環境科学総合研究科　環境科学領域 高尾雄二 教授

水産・環境科学総合研究科　環境科学領域 杉山和一 准教授

1．5　本事業の執行者

運営協議会

委員長
長崎大学大学院工学研究科

Cンフラ長寿命化センター　センター長
松田浩

副委員長 長崎県土木部　部長 村井禎美

副委員長 （社）長崎県建設業協会　会長 谷村隆三

委　　員
長崎大学大学院工学研究科

Cンフラ長寿命化センター　副センター長
山下敬彦

委　　員
長崎大学大学院工学研究科

Cンフラ長寿命化センター　副センター長
中村聖三

委　　員 （社）長崎県測量設計業協会　会長 藤瀬政則

委　　員 （財）長崎県建設技術研究センター　理事長 中村正

委　　員
長崎大学大学院工学研究科

､究企画推進委員会　委員長
蒋宇静

委　　員 長崎大学大学院工学研究科　教授 歩田彰秀

委　　員 運営協議会幹事会　幹事長 森田千尋

運営協議会幹事会

幹事長
長崎大学大学院工学研究科インフラ長寿命化

Zンター　マネジメント戦略部門長
森田千尋

副幹事長 長崎県土木部建設企画課　課長 田村孝義

幹　　事
長崎大学大学院工学研究科インフラ長寿命化

Zンター　補修補強、材料・工法部門長
才本明秀

幹　　事
長崎大学大学院工学研究科インフラ長寿命化

Zンター　モニタリング・健全度診断部門長
奥松俊博

幹　　事 長崎県土木部道路維持課　課長 中忠資

幹　　事 （社）長崎県建設業協会　事業コーディネータ 松村恵太郎

幹　　事 （社）長崎県測量設計業協会　技術副委員長 吉川國夫

幹　　事 （財）長崎県建設研究センター　技術部長 松尾善章
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審査委員会

長崎大学大学院工学研究科インフラ長寿命化
委員長 松田浩

センター　センター長

長崎大学大学院工学研究科インフラ長寿命化
副委員長 山下敬彦

センター　副センター長

副委員長
長崎大学大学院工学研究科インフラ長寿命化

中村聖三
センター　副センター長

委　員
長崎大学大学院工学研究科インフラ長寿命化

奥松俊博
センター　モニタリング・健全度診断部門長

長崎大学大学院工学研究科インフラ長寿命化
委　員 才本明秀

センター　補修補強、材料・工法部門長

長崎大学大学院工学研究科インフラ長寿命化
委　員 森田千尋

センター　マネジメント戦略部門長
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1，6　運営協膳会・幹事会の議事録

第1回道守養成運営協議会議事録

プログラム 地域再生人材創出拠点の形成

課題名 観光ナガサキを支える“道守’養成ユニット

実施日 2012年4月25日（水）15100～16100

場所 長崎大学大学院工学研究科インフラ長寿命化センター会議室

出席者 運営協議会幹事会幹事

n場一孝氏（長崎県土木部長代理）、谷村隆三氏（（社）長崎県建設業協会会

ｷ）、藤瀬政則氏（（社）長崎県測量設計業協会会長）、中村正氏（（財）長崎県

嚼ﾝ技術研究センター理事長）、松田浩教授、山下敬彦教授、蒋宇静教授、

ｽ田彰秀教授、森田千尋准教授

Iブザーバー

R川瞳氏（長崎県土木部建設企画課）、牧野高平研究員、渡部祐介研究員

議事 第1回運営協議会開催

�u者（道守・特定道守・道守補（前期））選考、道守補コース（後期）開

ﾃ　他

L報告事項 ・運営協議会の委嘱状交付および委員紹介

E平成23年度活動状況報告

E道しるべ第12号の発行

E第4回道守OB会実施報告

2審議事項 （1）道守、特定道守、道守補（前期）養成者の選考について

i2）道守補（後期）養成コース開催について

i3）年間スケジュールについて

3．決定事項 （1）道守、特定道守、道守補（前期）養成者の選考について

E昨年度改訂した受講者選定の内規に従って平成24年度の受講者を選考す

驍ｱとが確認された。

E道守養成コースには受講の応募がなかったことが報告され、前年度まで

ﾌ特定道守認定者を対象に再募集を行うこととなった。

E特定道守養成コースの受講希望者7名（コンクリート構造5名、鋼構造

Q名）全員を受講者として受け入れることが了承された。

E道守補（前期）養成コースの受講希望者16名全員を受講者として受け入

黷驍ｱとが了承された。

E道守補（前期）養成コースの受講希望者のうち2名については、後期コ

[スの開催予定地である島原地区からの応募であるため、事前に本人に確

Fを行い、両名ともに後期での受講を希望する場合は2名を後期受講に変

Xすることとなった。

i2）道守補（後期）養成コース開催について
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4．今後の

進め方

・道守補（後期）養成コース募集要項（案）をもとに後期コースの説明が

あり、壱岐と島原の2会場で開催することが了承された。

・募集要項内に、「各会場の応募人数が5名に満たない場合、開催を中止す

ることがある」との記載を行い、応募人数が少ない場合は中止を含め検討

することとした。ただし、前期の島原からの応募者が後期での受講を希望

した場合は、島原会場については応募人数に関係なく実施することが確認

された。

（3）年間スケジュールについて

・平成24年度の年間のスケジュールについて説明があった。

・道守補助員コースを五島（6月）と佐世保（7月）に加えて、道守補（後

期）コースの現場実習に合わせて11月に壱岐、島原の2会場で開催するこ

とが了承された。

その他

・委員より「道守継続のためは国との連携を密にする必要がある」との意

見があり、国土交通省長崎河川国道事務所に事業継続に関する相談を行う

こととなった。なお、次回の運営協議会にオブザーバーとして長崎河川国

道事務所長に参加の打診を行うこととなった。

・次回は8月頃、道守補コース（後期）の受講者の決定および道守補コー

ス（前期）　の合否を審議することとなった。

・その他、必要に応じて6月頃に幹事会および運営協議会を開催すること

となった。

第2回運営協議会議事録

プログラム 地域再生人材創出拠点の形成

課題名 観光ナガサキを支える“道守”養成ユニット

実施日 平成24年8月29日（水）16：30～17：30

場所 長崎大学大学院工学研究科インフラ長寿命化センター会議室

出席者 運営協議会委員

n場一孝氏（長崎県土木部長代理）、谷村隆三氏（（社）長崎県建設業協会会

ｷ）、森重孝志氏（（社）長崎県測量設計業協会会長代理）、中村正氏（（財）長

闌ｧ建設技術研究センター理事長）、松田浩教授、中村聖三教授、蒋宇静教

�A多田彰秀教授、森田千尋准教授

Iブザーバー

q野高平研究員、渡部祐介研究員

議事 第2回運営協議会開催

ｹ守補コース（前期）合否判定、受講者（道守補コース（後期））選考　他

1報告事項 ・道守補助員コース実施報告

6



　　　　　　　・平成24年度年間スケジュール

　　　　　　　・道守OBの活動報告

　　　　　　　・道しるべ第13号の発行

　　　　　　　・日経コンストラクション掲載

2．審議事項　　（1）道守補コース（前期）認定試験合否判定

　　　　　　（2）道守補コース（後期）受講者選考

　　　　　　（1）道守補（前期）認定試験合否判定

　　　　　　　・道守補コース（前期）受講者15名に平成23年度道守補コース（後期）

　　　　　　　の不合格者2名を加えた17名のうち、12名を合格とすることが了承さ

　　　　　　　れた。

　　　　　　・「補一15」に関しては、試験結果は基準を満たしているものの、現場実習

　　　　　　　を未受講のため後期日程の現場実習に参加することを条件に合格とする

　　　　　　　ことが了承された。

　　　　　　　・「補一9」に関しては、認定試験を未受験のため後期日程で受験すること

　　　　　　　が了承された。

　　　　　　・「補一10」に関しては、現場実習および点検演習を未受講かつ認定試験を

　　　　　　　未受験のため後期日程で受講および受験することが了承された。

　　　　　　・「再一1」と「再一2」に関しては、今回の再試験を未受験のため後期では

　　　　　　　受験資格を有しないとすることが了承された。

　　　　　　　・「特一7」に関しては、今回の道守補コース範囲の試験結果が基準を満た

　　　　　　　していることが確認された。

　　　　　　（2）道守補（後期）受講者選考

　　　　　　・受講者選定の内規をもとに、受講希望者17名（壱岐会場9名、島原会場

　　　　　　　8名）全員を受講者とすることが了承された。なお、島原会場応募者の

　　　　　　　うち2名は、幹事会（8／23）開催後に応募があったことが説明された。

その他報告事項

・道守補助員コースを五島（6124）と佐世保（7／28）の2会場で開催した

　ことが報告された。あわせて、受講者25名（五島13名、佐世保12名）

　全員を合格とし、10月1日に修了証を発行することが報告された。

・本年度の年間スケジュールについて、資料をもとに今後の予定について

　説明があった。

・道守認定者が5月に愛護団体を設立し、これまでに2回のボランティア

　活動（6／17、8／18）を実施したことが報告された。また、2回目の活動の

　際には、OB会を開催し長崎県と意見交換を行ったことが報告された。

・道しるべ第13号を7月に発行したことが報告された。

・日経コンストラクション（8127）に道守の取り組みが掲載されたことが

　報告された。
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4今後の

@進め方

・次回は1月頃、道守コース、特定道守コース、道守補コース（後期）の

∑ﾛを審議することとなった。

特記事項 ・特になし

第3回運営協議会議事録

プログラム 地域再生人材創出拠点の形成

課題名 観光ナガサキを支える“道守’養成ユニット

実施日 平成25年1月25日（金）16：30～18：00

場所 長崎大学大学院工学研究科インフラ長寿命化センター会議室

出席者 運営協議会委員

c村孝義氏（長崎県土木部長代理）、谷村隆三氏（（社）長崎県建設業協会会

ｷ）、藤瀬政則氏（（社）長崎県測量設計業協会会長）、中村正氏（（財）長崎県

嚼ﾝ技術研究センター理事長）、松田浩教授、中村聖三教授、山下敬彦教授、

ﾓ宇静教授、森田千尋准教授

Iブザーバー

o水享研究員、牧野高平研究員、渡部祐介研究員

議事 第3回運営協議会開催

ｹ守補（後期）、特定道守、道守コース合否判定

ｹ守認定の更新について　他

L報告事項 ・道守補助員コース開催（壱岐（11110）：9名、島原（ll／17）：10名）

E特別講演会開催（H2512／1）

E最終成果報告会（且25／3／15）

2．審議事項 （1）道守補（後期）、特定道守、道守コース合否判定

i2）認定の更新について

3．決定事項 （1）道守補（後期）、特定道守、道守コース合否判定

E道守補コース（後期）受講者17名に前期日程の不合格者1名を加えた

@18名のうち、15名を合格とすることが了承された。

E前期日程の不合格者1名は、今回の再試験を辞退したため、受験資格を

@失効することが了承された。

E不合格者2名に関しては、本年度中に再試験を実施し、合格した場合は

@本年度の認定とすることとなった。不合格もしくは受験不可の場合は認

@定を行わず、以降の再試験は実施しないこととなった。なお、再試験合

@否の判断は大学に一任することが了承された。

E特定道守コース（コンクリート構造）の受講者5名のうち、4名を合格

@とすることが了承された。

E不合格者1名に関しては、本年度中に再試験を実施し、合格した場合は

@本年度の認定とすることとなった。不合格もしくは受験不可の場合は認

@定を行わず、以降の再試験は実施しないこととなった。なお、再試験の
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4．今後の

　進め方

特記事項

　範囲は特定道守コースの試験範囲とし、再試験合否の判断は大学に一任

　することが了承された。

・特定道守コース（鋼構造）の受講者2名の両名を合格とすることが了承

　された。

・道守コース受講者6名のうち、受講を辞退した1名を除く5名全員を合

　格とすることが了承された。

（2）認定の更新について

・資料をもとに道守認定者の活動ポイントの申請状況および更新人数の予

　想等について説明があった。

・道守補助員については、更新ポイント制をなくし、別途、活動報告シー

　トによる簡易な活動報告を年に2回程度行ってもらうことが了承され

　た。

・平成20年度道守補コース認定者については、2月1日開催予定の特別講

　演会、または3月15日開催予定の最終成果報告会への参加を、認定の更

　新条件である「更新講習の受講」とすることが了承された。どちらにも

　参加できない認定者については、別途検討することとなった。

第1回運営協議会幹事会議事録

プログラム 地域再生人材創出拠点の形成

課題名 観光ナガサキを支える“道守’養成ユニット

実施日 2012年4月20日（金）13100～14100

場所 長崎大学大学院工学研究科インフラ長寿命化センター会議室

出席者 運営協議会幹事会幹事

?猿綜＝i長崎県土木部道路維持課長）、松村恵太郎氏（（社）長崎県建設業

ｦ会事業コーディネーター）、吉川國夫氏（（社）長崎県測量設計業協会技術

寤ﾏ員長）、松尾善章氏（（財）長崎県建設技術研究センター技術部長）、奥松

r博准教授、才本明秀教授、森田千尋准教授

Iブザーバー

o水享研究員、牧野高平研究員、渡部祐介研究員

議事 第1回運営協議会幹事会開催

�u者（道守・特定道守・道守補（前期））選考、道守補コース（後期）開

ﾃ　他

1報告事項 ・運営協議会幹事会の委嘱状交付および幹事紹介

E平成23年度活動状況報告

E道しるべ第12号の発行
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（1）道守、特定道守、道守補（前期）養成者の選考について

（2）道守補（後期）養成コース開催について

（3）年間スケジュールについて

（4）長崎県総合評価落札制度にっいて

（1）道守、特定道守、道守補（前期）養成者の選考について

・昨年度改訂した受講者選定の内規に従って平成24年度の受講者を選考す

　ることが確認された。

・道守養成コースには受講の応募がなかったことが報告され、前年度まで

　の特定道守認定者に再度受講を呼びかけることとなった。

・特定道守養成コースの受講希望者7名（コンクリート構造5名、鋼構造

　2名）全員を受講者として受け入れることが了承された。

・道守補（前期）養成コースの受講希望者16名全員を受講者として受け入

　れることが了承された。

・道守補（前期）養成コースの受講希望者のうち2名については、後期コ

　ースの開催予定地である島原地区からの応募であるため、事前に本人に

　確認を行い、後期での受講を希望する場合は希望者を後期受講に変更す

　ることとなった。ただし、「後期コースは受講者が集まらない場合、中止

　する場合がある」との旨を伝えることとした。

（2）道守補（後期）養成コース開催について

・道守補（後期）養成コース募集要項（案）をもとに後期コースの説明が

　あり、壱岐と島原の2会場で開催することが了承された。

・募集要項内に、「各会場の応募人数が5名に満たない場合、開催を中止す

　ることがある」との記載を行い、応募人数が少ない場合は中止を含め検

　討することとした。

（3）年間スケジュールについて

・平成24年度の年間のスケジュ・一・ルについて説明があった。

・道守補助員コースを五島（6月）と佐世保（7月）に加えて、道守補（後

　期）コースの現場実習に合わせてll月に壱岐、島原の2会場で開催する

　ことが了承された。

（4）長崎県総合評価落札制度について

・現在、長崎県が見直しを検討中の総合評価落札制度における「道守」の

　取扱いについて説明があった。

・制度の見直し後も道守の認定が加算点の対象として評価されるため道守

　シートの提出を企業活動として位置づける案が提案された。

・道守シートに関する提案に対して、幹事より「道守シートに対して自治
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4．今後の

　進め方

特記事項

　体より内容の具体性（寸法、数量など）が欲しいとの意見がある」、「道

　守シートを出すこと自体が目的になっては意味がない」などの意見があ

　った。

・「現在、県職員OBが実施しているボランティアでの橋梁概略点検に道守

　が入ることは可能であり有効である」との意見があり、この案について

　今後検討することとなった。

・次回は8月頃、道守補コース（後期）の受講者の決定および道守補コー

ス（前期）　の合否を審議することとなった。

・審議事項（4）に関連して、必要な場合は6月頃に幹事会および運営協議会

　を開催することとなった。

第2回運営協議会幹事会議事録

プログラム 地域再生人材創出拠点の形成

課題名 観光ナガサキを支える“道守”養成ユニット

実施日 平成24年8月23日（木）15：00～16：00

場所 長崎大学大学院工学研究科インフラ長寿命化センター会議室

出席者 運営協議会幹事会幹事

R川瞳氏（長崎県土木部建設企画課長代理）、松村恵太郎氏（（社）長崎県建

ﾝ業協会事業コーディネーター）、吉川國夫氏（（社）長崎県測量設計業協会

Z術副委員長）、松尾善章氏（（財）長崎県建設技術研究センター技術部長）、

ﾋ本明秀教授、森田千尋准教授

Iブザーバー

q野高平研究員、渡部祐介研究員

議事 第2回運営協議会幹事会開催

ｹ守補（前期）コース合否判定、受講者（道守補（後期））選考　他

1報告事項 ・平成24年度年間スケジュール

E道しるべ第13号の発行

2．審議事項 （1）道守補（前期）認定試験合否判定

i2）道守補（後期）受講者選考

3．決定事項 （1）道守補（前期）認定試験合否判定

E道守補コース（前期）受講者15名に平成23年度道守補コース（後期）

@の不合格者2名を加えた17名のうち、12名を合格とすることが了承さ

@れた。

E「補一15」に関しては、試験結果は基準を満たしているものの、現場実習

@を未受講のため後期日程の現場実習に参加することを条件に合格とする

@ことが了承された。

E「補一9」に関しては、認定試験を未受験のため後期日程で受験すること
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4．今後の

　進め方

特記事項

が了承された。

・「補一10」に関しては、現場実習および点検演習を未受講かつ認定試験を

未受験のため後期日程で受講および受験することが了承された。

・「再一1」と「再一2」に関しては、今回の再試験を未受験のため後期では

受験資格を有しないとすることが了承された。

・「特一7」に関しては、今回の道守補コース範囲の試験結果が基準を満た

していることが確認された。

（2）道守補（後期）受講者選考

・受講者選定の内規をもとに、受講希望者15名（壱岐会場9名、島原会場

　6名）全員を受講者とすることが了承された。

・次回は12月頃、道守コース、特定道守コース、道守補コース（後期）の

　合否を審議することとなった。

第3回運営協議会幹事会議事録

プログラム 地域再生人材創出拠点の形成

課題名 観光ナガサキを支える“道守’養成ユニット

実施日 平成25年1月18日（金）15：00～16：30

場所 長崎大学大学院工学研究科インフラ長寿命化センター会議室

出席者 幹事会幹事

?猿綜＝i長崎県土木部道路維持課長）、松村恵太郎氏（（社）長崎県建設業

ｦ会事業コーディネーター）、吉川國夫氏（（社）長崎県測量設計業協会技術

寤ﾏ員長）、松尾善章氏（（財）長崎県建設技術研究センター技術部長）、奥松

r博准教授、森田千尋准教授

Iブザーバー

o水享研究員、牧野高平研究員、渡部祐介研究員

議事 第3回運営協議会幹事会開催

ｹ守補（後期）、特定道守、道守コース合否判定

ｹ守認定の更新について　他

1報告事項 ・道守補助員コース開催（壱岐（11110）19名、島原（ll／17）：10名）

E特別講演会開催（H2512／1）

E最終成果報告会（H2513／15）

2審議事項 （1）道守補（後期）、特定道守、道守コース合否判定

i2）認定の更新について

3．決定事項 （1）道守補（後期）、特定道守、道守コース合否判定

E道守補コース（後期）受講者17名に前期日程の不合格者1名を加えた

@18名のうち、15名を合格とすることが了承された。
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4．今後の

　進め方

特記事項

・前期日程の不合格者1名は、今回の再試験を辞退したため、受験資格を

失効することが了承された。

・不合格者2名に関しては、本年度中に再試験を実施し、合格した場合は

本年度の認定とすることとなった。不合格もしくは受験不可の場合は認

定を行わず、以降の再試験は実施しないこととなった。また、再試験合

否の判断は大学に一任することが了承された。なお、本事案が運営協議

会で了承後、再試験の案内を行うこととした。

・特定道守コース（コンクリート構造）の受講者5名のうち、4名を合格

とすることが了承された。

・不合格者1名に関しては、本年度中に再試験を実施し、合格した場合は

本年度の認定とすることとなった。不合格もしくは受験不可の場合は認

定を行わず、以降の再試験は実施しないこととなった。また、再試験の

範囲は特定道守コースの試験範囲とし、再試験合否の判断は大学に一任

することが了承された。なお、本事案が運営協議会で了承後、再試験の

案内を行うこととした。

・特定道守コース（鋼構造）の受講者2名の両名を合格とすることが了承

された。

・道守コース受講者6名のうち、受講を辞退した1名を除く5名全員を合

格とすることが了承された。

・各コースの合否については、上記事項を幹事会での決定事項とし、1月

25日開催予定の運営協議会に諮ることが了承された。

（2）認定の更新について

・資料をもとに道守認定者の活動ポイントの申請状況および更新人数の予

　想等について説明があった。

・道守補助員については、更新ポイント制をなくし、別途、活動報告シー

　トによる簡易な活動報告を年に2回程度行ってもらうことが了承され

　た。

・平成20年度道守補コース認定者については、2月1日開催予定の特別講

　演会、または3月15日開催予定の最終成果報告会への参加を、認定の更

　新条件である「更新講習の受講」とすることが了承された。どちらにも

　参加できない認定者については、別途検討することとなった。

・認定の更新については、上記事項を幹事会での決定事項とし、1月25日

　開催予定の運営協議会に諮ることが了承された。
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1，7　講義・実習担当の構成

「観光ナガサキを支える“道守”養成ユニット」のプログラムの実施にあたり、本年度は

「道守補助員」、「道守補」、「特定道守」、「道守」の4コースを設置している。プログラ

ム5年目となる本年度は、平成23年度に引き続き4コース全てのプログラムを実施し

た。下表に各コースの担当教員を記す。

口道守補助員コース

氏　名 役　職 所　属 担　当

森田千尋 准教授 工学研究科 講義・実習

杉本知史 助教 工学研究科 講義・実習

出水享
産学官連携

､究員
インフラ長寿命化センター

講義・実習、連絡調整、

ｳ材の準備

渡部祐介
産学官連携

､究員
インフラ長寿命化センター

講義・実習、連絡調整、

ｳ材の準備

牧野高平
産学官連携

､究員
インフラ長寿命化センター

講義・実習、連絡調整、

ｳ材の準備

平博敏 係長
五島振興局　建設部道路課

ｹ路班

講義・実習

ﾜ島地区

山田裕志 技師
県北振興局　建設部　道路維持

謔P課　維持舗装班

講義・実習

ｲ世保地区

高尾俊尊 主任技師 壱岐振興局　建設課　道路班
講義・実習

?�n区

穂並末光 係長
島原振興局　道路都市計画課

ﾛ持舗装班

講義・実習

㈹ｴ地区

義満宏文
H22年度
ﾁ定道守

旭測量設計（株）
講義・実習

ｲ世保会場

山口忍
H24年度
ｹ守

講義・実習

ｲ世保・壱岐会場

副島一郎 H21年度
ﾁ定道守

副島塗装（株）
講義・実習

ﾜ島会場

森史朗 H22年度
ｹ守

親和テクノ（株）
講義・実習

ｲ世保会場

今村音英
且21年度
ﾁ定道守

（株）今村組
講義・実習

ﾜ島会場
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吉川國夫
H23年度
ｹ守

（有）吉川土木コンサルタント
講義・実習

ﾜ島・島原会場

前田穣 H22年度
ﾁ定道守

（株）大島造船所
講義・実習

㈹ｴ会場

木原真 H24年度
ｹ守

（株）アサヒコンサル
講義・実習

㈹ｴ会場

口道守補コース

氏　名 役　職 所　属 担　当

松田浩 教授 工学研究科 講義

中村聖三 教授 工学研究科 講義

森田千尋 准教授 工学研究科 講義・実習

勝田順一 准教授 工学研究科 講義

蒋宇静 教授 工学研究科 講義

杉本知史 助教 工学研究科 講義

李博 助教 工学研究科 講義

森山雅雄 准教授 工学研究科 演習

出水享
産学官連携

､究員
インフラ長寿命化センター

講義・演習・実習、連絡

ｲ整、教材の準備

渡部祐介
産学官連携

､究員
インフラ長寿命化センター

講義・演習・実習、連絡

ｲ整、教材の準備

牧野高平
産学官連携

､究員
インフラ長寿命化センター

講義・演習・実習、連絡

ｲ整、教材の準備

田崎智
長崎県土木部

ｹ路維持課

講義長崎県の道路構造

ｨの現状

末弘義守
技能講習等

u師

建設業労働災害

h止協会長崎支部

講義道路構造物の維持

ﾇ理に関する安全管理

上阪康雄 代表 コサカ設計・アソシエーツ 講義・演習・実習
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安波博道 部長 土木研究センター 講義

阿部允 代表取締役 （株）ピーエムシー 講義・実習

永石浩紀 オリンパス（株） 演習

口特定道守コース

氏　名 役　職 所　属 担　当

松田浩 教授 工学研究科 講義

中村聖三 教授 工学研究科 講義

森田千尋 准教授 工学研究科 講義・演習

才本明秀 教授 工学研究科 講義・演習

勝田順一 准教授 工学研究科 講義・演習

多田彰秀 教授 工学研究科 講義

田邉秀二 教授 工学研究科 講義

森山雅雄 准教授 工学研究科 講義

杉山和一 准教授
水産・環境科学総合研究科

ﾂ境科学領域
講義

河野和芳 技術職員 工学研究科 演習

出水享
産学官連携

､究員
インフラ長寿命化センター

講義・演習、連絡調整、

ｳ材の準備

渡部祐介
産学官連携

､究員
インフラ長寿命化センター

演習、連絡調整、

ｳ材の準備

牧野高平
産学官連携

､究員
インフラ長寿命化センター

演習、連絡調整、

ｳ材の準備

浦本和儀 主任技師
長崎県長崎振興局

嚼ﾝ部　道路維持課
演習
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高西正人
長崎県長崎振興局

嚼ﾝ部　道路維持課
演習

上阪康雄 代表 コサカ設計・アソシエーツ 講義・演習

安波博道 部長 土木研究センター 講義・演習

阿部允 代表取締役 （株）ピーエムシー 講義・演習

石田耕生 課長 （株）さとうベネック 講義

杉田哲郎 次長
エスイーリペア（株）

ﾝ計部
講義

佐藤秀文 次長
日本地研（株）

Z術部
講義

光谷修平 副部長
大林道路（株）

Gンジニアリング部
講義

濱田秀則 教授
九州大学　工学研究院

嚼ﾝデザイン部門
講義

前田良文 技術主幹
西日本高速道路株式会社

{社　技術部
特別講演

伊藤幸広 教授
佐賀大学大学院

H学系研究科
特別講演

福井謙三 執行役員 基礎地盤コンサルタンツ（株） 実習

夏目隆弘 支店長
基礎地盤コンサルタンツ（株）

ｷ崎支店
実習

口道守コース

氏　名 役　職 所　属 担　当

阿部雅人 主幹研究員 （株）ピーエムシー 講義

倉内文孝 准教授
岐阜大学　工学部

ﾐ会基盤工学科
講義

山根誠一 課長
日本工営（株）

汢ｪ支店
講義

中村昌文 係長
長崎県土木部

ｹ路維持課　維持補修班
演習
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2　道守補助員養成コース

2，1　概要

　道守補助員コースは、県内の道路、河川、港湾などのボランティア・愛護団体等を通して募集

を行うとともに出前講座を開催し、道路関連施設等のインフラ構造物の維持管理の重要性につい

て啓発活動を行うとともに、インフラ構造物の変状を気付くことができるような人材の養成を行

った。

◇対　象　　：一般市民

◇講義レベル：一般市民レベル

◇募集方法　　：県、市町を通じてアダプト、愛護団体への参加協力依頼、新聞、HP

　　　　　　　テレビCM（ケーブルテレビ）

◇募集人員　：各会場10名程度

◇応募数　　：43名

◇受講者数　：合計43名（五島会場13名・佐世保会場11名・壱岐会場9名・島原会場10名）

◇受講者属性：建設業関係、市役所等、自営業、建設業関係OB

◇実施時期　：6月24日（日）五島会場（五島振興局）

　　　　　　　7月28日（土）佐世保会場（県北振興局）

　　　　　　　11月10日（土）　壱岐会場（壱岐文化ホール）

　　　　　　　11月17日（土）　島原会場（島原振興局）

◇講義時間　：9：30～15：30

◇講義概要　：講義・現場実習（講義実施報告参考）

◇受講料　：無料

◇認定試験　：筆記試験（4択問題10題）

◇講　師　　：道守認定者（産）、県職員（官）、大学の職員（学）
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2．2　カリキュラム

受付開始　9：15～

内　　　容

1時間目（講義） ・道守の紹介と役割

9：30～9：50 ・インフラ長寿命化センターおよび道守ユニットの紹介

・道守補助員の役割、認定後について

2時間目（講義） ●長崎県の道路と道路構造物の状況

9：50～10：10 ・長崎県の道路一般および橋・トンネルの状況について

3時間目（講義） ・コンクリート構造物について

10：20～10：50 ・コンクリート橋について

・コンクリートの変状について

4時間目（講義） ●鋼構造物について

11：00～11：30 ・鋼橋について

・鋼橋の変状について

5時間目（講義） ●道路・斜面・トンネルについて

11：40～12：10 ・道路・斜面・トンネルについて

・道路・斜面・トンネルの変状について

昼食　12：10～13100

6時間目（現場実習） ・点検について

13：00～15：10 ・安全を損なう恐れのある変状について

（移動時間も含む） ・点検の一般知識（安全、取組み、写真撮影、秘密保持）

・美化と長寿命化について

・点検シートの書き方、提出先など

・点検シートの添削・指導

7時間目 ●認定試験

15：10～15：30
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2．3　実施報告

講　義　名 道守の紹介と役割

講義形態 講義

実施時間 9：30～9：50

担当講師名 森田千尋

時　間　数 0．5時間

①道路インフラの現状と課題

日米道路ストックの高齢化、欠陥橋梁の割合、荒廃するアメリカの惨状、実

橋耐荷性能試験車、長寿命の橋梁、損傷事例、主な示方書等の改定

②インフラ長寿命化センター

ミッション、業務内容、実施体制

内　　　　容 ③道守養成ユニット

長崎県の現状と地域再生に向けた取組状況、地域再生人材創出構想の内容、

社会資本整備の将来像、期待される効果、道守の構成、実施体制・内容、カ

リキュラム、運営協議会、人材養成に関する協力体制、道守シート、認定後

の活動

講　義　名 長崎県の道路と道路構造物の状況

講義形態 講義

実施時間 9150～10110
森田千尋

担当講師名
平博敏、山田裕志、穂並末光、高尾俊尊

時　間　数 0．5時間

①長崎県の道路状況

国、県、市町が管理する道路整備状況

②道路パトロール

長崎県で実施している道路パトロール状況、道路パトロール車

③道路施設の損傷事例

長崎県が管理する橋梁の建設年度分布
内　　　　容

橋梁（鋼橋の腐食、コンクリート橋の鉄筋腐食、アルカリ骨材反応、ボッ

クスカルバート）、トンネル（クラック）、付属物（防護柵、組み立て歩道、

照明灯、カーブミラー）、舗装（舗装、ポットホール、舗装・盛土，その他）、

斜面（モルタル吹きつけ、落石、崩土・路肩洗掘）、排水（側溝蓋）、歩道

（歩道段差）、その他（倒木）

④五島、佐世保、壱岐、島原地区の道路管理状況の説明
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講　義　名 コンクリート構造物について

講義形態 講義

実施時間 10：20～10：50
担当講師名 義満宏文、今村音英、吉川國夫、田村隆弘

時　間　数 0．5時間

内　　　　容

1．コンクリート構造物について

@コンクリートとは、RC構造について、　PC構造について

Q．コンクリート橋について

@コンクリート橋の一般的な名称、コンクリート橋の種類

R．コンクリート構造物の変状について

@コンクリート構造物の変状の種類

S．点検について

@コンクリート橋の点検のポイント、日常点検の目的

講　義　名 鋼構造物について

講義形態 講義

実施時間 11：00～ll：30
担当講師名 山口忍、副島一郎、前田穣

時　間　数 0．5時間

内　　　　容

①最近の鋼橋の事故

@1・35W橋（米国），木曽川大橋，本荘大橋，山添橋，辺野喜橋

A鋼橋について

@鋼橋の構造形式による分類，部材名称

B鋼構造物の劣化現象

@腐食，塗装の劣化，疲労

C気にかけていただきたいこと
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講　義　名 トンネル・道路・斜面について

講義形態 講義

実施時間 11：40～12：10
担当講師名 森史朗、吉川國夫、木原真、渡部祐介

時　間　数 0．5時間

内　　　　容

①道路について

@舗装にっいて、道路上での変状のポイント

A斜面について

@自然災害・土砂災害について、地滑り、崩壊、土石流について

Bトンネルについて

@種類ごとの変状トンネルの割合、変状要因の分類、トンネルの主な変状

講　義　名

講義形態
実施時間
担当講師名

時　間　数

内 容

点検について

現場実習

13：00～15：10

森田千尋、杉本知史、出水享、渡部祐介、牧野高平

2時間

　実習場所は、県、市などから提供していただいた講義会場に近い橋梁（コ

ンクリート橋、銅橋）、法面、斜面、擁壁、道路等を選定しバスで移動した。

なるべく対象構造物に近づけて安全な場所、損傷・劣化のある場所を選定し

た。

　現地では、変状が発生しやすい部位や部材、点検シートの作成方法につい

て講義した。受講生には、変状をみて道守シートを記載してもらった。講義

会場に戻ったのちに道守シートの添削指導を行った。

◆五島会場（斜面、舗装）

ロ　　ム

　　　le’

現場実習状況

　　　．1　＾
し　イ　　　x

／
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◆佐世保会場（斜面、舗装）

現場実習状況

現場実習状況

現場実習状況
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◆道守シート（記載例）

道守シート
届出日　．v耳　’月．／t日
登録巷只．

氏呂

遷紹先

1、報告内容

き噛1蝟常・「・（ジ側　　　　　　　　　v・／－tt
2　その遭路佃直鴇の■鳳

　．導砂・橋（儒迎呂．　　　　）・トンネル〔トンネル呂．　　　　）1斜直

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’イメ
　その旭く

3　その道■篇遭檎の■所

　・闘樟呂　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♪・わかうない
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2．4　受講生のアンケート結果

（1）受講生の属性

　受講生の属性等に関する情報を得るためアンケートを実施した。アンケート結果を以下に示す。

　今年度の道守補助員の受講生は、五島会場：13人、佐世保会場：11人、壱岐会場：9人、島原

会場：10人の合計43人である。下表に受講生の属性を示す。

1．所属

県、市、町

技術センター

コンサルタント

建設業者

OB

その他

無回答

3■■■

2

6　■■■1

7

五島

■佐世保

■壱岐

　島原

【その他内訳】

五　島：主婦★2、ボランティアグループ地域おこし「万葉の風」

　　　　NPOアクロス五島、測量業者de　2

佐世保1富士通研究所

壱　岐1個人、会社員、自営業

島　原1元鉄工所経営

2．経験年数

5年未満

5～IO年

10年以上

無回答

4■12

112

2　21

5

五島

■佐世保

壱岐

島原
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3．年齢

25歳以上

30歳まで

35歳まで

40歳まで

45歳まで

50歳まで

55歳まで

60歳まで

60歳以上

4．所有資格（複数回答有）

　五島

■佐世保

　壱岐

　島原

【その他内訳】

五　島：測量士★2測量士補

佐世保：港湾海洋、測量士　一級塗装管理技術者

壱　岐：測量士、建設施工管理技士、建築士、色々
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（2）講義終了アンケート

次年度以降の参考とするため、講義終了後に実施したアンケート結果を以下に記す。

1．本講座をどこでお知りになりましたか？

ホームページ

　　回覧板

道守長崎通信

　　　新聞

　　　紹介

　　その他

6　　4

S　　　1　7
@　　1R　　　　4　2

　五島

■佐世保

　壱岐

　島原

05101520253035
【紹介・その他内訳】

五　島：会社からの勧め、広報ごとう

佐世保：測量設計業協会　長崎県×3　センター事務局　TV佐世保×2　無記入

壱　岐：会社からの勧め　ケーブルテレビ×2　市役所の回覧　建設業協会

島　原：紹介×2　会社からの勧め×2　建設業協会×3　測量設計業協会　長崎県

2．本講座の受講の動機を教えてください。（複数回答可）

　　地域に貢献するため

仕事に役立ちそうだったから

　　　　自己啓発のため

　　　　無料だったから

　　　　　　　その他

7 6 4

1　1
5 4 4

4 12

21

1

　五島

■佐世保

　壱岐

　島原

05101520253035

【その他内訳】

佐世保：ケーブルTVを見て

壱　岐：会社からの推薦

島　原：会社からの推薦

一28一



3．授業の時間数はいかがでしたか？

（少なかった）1

　　　　　2

　　　　　3

　　　　　4
（多かった）5

　　　無回答

2

2 2

8 6 8

2

11

　五島

■佐世保

　壱岐

　島原

0　　　5　　10　　15　　20　　25　　30　　35

4．授業の内容はいかがでしたか？

（簡単すぎた）1

　　　　　2

　　　　　3

　　　　　4

（難しかった）5

　　　無回答

5　　　8

1
2
4
5
3
1
1

1

　五島

■佐世保

　壱岐

　島原

05101520253035

五島：・眠かった。

　　　　・時間がありましたら上の道守講座も受けてみたいです。

　　　　・わかりやすく説明してくれましたが、逆に「ここはどうなの？」とかあった場合にど

　　　　　うすればよいかが多少あった。

　　　　・時間的には難しいとは思うが、質問の時間がほしかった。

　　　　・わかりやすかったです。

　　　　・わかりやすくてよかったです。

　　　　・講座中は理解できていたが、時間がたつにつれて忘れがあった。

　　　　・一度に講義をされたので、内容全てを理解するのが少しとまどった。

佐世保：・道守補助員の重要性を把握してこれからの道路維持に努めたい。

　　　　・現在の事象に対する対策がどのような形で行われるか。参考までに解説されれば、

　　　　　損傷報告の動機付けになると思う。

　　　　・解りやすく説明をしていただいたので理解できた。

　　　　・まったくの素人だったので、専門用語がわからなかった。

　　　　・時間も長さも適当でわかりやすかった。

　　　　・身近なことで非常にわかりやすかった。

壱　岐：・講義がスムーズに進んだので良かった。

　　　　・普段利用している道路であり、橋でありわけて語られると解りにくい部分があった。
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島原：・講義の内容が的確でよかった。

　　　　・写真などの資料でわかりやすかった。

　　　　・基礎的でわかりやすかった。

　　　　・解りやすかった。

　　　　・注意してみるべき箇所がわかった。

　　　　・内容がわかりやすくてよかった。

5．現場実習について感想をお聞かせください。

（良かった）

　　　　2

　　　　3

　　　　4
（悪かった）5

　　無回答

　五島

■佐世保

　壱岐

　島原

五島：・雨が降っていた。

　　　　・雨の中での作業で時間が少なくもう少し時間をかけて橋とかの見方もほしい。

　　　　・小雨のせいで実習時間が短かった。

　　　　・天候もあるが、事前に場所の長さなどの説明がほしかったです。

　　　　・雨で残念でした。

　　　　・受講する際には、是非必要かと思いました。今後とも続けていくべき

　　　　・親切で、良い説明でした。

　　　　・パネルでの説明がわかりやすかった。

　　　　・具体的でわかりやすかった。

佐世保：・現況の状況や障害となるものが細かく、地域状況や日ごとの通行中に気づいたことが

　　　　　多くあった。

　　　　・短時間だったので、後10分でも延長していただければよかった。

　　　　・何を道守シートにかけばよいのかやや戸惑った。車通りが多く、少し危険だった。

　　　　・時間が短かった。現場で要点を話してほしかった。

　　　　・現場状況がわかるので非常によい。

　　　　・トンネル・橋梁を見てみたい。車でしか通ったことありません。

壱岐1・見ないとわからないことも多いので現場実習は良かったと思います。

　　　　・実際のところどうするのかわかってよかった。

　　　　・現場実習で損傷の箇所や内容の説明を受けたかった。

　　　　・道守の必要性がわかった。

　　　　・説明を聞きながら見て回ったほうがいいかなと思う。

島　原1・的確な実習。

　　　　・実際に見ることが出来たので良かった。
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・普段目を向けないところに目を向けることに面白さを感じた。

・日ごろから通る道路だが、このように注意してみることがなくよい経験だった。

・現場の変状がわかりやすかった。

6．今後、上クラスの『道守補コース』を受講したいと思いますか？

受講したい

受講しなくてよい

どちらとも言えない

無回答

6 9 5

1

5 4

1■1

　五島

■佐世保

　壱岐

　島原

05101520253035

7．全体的な感想をお聞かせ下さい。

五島：・今日は勉強になりましたありがとうございました。

　　　　・このような体験は初めてでした。今日の道守はよかったです。

　　　　・思いのほかに講義を受ける人が多い様です。

　　　　・民間だけでなく、公共の人も受講してボランティアに参加してほしいと思いました。

　　　　・受講したいとは思いますが、時間に多少無理かなと・…連続には…・。

　　　　・今までとは違う目線から道を見ることが出来たので勉強になった。

　　　　・今後どうなるかわかりませんが、道守が個人の評価ではなく企業としても認められた

　　　　　ら、もっと人が増えるのではないかと思いました。

　　　　・今回の講習を生かして、道路を見ていきたいと思います。

　　　　・始めてのことで、不安でしたが大変よかったです。

　　　　・仕事上とても勉強になりました。

　　　　・次のコースの受講について迷っております。

　　　　・非常にためになりました。

　　　　・このような養成講座を受けたい。

　　　　・もっと広範囲において呼びかけを行ったほうがよかった。

佐世保：・もっと細かくコンクリート診断士を取得すれば、詳細に対策・対応にしていきたい、

　　　　　地域貢献をしたい。

　　　　・道守養成ユニットについて「知らない」という市民が多いので、今後の市民への情宣

　　　　　について一考いただきたいと思います。

　　　　・補修や整備を実施していくために予算確保が重要になると思います。

　　　　・限られた中で優先順位を明確にする必要がある。

　　　　・仕事上保守点検をする立場であるので、なかなか複雑な思いになりました。

　　　　・本来我々がしっかりと管理すべきであるのですが、実際は、皆様に頼らないと出来な
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　　　　いことが残念です。

　　　　・道守がふえると情報量・確度が多く・高くなってくるが、情報を集めるのが大変そう

　　　　　だと思いました。

　　　　・海・川・自然に対する道守を期待しております。

　　　　・ローカル的なことでもっと歩いてインフラ長寿命化に貢献したいと思いますe

　　　　・受講者が思ったより少なかった。

　　　　・メンテナンスと別にインフラの使いやすさを点検してみたらどうか。

壱　岐：・実際に現場に出て自分の目で確かめることで色々な損傷箇所や予測が出来たので非常

　　　　　に勉強になりました。

　　　　・今日来て良かった。

　　　　・もう少し時間を借りられたら良かったと思いました。

　　　　・勉強になりました。

　　　　・上があるのであれば死するまで勉強するつもり。

　　　　・道守補、道守補助員より上のコースがあれば受講したいと思っている。壱岐で開催し

　　　　　てほしい。

島原：・大変勉強になりました。「人のため出来ることを出来るときに」。

　　　　・講習に参加できてよかったです。

　　　　・講義は写真や図を用いての説明だったのでわかりやすかった。現場実習は普段通って

　　　　いる道路を何も気にせず通っていたが道守としてみてみるとクラックが多くてびっく

　　　　　りした。

　　　　・説明が丁寧で素人の私がある程度理解できた。会議室は寒く、断水が辛かった。

　　　　・日ごろ気にならない部分も気にすると思う。

　　　　・仕事上時間がない。

　　　　・有明橋の実習で身近にあれほど危険な箇所があるということを実感しました。今後は

　　　　　自宅周辺、会社周辺の道路などに気をつけていこうと思います。

　　　　・ためになりました。

　　　　・基本的なことを解りやすく講義してもらい、勉強になった。
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3　道守補養成コース

3．1　概要

　道守補コースは、道路インフラ施設の点検作業・記録ができる一級土木施工管理技士レベル

の人材の養成を行った。カリキュラムは、講義・演習・実習で構成され、構造物概論、構造物

維持管理概論、斜面・トンネル・舗装点検概論、コンクリート構造物点検概論・演習・実習、鋼

構造物点検概論・演習・実習を行った。

◇対　象　　：地元企業職員、地元企業OB、自治体職員、地元自治体OB　など

◇到達レベル：土木施工管理技士レベル

◇募集方法　：長崎県土木部、長崎県建設業協会、長崎県測量設計業協会、長崎県建設技術研

　　　　　　　究センター等を通じて、各企業への参加協力依頼、HP等

◇募集人員　：前期10名程度

　　　　　　　後期15名程度

◇応募者数　：31名

◇受講者数　：前期14名

　　　　　　　後期17名（壱岐、島原会場）

◇実施時期　：前期　5月11日（金）～6月29日（金）正味8日間

　　　　　　　後期　9月28日（金）～11月16日（金）　正味8日間

◇講義時間　：13：00～18：00（カリキュラム参考）※39時間

◇講義概要　：講義・DVDによる講義・点検演習・現場実習（講義実施報告参考）

◇受講料　：無料

◇認定試験　：前期　8月4日（土）筆記試験（4択問題25問）、面接試験

　　　　　　　後期（壱岐）11月30日（金）筆記試験（4択問題25問）、面接試験

　　　　　　　後期（島原）12月7日（金）　筆記試験（4択問題25問）、面接試験
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3，2　カリキュラム

〈　前期　〉

　　1限
i13；oo～13：50）

　　2限
i14：00～14；5旬

　　3限
i15；00～15：50〕

　　4限
hI6：00～16：50）

　　5限
i17：00～17：5旬

5月II日
@（金〕

道守の役割 構造物維持管理概論 橋梁概論
斜面・トンネル・舗装の

@維持管理概論（1｝

斜面・トンネル・舗装の

@維持管理概論〔2）

5月18日
@（金）

コンクリート構造物

@点検概論〔D

コンクリート構造物

@点検概論（2）

コンクリート構造物

@点検概論〔3）

コンクリート構造物

@点検事例〔D

コンウリート構造物

@点検事例②

5月25日
@（金）

鋼構造物点検概諭D 鋼構造物点検概論〔1） 鋼構造物点検概論｛3） 鋼構造物点検事例d） 鋼構造物点検事例②

6月1日
i金）

長崎県の道路構造物の現状 コンクリート構造物点検演習〔D

胡8日
i金）

道路構造物の維持管理

@に蘭する安全管理
コンクリート構造物点検演習（2）

6月15日
@（金）

コンクリート構造物点検実習

6月22日
@（金）

鋼構造物点検演習（D

6月29日
@（金）

鋼構造物点検実習

〈　後期：壱岐、島原　〉

　　1限
kgoo～9．50．・

　　2県
i10DD～1050．L

　　3限
k1ω0－1150」

　　4限
F‘3［0～目50ト

　　5限
F1400～，4冊1

　　6碩
ﾄf500－155D，

　　フ隈

k1600～15501
　　8隈
Jヲ00～17馴

会場

9月28日
@「金〉

迫守の役剤 　簡遺暢
ﾛ時管曙夏棺

椅梁顧憤

餌面・トンネル・補庄

@　　の
@縫筒⇔巳II1

餌面・トン才・ル・領蓑

@　　の
@纏縛栓尾［2｝

壱喧斑囚局

∵藻|異鳥

tO月5日
@、金）

⊇ンウリート揖遺絢

@点検項賦‘．

⊃ンラリート拍竜楕

@点検媛怜「21

コンクリート槙餉

@点頗領：3．

コンクリート繍竜物

@点厭事例II1
コンうリーHa遺鞠

@点接申馴2．
壱瞳痴興局

G頂原典局

10月12日
@こ金噛・

馴簡造物
_按巨！歴：ll

額悟直楕

諮恚ｯ2）
萌怜造相
_榛暖帖：3）

鯛椅造惰
_霞事例：11

鈎筒造物
_検車例〔2．

壱岐斑褒局

ｹ鳳綴異局

1明19日
@、含

　　長崎暇の

利H領遺物の現伏
己路情造紛の瑳怜冒

揩ﾉ問する責全冒U
コンクリート櫓竜楕

@　点院賓曽
図栖遺簡

_陰洞習
壱岐痴異局

G用領災局

TO月z旧
@．木、

コンウリート“造膓点按演曽：1：．「21 長埼太学

10月26自
@二金：・

⊇ンクリート栖緬貞検涛習　．1、〔Zド 路侑遺相点族潰習 畏同大学

日月8白
@、木：・

コンクリート櫓造物点検実習 壱岐痴賓局

11月9日
@1金：・

田裡造領‘椎宴曽 壱鹸仰昊局

11月15日

@1木㌔
コンクリート怜造栴点検冥曽 烏原罷宍局

11月16日
@、金、

箇揖遺棚点模宴習 烏頂概囚局

11月30日
@：金｝

遠守嗣テスト 壱岐抱興局

12月7日
@、金、

逗守禍テスト 烏頂被民局
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3，3　実施報告

講　義　名 道守の役割

講義形態 講義
前期：5月11日（金）13：00～13：50

実施日時 後期19月28日（金）13：00～13：50
前期：サイエンス＆テクノラボ棟2F　セミナー室2

実施場所 後期：壱岐振興局、島原振興局
担当講師名 松田浩

時　間　数 1時間

・工学部重点研究センター構想

・長崎県の現状と地域再生に向けた取組状況

・長崎県の観光施設，長崎県の渡海橋，荒廃するアメリカの教訓、長崎県橋梁長

寿命修繕計画

内　　　　容 ・観光ナガサキを支える“道守’養成ユニット

養成する人材、カリキュラム、社会資本整備の将来像、本事業により期待

される効果、道守の役割と責任、認定後の活動、人材養成に関する協力体

制

講　義　名 構造物維持管理概論

講義形態 講義
前期：5月11日（金）14：00～14150

実施日時 後期：9月28日（金）14100～14：50
前期：サイエンス＆テクノラボ棟2F　セミナー室2

実施場所 後期：壱岐振興局、島原振興局
担当講師名 松田浩

時　間　数 1時間

・荒廃するアメリカ

・ドイツの事例

・「荒廃する日本」としないための道路管理

・木曽川大橋、本荘大橋のトラス斜材の破断
内　　　　容

・道路橋の予防保全に向けた提言

・点検の制度化、点検及び診断の信頼性確保、技術推進、

・技術拠点の整備、データベースの構築と活用
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講　義　名 橋梁概論

講義形態 講義
前期：5月11日（金）15：00～15：50

実施日　時
後期：9月28日（金）15100～15：50

前期：サイエンス＆テクノラボ棟2F　セミナー室2
実施場所 後期：壱岐振興局、島原振興局
担当講師名 松田浩

時　間　数 1時間

・橋梁の構成部材

上部工の形式、下部工の形式、基礎の形式、支承

・橋梁技術の変遷

コンクリート橋技術の変遷、鋼橋技術の変遷、下部工技術の変遷

内　　　　容 支承技術の変遷

・橋梁の使用材料とその劣化

使用材料、コンクリートの劣化、鋼の劣化、ケーブルの劣化、塗装材料の

劣化

講　義　名 斜面・トンネル・舗装の維持管理（1）（2）

講義形態 講義
前期：5月11日（金）16100～16：50

実施日時 後期：9月28日（金）16：00～16150
前期：サイエンス＆テクノラボ棟2F　セミナー室2

実施場所 後期：壱岐振興局、島原振興局
担当講師名 蒋宇静、杉本知史、李博

時　間　数 2時間

・トンネル

トンネルの分類と機能、日本のトンネルの現状、トンネルの変状の概説、ト

ンネルの塑性圧によるメカニズム、緩み圧による変状メカニズム

・斜面（岩盤）

破壊形態、破壊要因、崩壊事例、斜面（岩盤）の維持管理

内　　　　容 ・舗装道路現況（長崎県内）舗装の断面構成

舗装の維持修繕の基本的流れ、舗装補修箇所選定フロー、路面性状の評価項

目、路面性状の測定法の概要、ひび割れ率・わだち掘れ量の算出・平たん性

の算出、舗装の損傷と維持修繕工法
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講　義　名 コンクリート構造物点検概論（1）～（3）

講義形態 講義
前期：5月18日（金）13：00～15：50

実施　日時
後期：10月5日（金）13：00～15：50

前期：サイエンス＆テクノラボ棟2F　セミナー室2
実施場所 後期：壱岐振興局、島原振興局
担当講師名 出水享

時　間　数 3時間

・点検の目的、点検の種類、点検の頻度、点検のフロー点検計画、点検の準

備、点検結果の記録と保存、記録と保存、記録事項、記録方法、記録の保

存、参考図書と関連法規

・コンクリート構造物の変状の特徴

初期欠陥、劣化、構造的変状、損傷

内　　　　容 ・コンクリート構造物の変状の点検のポイント

点検時の着目点、コンクリート桁、コンクリート橋台、橋脚、基礎、

伸縮装置、支承、排水施設、標識・照明施設

・コンクリート橋の点検技術

微破壊調査の種類

講　義　名 コンクリート構造物点検事例（1）（2）

講義形態 講義
前期：5月18日（金）16：00～17：50

実施　日時
後期110月5日（金）16：00～17：50

前期1サイエンス＆テクノラボ棟2F　セミナー室2
実施場所 後期1壱岐振興局、島原振興局
担当講師名 上阪康雄

時　間　数 2時間

既設コンクリート構造物は、老齢期に入ってきている。老齢期に入ったコ

ンクリート構造物は劣化・損傷していく。そのため、早期にコンクリート構造

物の点検を行い、コンクリートの劣化程度や鉄筋の腐食状態を把握し、適切

な維持補修を行うことで、構造物の寿命を長持ちさせることが大切である。
内　　　　容 本講義の主な内容は、コンクリート構造物の塩害、中性化、アル骨および床

版疲労等の具体的な点検事例を挙げながら説明する。また、コンクリート橋

の予防保全と構造物の小規模補修について説明する。
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講　義　名 鋼構造物点検概論（1）～（3）

講義形態 講義
前期：5月25日（金）13：00～15：50

実施日　時
後期：10月12日（金）13：00～15150

前期：サイエンス＆テクノラボ棟2F　セミナー室2
実施場所 後期：壱岐振興局、島原振興局
担当講師名 勝田順一、森田千尋、中村聖三

時　間　数 3時間

1．鉄鋼材料の溶接

1．1鉄金属の分類　　1．2　鉄鋼材料　　1．3　溶接

2．主な損傷・一般

2．1一般　　22　防食機能の劣化・腐食　　23　疲労

内　　　　容 2．4　遅れ破壊

3．点検・検査

3．1　一般　　3．2　点検の種類　33　主な点検項目と調査方法

3．4　損傷判定基準と対策区分判定　　3．5各種非破壊検査

講　義　名 鋼構造物点検事例

講義形態 講義
前期：5月25日（金）16100～17：50

実施日時 後期：10月12日（金）16100～17：50
前期：サイエンス＆テクノラボ棟2F　セミナー室2

実施場所 後期：壱岐振興局、島原振興局
担当講師名 安波博道、阿部允

時　間　数 2時間

①鋼材腐食、塗膜劣化

鋼橋の塗膜劣化・腐食の実態（腐食損傷の実態、腐食損傷発生の原因）、橋

の構造安全性と長寿命化計画、解決方法、腐食損傷に着目した点検（構造安全

性を守る点検、現地踏査、点検）、腐食損傷に関する点検・調査事例（トラス

内　　　　容 斜材の床版埋設部、海上橋）

②疲労

処方箋の作成、下路トラスの疲労腐食マップ、疲労とは、検査はどのように

行うか、対策はどうするか
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講　義　名 長崎県の道路構造物の現状

講義形態 講義
前期：6月1日（金）13：00～13：50

実施　日時
後期：10月19日（金）13：00～13：50

前期：サイエンス＆テクノラボ棟2F　セミナー室2
実施場所 後期：壱岐振興局、島原振興局
担当講師名 田崎智

時　間　数 1時間

1長崎県の道路状況

2．公共土木施設等維持管理基本方針

3橋梁の維持管理計画について

内　　　　容 4舗装の維持管理計画について

5道路防災事業計画について

6．トンネルの維持管理計画について

講　義　名 道路構造物の維持管理に関する安全管理

講義形態 講義
前期：6月8日（金）13：00～13：50

実施　日時
後期：10月19日（金）14：00～14150

前期：サイエンス＆テクノラボ棟2F　セミナー室2
実施場所 後期：壱岐振興局、島原振興局
担当講師名 末弘義守

時　間　数 1時間

①危険性・有害性等の調査とその低減対策

危険性・有害性等の調査の目的、専門店社が実施する危険性・有害性等の

調査、危険性・有害性等の安全衛生計画への反映、危険性・有害性等の調査

の方法、作業手順からの危険性・有害性の調査、安全衛生パトロールからの

内　　　　容
危険性・有害性の調査、労働安全衛生マネジメントシステム

②改正労働安全衛生法のポイント

危険性・有害性等の調査及び必要な措置の実施（法第28条の2）、認定事

業者に対する計画届の免除（法第88条）、安全衛生管理体制の強化（安衛則

第21条～第23条等）、免許・技能講習制度の見直し
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講　義　名

講義形態

実施　日　時

実施場所

担当講師名

時　　間　数

コンクリート構造物点検演習（1）（2）

講義、演習

前期：6月1日（金）14：00～17：50、6月8日（金）14：00～17：50

後期：（講義）10月25日（金）13：00～16：50

　　　（演習）10月26日（木）9：00～11：50、

前期：（講義）サイエンス＆テクノラボ棟2F

敷地内

後期：（講義）サイエンス＆テクノラボ棟2F

敷地内

セミナー室2、（演習）長崎大学

セミナー室2、（演習）長崎大学

上阪康雄、森山雅雄、渡部　祐介、出水享、渡部祐介、牧野高平

8時間

◆概要

　実際のコンクリート構造物の維持管理で使用されている代表的な非破壊試験器や各種点検

機器の使用方法、特徴、測定原理、精度等を講義と実技演習を行った。

　まず、実技演習で使用する装置の使用方法、特徴、測定原理、精度、測定事例等の講義を

行った。講義終了後、演習場所に移動し①赤外線法、②電磁誘導法、③電磁波レーダ法、④

反発度法、⑤レーザー距離計、⑥回転式打音検査法、⑦超音波法、⑧自然電位法、⑨中性化

ドリル法、⑩コア採取等についてそれぞれ実技演習を行うとともに計測機器の紹介を行った。

実技演習には、ひび割れ、剥離、空洞を模擬した試験体、鉄筋を配筋させた試験体や解体さ

れた橋梁の一部等を用いて各種測定、試験を行った。

①赤外線法（写真1）

　赤外線サーモグラフィーを用いてコンクリート壁の剥離の状況の確認を行った。

②電磁誘導法（写真2）

　鉄筋探査機を用いて電磁誘導法による鉄筋探査を行なった。鉄筋探査には、格子状の配筋

　を模擬した鉄筋探査用試験体を用いた。

③電磁波レーダ法（写真3）

　鉄筋探査機を用いて電磁波レーダ法による鉄筋探査を行なった。鉄筋探査には、鉄筋を配

　筋させた試験体や大学校舎の鉄筋コンクート壁や柱を用いた。

④反発度法（写真4）

　反発度測定器を用いてコンクリート試験体の反発硬度を測定し、圧縮強度を推定した。硬

　度測定には、解体された橋梁の一部や大学校舎の鉄筋コンクート壁や柱を用いた。

⑤レーザー距離計

　レーザー距離計を用いて距離測定を行った。

⑥回転式打音検査法（写真5）

　回転式打音検査器を用いて、浮き・剥離の有無の判定を行なった。剥離・空洞の有無の判

　定には、剥離・空洞を模擬した試験体を用いた。

⑦超音波法（写真6）

　超音波測定器用いて、超音波によるひび割れ深さ測定と空洞探査を行なった。ひび割れ深

　さ測定と空洞探査には、ひび割れと空洞を模擬した試験体を用いた。

⑧自然電位法（写真7）

　自然電位測定器を用いて、鋼材の腐食の可能性を調査した。自然電位測定には、鉄筋を配
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　筋させた試験体を用いた。

⑨中性化ドリル法（写真8）

　電動ドリルを用いて中性化試験を行なった。中性化ドリル法には、解体された橋梁の一部

　を使用した。

⑩コア採取（写真9）

　コンクリートコアカッターを用いてコア採取を行なった。採取したコアにフェノールフタ

　レイン1％溶液を噴霧して中性化深さ試験を行なった。コア採取には、解体された橋梁の一

　部を使用した。

⑪レーザドップラ速度計（写真10）

　レーザドップラ速度計を用いて構造物の振動測定を実施した。計測は大学敷地内の既設構

　造物を対象として計測を行い、振動計測の使用用途等について説明を行った。

写真1　赤外線法演習状況 写真2　電磁誘導法演習状況

写真3　電磁波レーダ法演習状況

：i＼・

写真5

N

回転打音検査法演習状況

一．i

一』

日
　
」

「

ー　
　
ー

ドmgl

写真4　反発度法演習状況

写真6　超音波法演習状況
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自然電位法演習状況

写真9

中性化ドリル法演習状況

写真10
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講　義　名

講義形態

実施　日　時

実施場所

担当講師名

時　間　数

コンクリート構造物点検実習

現場実習

前期：6月15目（金）13：00～17：50

後期：（壱岐）11月8日（木）13：00～17：50

　　　（島原）11月15日休）13：00～17：50

前期：宮田橋、梨ノ木橋

後期：（壱岐）清石橋、清水橋

　　　（島原）新田橋、有明橋

森田千尋、上阪康雄、出水享、渡部祐介、牧野高平

5時間

◆概要

　長崎県および各市町から提供していただいた変状が生じている橋梁（前期：宮田橋、梨ノ

木橋、後期（壱岐）：清石橋、清水橋、後期（島原）：新田橋、有明橋）を対象として点検実習を

行った。点検場所にはバスで移動し、現地では点検の際に着目すべき部位や部材、損傷劣化

が生じやすい部位や部材、点検の心得、点検シートの記載方法、写真の撮影方法、コンクリ

ート点検演習で用いた機器の使用方法などの講義を行った。その後に受講生は、各自点検を

行い点検シートに損傷図、損傷写真等を記載し、後日作成した点検シートを提出してもらっ

た。

◆前期コース行程：

長崎大学　　→　　宮田橋　　　　→　　　梨ノ木橋　　　→

　13：00　　　13：50～14：50　休憩　　15：20～16：20　休憩
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．
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◆後期コース行程（壱岐）：

壱岐振興局　　→　　　清石橋　　　　→

　13：00　　　　　14：40～15：00　休憩

㌧

バ．

カ
「

o

治⑳口山

壱閃－＆胱

　e
“　Φ

o

OP

　清水橋　　　→

15：40～16：40休憩

　　　　en．ノ本タム
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　　　鎮み冑ふ

壱岐振興局

17：30

◆後期コース行程（島原）：

島原振興局　　→　　新田橋　　　　→　　　　有明橋　　　→

　13：00　　　　13：50～14：50　休憩　　15：20～16：20　休憩
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前期コース

◆宮田橋（みやたばし）

　架設年次：1976年（昭和51年）、橋梁形式：ボステン丁桁橋、

　橋長：28．9m、幅員：5．5m、交差物件：河川
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◆梨ノ木橋（なしのきばし）

　架設年次：1978年（昭和53年）、橋梁形式：ボステン中空床版桁橋、

　橋長：20．8m、幅員：5．4m、交差物件：河川（多似良川）
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後期コース（壱岐）

◆清石橋（くよしばし）

　架設年次：1971年（昭和45年）、橋長：約8．Om、全幅員：5．3m、

　橋梁形式：プレテン中空床版桁橋、交差物件：河川（原田川）

川

‘

h

三＼逗ξ．lr
k

、
、

　　　EE艀e田”fifi　、

◆清水橋（しみずばし）

　架設年次：1973年（昭和48年）、橋長：10．0皿、幅員：5．5m、

　橋梁形式：プレテン中空床版桁橋、交差物件1道路

二．トー『～一」
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後期コース（島原）

◆新田橋（しんでんぱし）

　架設年次：不明、橋長：45．4m、全幅員：10．5m、

　橋梁形式：2径間プレストレストコンクリート床版橋、交差物件：河川
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◆有明橋（ありあけばし）

　架設年次：1978年（昭和53年）、橋長：35．5m、全幅員：6．5m、

　橋梁形式：1径間ボステンT桁橋、交差物件1河川
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◆実習状況
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実習状況（宮田橋）
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実習状況（梨ノ木橋）
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実習状況（清石橋）
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◆点検シート記載例（宮田橋）

点検シート
点怠日平成24年fi月15日
点款者

橋　粟　名 宮田櫓／みやたばしノ

櫓畢種　　コンクリー　・韻・その他（ ）管 轄 吾崎市

路　領　名 一般市遭冨田練 臣　離　標

所　在　地 艮崎市下凧崎町

莱補状■河川　　線路　・遭路　　そ碗く ）

橋 ｛ 291m

荏　間　敬 1ぷ間

幅痴．：金領）

最大1間長

乗担年度　　　　　昭和51年8月

45m〔55m）
29Hm

！　逢 th’tSい（50台未 ・菅遁〔200倉）・多い《500合以t）／昼間12時間

活　荷　重 A活荷重 甥橋

橋　　傷 ff　　弄

起点側
くA1：

「⑭wr 蜘←

損傷の凡例

写逗涙．

＠
二1き，1。斗曾

1＝甘

ttdiぽ邑

m訂鼠 晋脾
槙傷の例

．算　．〉腐女．亀酎．ボルトの044・脇賂、薮断、助没硯鷹の劣化

・∋ンウ．ノート　ー　りぴ詞れ、剥巳・印斯鴛山、泉束．速定石伎、腹‘ナ落ら、ヨンクリート培鼓阿の検馬．昧晦ひOMh、うき

・その免　一　遊陪の異＃、顕●m凹凸、蛸長mm、素承ぬ槍能障害

．n｛　．」i着謬の霊殼．荒さ．lt．漏束．湊鼠、i京tt音．塩動．毘常tittわみ、萱影矢“、土翰匿リ．tt下狩th．袖斜．　貢

曇境蝉工和節イン7｛センター

一端⇔曇“te，←

写　真 ス　ト

　　庖克8．，惑琴鯵凋，，8

冶民●積」痴■無t．

ず頁碗鯵出し鳳．下‘の．．．

損“寛出

⑤加辱1註永田る，

長時大章工施インフ窄，■㎜9一
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◆点検シート記載例（梨ノ木橋）

点検シート
点瞳日　　24年　6月　15日
点験者

檎　梁　名 梨ノ木槙

蠣梁種別 ・鎮　・その他く

路　模　名 上郷棟

管 西ぷ市

｛　鵡　標

所　在　増 酉混市×瀬戸町多以良内痴

皐揚状 F線路F湛路．その他（ ） 姐E年度 昭和53年3月

橋　　　裏 2G　8m　幅貴．：金幅） 34［4．4〕m

径　間 1径周最大支間長 20　8m

交　逼 、　　へ　　；　昔遁（200台）　　多い〔500台以上）／昼間12時間

活　荷　頂 A活筒重等 2篶橋

績 傷　　裏

IE｛i
　：に1’

写．スΦ

上正剃

　［三コ
　　．　上流側　〕
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日

SCSta／
「　）
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損傷の凡例
「h「1」t，

因　　愈

．L

人　　り

　　　　‘
Fza聖間 e

”「り　館
磁
］損傷の例

・藷→喉頁亀裂1／ttトt／．ろト．睨　　　　ぴAME　・t．．劣化

．コノブ．．‘．　，二．ジ：．．tt－tlm　．m比開・S．遊亮石穴故‘琢／t・　フリ．‘．恰斑T．厚ひ個ぴ誇し．i．

．1．の㎏．’燈　「．　t鎧函グ．凹凸ど⇔　　 ＝敢t．．弦能璋冨

L≠di一iTtr．養9　　　↓ト々．，lt　Entge．納n　sc堵t；tttソ’　　．）、．冷†曜．壽‘リ　ト．樗■．

畏荷大学工学傷インフラ長赫化センター

括筒帰ヱ●銅“）vs■－t化eン多一
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◆点検シート記載例（清石橋）

点検シート 点霞日m12年t1月8日
点接者

橋　梁　名

矯璽題別

路　錬　名

所　伍　地

架檎状
長

笹　間

交　通

活　荷

潰E橋

ンクリー 鋼　　その他（ 〕青 轄 壱陵市

］冶市遣八幡芦辺棟 距　離　操

壱岐市芦辺町舗百東融

m川　・綿路　　遭路　　tの他〔

7．97m

1径間

幅員［全幅）

最大支簡畏

無盟年 19ア鷹

5靱rt1

7．41m

少ない（5〔昔束凋）　　書遁｛20G台）　」　多L、《500昔以上）　／昼間12時閻

等

横　　傷 雛　　要

起点側
CA1）

　　写真：）

　者間
　汗き．敵筋■出

桁掴直橋舅方向ひび泊
下万ン． o方向ぴび

＠

＠
一［当号三三音 ttS●出

璃西A

gefi劃
〔A2｝

吻
し圓匝⊃

［
一
」

．
《
．
〉
一

換傷のff

．鯛一ロ臥亀製、氷ルトΦゆdiみ．MN、tm．pms肩mo労t

・⊃ンクリートーひびMn、鋼対・昧驚寛出、ntX・湯対石m矩庁落ち、＝ンクリート妬教問醐夙熔脹ひnt詞lt．彊

．モ叩他一達闇の鍵営．硲南の凹凸．箪倍の工常．五嫌の援艦障嘗

共冶　馳冗暗釦⑰粍甫、蛮赴．尖1ヒ漏氷．滞氷．莫京な遠L栖、興京なた杉み．壁ff穴頒、土砂己り．淀下醇動傾鋸．筑眠

長■×学工縄イン〉ラ長鼻●佗センター 長崎大■工1悟インワラ長赫化tンター

‘匂★手工孚●t”り畠●⇔セシゆ一 凸暗犬阜工■■才）v7曇■命化セン9一

一52一



◆点検シート記載例（清水橋）

点検シート　　　‡棲22°1簿11月　拍

蹟　梁　名 清水櫓

揖饗檀》 ンクリー　・鋼・その他1　　　’管　　　轄　　　　長崎県壱舷撮異簡

路　線　名 一般国遵382暑　　　　　　距　　克　　標　　　　　　　　　～

所　在　地 壱絃市郷ノ浦町平人触

黄構状 珂川　・練路・遭路・その他｛　　　〕 建泄年度　　　昭和60年〔畑85年）

綴　　　　畏 180m　幅員｛全嬬； 99m

還　闇　数 1径簡　迅×支間長 1’4m

交　適　里 妙いく50倉未済）　　　昔遁［200台　　　　　　、〔tDO台以上）　／昼間寸2時間

活　荷　1 几＾20．：斑”　　　　　　　　　　等　　　　　　翫　　　　　　　　　　　　2箏緬

損　　規　　概　　婁

　　　　　　　　　　　　　闘ヱー重一」』皿　［≡］　　　　　　［≡］

氈`口 @　（（　下流側））

　起克劃
@〔A1｝

磨怩ﾌ凡例 匿凶三

⑨1圓：：堺

一　　　　　．　　ぴ

@　　　　　　　　．
@　　　　ぺ

　宕麻僧

@い2；

@A「L内」

損傷の例

．モの弛一 蔽間の異味、●繭の凹凸、鏑簑の異離．亥求の但能没寅

L鋼　一鴎皇、“．ホルトのづ惑み．脱絶、梧1肪女恨能の劣化

Rンクリート　」Oぴ罰れ　斜舷　餓籏鱈出　ぷ氷　逼白石所　楡．1涕ち．コンク．」一卜構垣材の賄芦．昧蔭ひび罰れPう●

k宍靖　一　定暗掛の襲京．憂色劣化．漏水‘滞X、劉京なさ．桧動．鍵希なた紡、涼雁．文楕、土せ誌り、訊．下．樗動．殼斜．乱眠
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終点債
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◆点検シート記載例（新田橋）

点検シート 点稜目　H24
_検者

年11月　1S日

矯　渠　名 新田椙

構梁種元 馳　゜一　　・鋼　・その他1 ’管 星仙市

路　模　名 国見多以良土黒1号練 距　離 ～

所　在　地 雲郁市国見町多以良乙土魚甲地内

莱橋状熔 ・紺・遭路・ その他〔　　　　〕 蛋許年 穐 年

提　　　　視 454m　幅貝｛全幅） 105m

径　間　拍 2径間　量大支間長 22，m

交　　遁 ナ．い50台未狗 昔遁［200台；　多い〔5DO台以上） ／昼狛12時間

活　荷　亘 等

掻　　傷 概　　葺

一固　　＝’［n目制］　1∴　　　　　一・一 　　　△P［≡］

⑤ 写瓦ぶ

’ケ．1．ト

写冥Φ

　　　　　　　　凧ス

@　　　　　　．

f皿
A

鳥ト章恋ひびわれ

o　削れ

起原胸
mP1｝

　　　　　．．@　　　　．．．ﾊ真軽．一．

．一．． 　凧万ルト
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恨園の凡例
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　　写蛎．高　．ルけ「

@　写真．魯

　　口寅
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損傷の例

．コンク．’一ト

E壬の弛　一

．鋼　．’臨蓑、亀裂．ホルトのづるみ．脱蓮、栖、晦ぴ恨庄の劣化

@　　　瑳間の異零、路繭の馳、領の冥景．麦承促願能博爵

E共顧　一　定暗‘Lの異京．蛮△　女牝馳荒水・釆ポ馳莫常奪■．撫動．鍵栽な［祐、

ひび爾れ．引屡．・籏霞出、漏瓶．遁匂石疾．臨‘，藻白．コノクリート揺強材の論値．沫茶ひび羽れヒうき

壷形．文楕、土砂誌机w下・捗動．殼鳥．洗眠

擁　　傷　　根　　要

起貞側
〔A1）
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＠

杏点側
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起点側
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憤舟の凡例
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◆点検シート記載例（有明橋）

点検シ

橋梁趣別　ンクリー）・倒・その他（

路　線　名

所　笙　旭

椙

罎　間

長

粗路

交　遁　■少ない／50台禾満）

活　荷　重

損　　傷

上面

概　　翌

ジヨイントゴム形れ一写真

有明橿［ありあけばし）

轄

距　離　線

幅員（圭幅）

最±N蘭長

点棲e：
点検者．

輩股年度

島原市

多い〔500台以上｝　／昼衙12時閲

等

　［1eコ（き璽）

損傷の凡例

燭傷の例

ttttb・．1ヤ∠

（工亘）

t91e年

縫点側
CA2）

⇔芸聖‘∋望
・鯛　一　腐女，亀製、ボルトのゆ膨み・ぴ菜、殻術、か宜櫨墜の尖北

・コンう．r一ト　ー　りぴ割れ1馴超・■蕎露出、潟水・線百灰馳枚け珍ち、コンク．，一ト襖強材の債煽、昧臣ひ綿れ、うき

‘《の他　→　滝閥の異＃t語面O凹凸、鯨の異常．支承の被能挺喜

．Aぷ一定着部の異th．変t．9tし、4S・．幣札貝炊は肯・症廟、異京なたわみ、変形・欠損、土砂皓リ．汝下．鯵助・焙娼、駝厭

畏崎大学工学師インフラ畏寿命化センター

一「tt”‘ e！　1

真 ス　ト

「
直影●■．爵偶■ぱ

　　　．〔一旦．、．

畏●大字工宇●　イン万員舟●妃勺ンター

損　　傷　　厭　　要

下面

鯉点側
［lt1｝

鵡点例
〔A1＞

桁宿ひび、u）一写頁
．m

（下澱側）

　fi－．一

口

＼＿繊「⊃

一［誕1：鴇

凹

終点側
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）
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血
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iMX4工学部インフラ長寿命化センター
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＆
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■■●■：竃貴《亮箇P

檀彫田賄童泉（踊下，

長崎欠＃宇恒インフ，員■●化センター
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鋼構造物点検演習

前期：6月22日（金）13：00～16：50

後期：（講義）10月19日（金）16：00～16：50、

　　　（演習）10月26日（金）13：00～15：50

前期：（講義）サイエンス＆テクノラボ棟2F　セミナー室2、（演習）インフラ長

寿命化センター

後期：（講義）壱岐振興局、島原振興局

　　　（演習）インフラ長寿命化センター

永石浩紀、出水享、渡部祐介、牧野高平

◆概要

　実際の鋼構造物の維持管理で使用されている代表的な非破壊試験器や各種点検機器の使用

方法、特徴、測定原理、精度等を講義と実技演習を行い理解してもらった。

　まず、実技演習で使用する装置の使用方法、特徴、測定原理、精度、測定事例等の講義を

行った。講義終了後、演習室に移動し、①浸透探傷試験、②渦流探傷試験、③磁粉探傷試験、

④膜厚測定、⑤超音波厚さ測定・錆厚測定について演習を行なった。演習には、劣化・き裂

等を模擬した試験片を作成し、それを用いて各種測定、試験を行った。

①浸透探傷試験（写真1）

　浸透探傷用の溶剤を用いて、き裂の有無を判定し、さらにき裂の位置や長さなどのスケッ

　チを行った。き裂の有無の判定には、き裂を模擬した試験片を用いた。

②渦流探傷試験（写真2）

　渦流探傷器を用いて、き裂の位置、長さを測定した。き裂の位置、長さの測定には、き裂

　を模擬した試験片を用いた。

③磁粉探傷試験（写真3）

　磁粉探傷装置を用いて、き裂の有無を判定した。き裂を模擬した試験片を用いた。

④膜厚測定・錆厚測定（写真4）

　膜厚計を用いて、塗膜厚や錆厚測定を行った。塗膜厚測定には、塗装厚を変化させた試験

　片を用い、錆厚測定には、錆厚を変化させた試験片を用いた。

⑤超音波探傷試験（写真5）

　超音波探傷装置を用いて、鋼部材の内部欠陥の有無を判定した。内部欠陥を模擬した試験

　片を使用した。

⑤超音波厚さ測定（写真6）

　超音波厚さ測定器を用いて、厚さ測定を行った。超音波厚さ測定には、鋼、ゴムなどの測

　定物の種類や厚さを変化させた試験片を用いた。

一56一



◆演習状況

　　　写真1　浸透探傷試験演習状況

写真3　磁粉探傷試験演習状況

超音波探傷試験演習状況

写真2

，
ノ「限

写真4　膜厚測定演習状況

超音波厚さ測定演習状況
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講　義　名

講義形態

実施　日　時

実施場所

担当講師名

時　間　数

銅構造物点検実習

現場実習

前期：6月29日（金）13：00・－17：50

後期：（壱岐）11月9日（金）13：00～17：50

　　　（島原）11月16日（金）13：00～17：50

前期：大山口橋、田口橋

後期：（壱岐）梅ノ木1号橋、郷ノ浦大橋

　　　（島原）上篠原橋、河原橋

阿部允、出水享、渡部祐介、牧野高平

5時間

◆概要

　長崎県および各市町から提供していただいた変状が生じている橋梁（前期：大山口橋、田

口橋、後期（壱岐）：梅ノ木1号橋、郷ノ浦大橋、後期（島原）：上篠原橋、河原橋）を対象とし

て点検実習を行った。点検場所にはバスで移動し、現地では点検の際に着目すべき部位や部

材、損傷劣化が生じやすい部位や部材、点検の心得、点検シートの記載方法、写真の撮影方

法、銅構造物点検演習で用いた機器の使用方法などの講義を行った。その後に受講生は、各

自点検を行い点検シートに損傷図、損傷写真等を記載し、後日作成した点検シートを提出し

てもらった。

◆前期コース行程：

長崎大学　　→　　大山口橋現場実習・田口橋現場実習　　→　　長崎大学
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◆後期コース行程（壱岐）：

壱岐振興局　→　　梅ノ木1号橋現場実習　→

　13：00　　　　　　　　　　14：00～15：00

噛
蹄
余
．

男

e

オぬ山

　　　　　皇“㍗
L　　　　　　伶

　　　ト　　冨

　　，■〃声

　　　　　⑤一　」

▽

Φ
T　Φ
　簡ノ

郷ノ浦大橋現場実習　　→　壱岐振興局

　16：00～17：00　　　　　　　　　17：30
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Φ
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◆後期コース行程（島原）：

島原振興局　⇒　　上篠原橋現場実習　　⇒　河原橋現場実習

　13：00　　　　　　13：50～14：50　　　　　　　　　　15：20～16：20
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前期コース

◆大山口橋（おおやまぐちばし）

　架設年次：1980年（昭和55年）、橋梁形式：1径間鋼単純1桁橋、

　橋長：161n、幅員：4．8m、交差物件：河川

◆田口橋（たぐちばし）

　架設年次：不明、橋梁形式：1径間鋼単純1桁橋、

　橋長122．5m、幅員13．7m、交差物件1河川

　　　　　　卜㌦ご≡1、
　　　　　　エ　　　　　　　　サ

．二膏≦葺二ご二

　　　　　　二霊繍噸繍㌧
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後期コース（壱岐）

◆梅ノ木1号橋（うめのきいちごうばし）

　架設年次：1985年（昭和60年）、橋梁形式：1経間不明、

　橋長：13．4m、幅員：3．7m、交差物件：河川（小森川）

叉．
L．f亀

◆郷ノ浦大橋（こうのうらおおはし）

　架設年次：1994年（平成2年）、橋梁形式：鋼リベット橋、

　橋長：179m、幅員110．5m、交差物件：海域
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後期コース（島原）

◆上篠原橋（かみしのはらばし）

　架設年次：不明、橋梁形式：1径間銅単純H桁橋、

　橋長：17．4m、幅員：3．6m、交差物件：河川

：

　♪－Fグr　一一一　　　　，’t，Pt
一
■

　
≡

◆河原橋（こうらばし）

　架設年次：2000年（平成12年）、橋梁形式：3径間耐候性橋、

　橋長188．Om、幅員19．7m、交差物件1河川
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◆実習状況

＼ら‘慧虫
　　a．　　Ψ‘
　　．、Nb　　．、　　　　e

　　　互　1

．：丁マ　，

実習状況（大山口橋）

　　t．1．，　　．一“1－・

実習状況（田口橋）

’9
．一“
狽?E・

’

　　　　　　　　　　　　　　・己⊂

実習状況（梅ノ木1号橋）

‖

」

炉
H

‖

漉
償

ト

実習状況（郷ノ浦大橋）
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実習状況（河原橋）

一64一



◆点検シート記載例（大山口橋）

点検シート 点横白平戚24年δ月29目
点検者

掩　雲　名

掴梁種別

路　■　名

所　在　地

吹山口橿

aンクリート＠・そOPth／ ．管

よ1以良繍 距　麟

西海市

長崎懇百混市酉被町鳥bUfi

粟椙状　　効1‘・鯖・晦・その他〔 ）「鳥加1

橘　　　　畏

径　間　頻

16　m　 幅員｛全幅）

1　径簡　迅大支蘭長

領許年 昭和　55　f

交　遁

活　荷　■

3A　（4　8；　m

16　m
」い侍O合未1 昔遁［200台｝　　多い〔SOO白以上）／昼聞12鯵間

∩14　苓
田　　傷 概　　要

起点個
〔AO

（（iliD
［≡コ　　　　　ロ

摘傷捗沙
斥棍表面のひび剤れ

⑭

鵠蝸注．

終点u
〔A2；

一・・A・ m到」二 茎［二13 ∋蜜
損傷の周

．鋼　．・漠哀、“．ボルトのづ惑み．脱島、栖、肪女頒荒ω劣化

．コンク．」一ト　Lひび萬れ．溺舷．ti籏鱈出、頴束．－trEE．撫．，斑白．コンク．ノート樟彊材の晶偲．床糎ひび罰れヒうき

．モ叩赴一達間の買常、流白の凹凸、埴駈の鍵京．支承の頓能埠署

．共顕　一定青6Lの艮常．壁色．劣比．｛水．滞ポ．P京なe．忌動．異栽な＝祝、寳郁．火楕、土砂誌り、W下．惨動．傾鳥．乱硲

t－±1培恒佃ラ長fttセ）e一 長簡末t工鴨インフ9盈自●化セン9一

写　真 ス

●彰H．　辱☆4亀6月za白

盲禽が遣ん“」るが、外緬は

ね砲状和：あ紅痴らza．

x辰白㎜あびり見糊“

．膨●漸：■竈飾●

　　●●の●量瓠又

t食が五んPt，る．

■坊■ぷ1脂●観耳．

悟り出L田剛‘の口食“訳

巷■M旬Pthr蹟仰賦く●Pt

hらnる．焙卸；遁い悟口o刀

Ot、嬉偏■「鴻んでいるUう、

長●大手工早■インフ9良■t勉セン多一

写　真 ス

庖克■酌1憤q恥‘

　田崖L口醐の■貫状鵠

■渥への鍾拍弘”において．

●棋さびPt舟±しており．ばq

して●“上に蒐ちている、

庖影．帝房竈叫
旅恒衷■eひび翻れ状曳

亀●状ひび書れ〆見栖るが．

tTla±脂に口颯楓、泣

良●のゐの⑩と槍冑etLる，

覇但の口がれが違んでいる．

良“牲句イン”良■命化セヂ
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◆点検シート記載例（田口橋）

点検シート　　雄日平成2偉5

橋　塗　名 田ロ指

橋潰種別 コンクリート　・　　・その他〔　　　　　管　　　　轄 西海市

路　線　名 上多以良貌　　　　　　　　　　　　　距　離　　標 ～

所　在　地 崎県西為市西慧町烏加窃

菜括状 測‘　線路・道路・その他（　　　） 聖設年度

橋　　　長 225m幅員達働 3K31；m

径　閲　撒 ‘径間　最×支間長 225m

交　遜 少ない但ロ台未満’　晋通侵OO台；　多L、（500台以上）／昼間12時間

活　荷　呈 TL．‘4　A　　　　　　　　等　　　　繊　　　　　　　　　　2

損　　傷　　概　　要

路画・側面部

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写頁「1

写頁

目地材の　　　　　写衷さ　　　　　　写真3

ﾎ　堵輌・れ　肪・醐食

P
／

　　　　　　　　目梱の劣化

@写興乏
@　　　　　　　　　点側魍ひびわれ　　　〔A2）

　　　　舗

@　　　法
@皇点測板
@は妨　の　　　　沈

@　　　下

ｹ傷の凡例

　　　　　　　　　　　　　（＝蒜）　　　　　　　　　　　　　　〕－

P蘂．驚三二［霊呈1｝ ｝・虐」

損傷の例

・口　　，腐食、亀裂．ボルトのゆ筍み・賭殆．薮断、枯食橡能の鋸化

kコンク．’一ト　　　ひび副れ、創増L露籏露出ヒ漏療‘侃む鼠．旗け落ちヒコンプ．♪一潴芦射の慣畠、俵脹Oび恒れ、うき

Eセ叩也　　，商齢翼零．8田の凹凸．舗装の翼常．支承の＝曹

E共逼　　　　定㈱の異京、変色・劣化、漏）k・肩水馳異京な音．振動、莫鴛なたわみ馳変が・曳橋馳土博■り、汰下・移晒・傾料、煮掘

握大学工学部インフラ長■■化センター 曇口綿工■●イン万曇■■化センタ→

写　真 ス

　●集ロ■me‘匂6月

冑塔．所鵠．tkep

川〒凌！mら

●矩綱の案化’阻1，完ち

■富原の次下

目お●励．●■旨萢

AIは衷1

そ・びわれ

是吟持工”イン”盈島●tW－m 良葛短：－●07弓●鼻●記セン，▲
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◆点検シート記載例（梅ノ木1号橋）

橋　　　　名　　梅ノ木1号棲

点検シ
　　　　．点ぴ臼　　2田2年　村月　9

トH
　　　　　快著

橋di　lt別＝ンワリート（〉 その他〔 ）管　　　轄 こ岐市役所

趨　※　名 一般　　夫卦出1号線 距　随　雰

所　宍　地 吾喧」・戸辺町牛野細‘己触

　刀］‘

三
三の他L．

全幅；

堅　　　匿 「9ﾛ
径　悶　融 ‘荏間　Rll珊長

c34m

吏　過　宜　ないGO嚇）　昔蛍ZOO餅　多L順00台以上’／昼脚2時間

、古　荷　里 香　　　級

fi　s　di　荘1

1申賄部の劣1ピ

誤傷の凡供　　．t／t

　　　　　　臼　　ば

　　［路面郁】

　　　　ww＝コ
　　　　　　　　　　T，MMI
写　　　　　　　t＞　　　／

　　　Rt

」

占隙

／A9／

＝
肚

、
ノ

．
上
．

／
＼

トぷ

川←

」引　
　
　
一

頒
　
“

三『

摘傷の伺

　．．自没．凱裂　　　mn．

コ’クリート．．ひび　　　剃融怒

．tmth　．理剖の異営　路而m凹

　　一　詫gmno界t．e邑．努化

　　斯　　＃tt　　化

玄t，，，『，　龍百fi．／h斤．　　　プ．」　　　材の検幅．茨版ひび　　うさ

　簑の＃x．－Rの碩能狼±

　Xぷ水犀惑弦誉．ffΨ、異営なたわ評．競胆・火炎、ヱ妙誇　　　　移㍍／1零〉期旧

長埠大学工学部インフラ長寿禽化センター 長埠大学工学部　インフラ長弁話化センター

裏崎大坐工李郁インフう長券合1ヒセンター 長鋪大学エ学部インフラ長夕命化センター
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◆点検シート記載例（郷ノ浦大橋）

点検シート　　　熊22賊年11月旭日

構　皐 名 郷ノ浦木橋〔こうのうらおおはし）

橋賦穐 別コンクリート・ 子の他く　　　　）管　　　　轄　　　　　　　ぞ岐撫輿局

路　諌 名 鰯ノ違港線　　　　　　　　距　　萬　　榎　　　　　　　　　　～

所　在 長崎県壱峻市埠ノ浦町片原触

架橋状 訂川　・源路　・覗路　　ぞ　他《海鳩　）　　　　　　顛　設年　　　　　　　　　　1994年

褐 1フ9．Om　　　梧員〔主悟）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10　5m

間 2霞間　　　　大責閤長　　　　　　　　　　　　　　　　　　155　0m

交　　逼 少ない［50台禾済）　　昔遁↓200台，・　いく500台以上1／昼蘭丁2跨間

活　苗 TL－20＜1990＞　　　　　　　　審　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一零橋

損　　塙　　概

　　　　　　　　　　一百一一一西

?B。．　（垂）

○」一
　　　　wしト萄分さびﾐ 片原一

I点側
撃o”

一郷ノ浦

N点剃
@（A”

@　　衿

ひび訓れ
写●

証・・瓢　（下流側） 写寓烙
蜑ｱンヨイント

ﾚ酷まリ

損傷の凡例 蛋≡ ÷三曇
嬬。ll∬　・・吻　　　　　　　　　　　　　　　・・頼挟　⊂⊃　　モ⑭　　⊂　　　　　　　　　1　一

硯傷の例

・“　→　扉寅、竃畏、ポルトのゆる　　　　、頴、防寅視債めポ化

D∋ンクリートーひひ笥く、靴犀．舷券5由1着木．齢時石政1娠．ナ落ち噛∋ンク．ノート“京栢の検原、昧質Oび罰太噛汗

Dその他　　　琳の襲京．■面の陸凸、旨法の己京．支承の機捲郊宮

､連　　Σ着ユの箕零．萱色営靴．蔦X　　味、費常な音．る堕．旦粛ぱたわみ　　　欠塙．±妙詰り、　　移蛍．限劉．W掘

長■埠鵠インフラ鍋倉化tJター

撮影日：2012年11月za日

上流服「から撮影

長敬苧嘲インフヲ芦命化wター

写　真 ス　ト

喝影●泉．■名●

娼影箇菌■8蚕

■版も写フ月

」9“年

■田巴断．口箇u●貴

NO949月

舗x■工鞠イ坊長■窃化ぴ一 畳●大，工学●イ”埴■●化奄”一
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◆点検シート記載例（上篠原橋）

点検シート　　簸§：硫24年11月16日

屯　鐙　名上楕原橋

電潰　穐　剖コンクリ　　　　鋼　」　　　他‘　　　　）菅　　　　轄 璽仙市

路　　線　　名　　　　　　　　上郁原線　　　　　　　　距　　離　　楳 丙

所　在　地●原市有明町湯江

矢橋状．ロ川　　檬路　・道路　・モの他［　　　　） 架股年霞　　　　　　　　不所

■　　　　長　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ア輸幅異〔金輌｝
41m

樫　　閤　　敷　　　　　　　　　　　　　　　　　‘梧間　量大支蘭長

交　　通　　量　　なL　50台禾済ノ　　昔通〔200台1・　多い｛斑D台以上）／昼間12時間

活　荷　璽　　　　　　　　　　　　　　　　等　　　椋

損　　偽　　概　　璽　　　　　　　　　　　　　　　　武1　　　　　　　　　　　　　M

径箇⌒　　［亟コ　　　　　［≡ヨ

D　　　・

笠差

起点
mA1
‘

ガードレールさび

襲点側
撃`2｝

ガードレールさび

損晶の凡例

　　　　　　　　　　　　⑭

D：竺三已ごコ：江⊇逐］
績蛋の例

．その他　一

E共遁　一

．泉一ぽ食1巷裂、ボ’レトのゆるみ．散靖1確断1臓鴨前の町化

Dコンク．ノート　ー　　ひび狛扶．皇口’頗鶴営出馳頂氷’己“石荻、ぴり簿ちヒコンクリート縞始村囎傷馳斥瞭ひび翻れ、うき

@　　　迫領叩貝瓜歯面の凹凸．舗菜の冑泉買■の置佐適害

@　　　ぼ曽●の真鴛．蜜色L雰化．漏氷L湊夙．隠恕な暫L塩助．島常存たわみ、謹形．欠怜、土砂蛤り．沈下．移助．懐脚．託涼

写　真 ス

提●苔院：含呈t倒■）

　　　　k翼から

掴大掌工鞘イン”蔓●銭セ”

真 ス　ト

路●8鯖」損白齢ば旨

　　ジ●イントポ鳥トさび

■涜■斎：■国紬限1

　　　師“●扇自謝

インフ，■■■tt”
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◆点検シート記載例（河原橋）

点 検シート　念鷲 24年 11月 ）6日

橋　梁 名 河頂橋

禰婁檀別コンクリート ・畑・その他〔 管　　　轄島原市

路　糧 名 制札・江里棟 距　殼　線 ～

所　在 地 島原市烈町

巽権状醐1び〉紺 ‘違路　’その他（ ）　　　柴詮年度 20《o 年

■ 長 田．o m　幅員偉幅） 9．， m

怪　　閲 滋
3
径間　最大支間長

3go m

交　　通 ■ 少ない（50台束済） 　’．1
E漕通〔2DO昔ε・多い悔OO合以上；／昼闇12時聞　一．．．

活　荷 重 A活．荷里 等　　　組「

損　　傷 棚　　要．

．「．一

　［砲
　「．、T

写異o
＼合、

@
1
．素． e

　．一一．^礪但1．

A
＼
㌔
・
一
・
．
．
／

ﾜ
㌦
．
‘

、
承
　
．
　
1

ノ頁芯

‘ ‘
．
．
．
、

（
．
． ．

．
マ

．
．
’
’

．．D
析
　
．
‘

1下　‘
1

起点側
撃`1＞

。l
ql←写真⑥ 毅点掴

iA2：．

1叛　‘
．置　．‘．．

’
’
．
．

．．D．　　’
D」　　’
D’

j
．

． ／．－

S 〃
．
．
‘
、
．
．1

　　／Lベシ．

ﾊ頁②

．
．
． 　　　　　　　　r@，．二＝一．へ

i．上紬）　剛　．．一・．．

‘
．
　　‘　　．

f∀．＼

写真逢．

損傷の凡例 匿、吾笥一べ　　　　　　　　　　　．．．黶j　“・　q皿D　湖　　　　　　　　一．i「一

ﾅ　悟駅　⊂⊃
　　ホ

c活ｮ
一．．

⑳‘
黷X

損傷の例

L国 一　日烏■袈、ボルトのゆるみ・脱落、照桁．防宝囎の劣化

．コンクリート
→ ぴ㎝れ、剃醸’娼筋宮出．頂水‘逢離石灰、蕉けぷち、コンクリート罷強材の論倣、原糎ひび列れ、うき

・その悟　一 ※間の異掌、路両の凹凸．拓庄の異熊．支承順㎜写

ヒ
　
　
　
い
パ
ご

間
．
㍑
舗

“
門
、
．
　
’
げ
偽

‥
；

ス

藷

雌■所旨損傷酬⑤

Aゴ上亘蘭支最．

曽

塩坊口爾．●露酷■

λ1劇析下廓

一熊兵《】よ■西飴
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3，4　受講生のアンケート結果

（1）受講生の属性

　受講生の属性等に関する情報を得るためアンケートを実施した。アンケート結果を以

下に示す。

1．所属

　　　　県、市、町

　　　技術センター

　　　コンサルタント

　　　　　建設業者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．道守補（前）

　　　　　　　OB
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■道守補（後）
　　　　　　その他

　　　　　　　　　　　　　10　　15　　20　　25　　30　　35　　40

【その他内訳】

　塗装業

2．経験年数

　　　　　5年未満

　　　　　5～IO年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　道守補（前）

　　　　　10年以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■道守補（後）

　　　　　　　　　　　　　10　　15　　20　　25　　30　　35　　40
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3．年齢

4．所有資格（複数回答有）

土木施工管理技士

　　　　　技術士

　　　　技術士補

　　　　　RCCM

　　　　　その他

　　道守補（前）

　■道守補（後）

40

【その他内訳】

二級土木施工管理技士、測量士、建築士
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（2）講義終了アンケート

　次年度以降の参考とするため、講義終了後にアンケートを実施した。その結果を以下

に記す。

　◇実施日：前期：8月4日（土）　後期：11月30日（金）、12月7日（金）

　◇対象者：道守補（前期）：14名

　　　　　　道守補（後期）：17名（壱岐：9名、島原：8名）

1．本講座をどこでお知りになりましたか？

　　　　　ホームページ

　建設業協会からの紹介

測量設計業協会からの紹介

　　　NERCからの紹介

　　国土交通省からの紹介

　　　長崎県からの紹介

　　　　　　　　その他

【その他内訳】

会社×7　長崎大学　無回答1

2．本講座の受講の動機を教えてください。（複数回答可）

　　　地域に貢献するため

仕事に役立ちそうだったから

　　　　自己啓発のため

　　　　　無料だったから

　　　　　　　　その他

【その他内訳】

会社の指示
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3．授業の時間数はいかがでしたか？

【講義時間帯について】

・水曜日当たりが良い　週末は忙しいです。PM1：00～PM5：30頃

・ちょうどいいと思う。

・時間帯は良かった。ただ1日4時間は長く感じた。

・午前中がよかった。

・講義時間帯は良い　金曜日は次の日役所が休みなので一番ばたばたしてる曜日だった

ので別の日がよかった。

・特にありません。

・水曜がいいと思う。

・今回の時間帯で良いと思います。

・問題なし

・土曜日午後からが仕事上よい

・仕事をしながらある特定の曜日を講座受講にあてるのは、やはりこれくらいが適当だ

と思う

・丁度良かった

4．授業の内容はいかがでしたか？

【感想】

・道守補の段階ではちょうど良いと思う

・講師の方の情熱が良く伝わりました。とても良かったです。

・勉強になる事がたくさんありました。
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・基礎的な内容であり、幅広く学ぶのに適当だったと思う。

・DVDばかりでちょっと辛かった。

・テキストで見やすい分類表があればよかった。

・DVDなので仕方ないが、写真、文等見難い部分があった

・DVDではなく直接講義をしてほしかった。

・表・資料の文字が小さくて見辛かった。DVDより直接講義してほしかった。

・カテゴリーがやや広すぎる気がした。基本から知識を教わるという意味では仕方あり

ませんね。

・鋼橋・塗装関係が難しかった。

・大変勉強になりました。

5．演習について感想をお聞かせください。

（良かった）

　　　　2

　　　　3

　　　　4
（悪かった）5

　　無回答

【感想】

・実際手に触れることができたのでよかった。

・点検機器を用いた演習に大きな関心を持った。

・特殊器具などを使っての演習は新鮮でした。ドリル工法・シュミットハンマー打等は

現場での経験もありすんなり出来ました。

・講義と演習が同じ日にあればもっと良い

・おそらく今後とも触る機会がない機器を使い精度など確認できたことは有意義でした。

・点検機械を使った実習が出来てよかった。

・使うことがない検査器具を使えてよかった。

・測定機器を実際に扱うことができて良かったです。

・自分で見て触れて勉強になりました。日々使用できれば忘れないと思います。

・実際に機器を扱えることで理解が深まった。やってみないとわからないので良い経験

になったと思う。
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6．現場実習について感想をお聞かせください。

（良かった）1

　　　　2

　　　　3

　　　　4　1
（悪かった）5

　　無回答　　　　　　1

7

3　　3

3　　3

10

0 5 10 15 20

【感想】

・後2・3橋くらい損傷原因が違う事例もしたかった。

・現場実習の中で実際に非破壊検査を行ってはどうかと思った。

・もう少し見て回る場所を増やしてほしい。

・点検箇所がよくわかりよかったが、点検シートの表示が難しかった。

・調査での着眼点を具体的に聞けてよかったです。道守補コースの中で一番勉強になり

ました。出来れば点検シートの詳しい書き方

を指導していただきたかった。

・講師の説明が丁寧でとてもわかり易かった。

・仕事がら既設の構造物を注意してみる機会が少なかったのである意味新鮮な価値観を

勉強することができた。

・点検の重要性が高まった。

・メタルの橋でもう少し悪いところを見れれば良かった。

・現地で説明を受けながら点検できて良かったです。

・雨がひどい時は無理がある。

・もう少し時間をとってやりたかった。1日でもかまいません。

・5～10人程度の班編成で行えると、もっとわかりやすかったと思います。

・雨でなければもっとくわしく見れました。勉強になりました。

・雨天時中止。直帰

・天候があまりよくなかった。

・雨天時であり、よく点検できなかった反面、普段見えないところが見えた。

・「このような書き方でOKなのだろうか？」という感じが残った印象があるが、逆に

書き慣れるよう点検活動をいくつも経験すべきなんだろうなとも思った。
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7．もし、受講料を払うとしたらいくらまで払えますか？（全8回　39時間）

10万円以上

　　無回答

8．今後、上クラスの『道守コース』『特定道守コース』を受講したいと思いますか？

　　　受講したい

　受講しなくてよい

どちらとも言えない

　　　　無回答

9．今後、上クラスの『道守コース』『特定道守コース』を受講したいと思いますか？

　　　　海守（港湾関係）

　　　　川守（河川関係）

　　　　山守（砂防関係）

　　　　森守（森林関係）
地下守（上下水道・ガス管関

　　　　係）

　　　　　　　その他

・演習と現場実習はよかったです。現場実習をもう少ししたかった。

・講義は少し難しかったが、演習は楽しく出来た。

・大変楽しく講義を受講できてよかった。

・構造物の損傷を体系立てて学習できたのでよかったと思う。また普段使わない試験機

械を使えたのも良かった。

・橋梁の損傷について、基本から教え、実務をかねている研修はなかなかありません。

ありがとうございました。

・勉強になりました。
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・参加してみて橋の構造などを知ることが出来た。今後の仕事に役立てればと思います。

・DVD講義のためなかなか質問できない場合が多かった。

・大変勉強になりました。インフラ整備の必要性を強く感じました。

・楽しく学習できました。ありがとうございました。

・専門的な知識また現場実習や長大で講義演習などとても内容が充実していたと思いま

す。私自身スキルアップ

することができました。この経験を今後の業務に活かしていきたいです。

・道路点検には仕事上、関心があったので、今回のこの講義に参加できてうれしく思っ

ています。

・大変勉強になりました。橋の近くを通る際、ついつい目がいって点検モードになって

　しまいました。

合格して社会に貢献できれば良いとい思っております。　ありがとうございました。

・先生方が優しく接してくれて楽しい時間でした。もし取得したならば日頃より点検を

心掛けたい。今後は専門的な用語等から勉強したい。

・ぜひ今後もこの講座と活動を続けていただきたい。仲間がもっと増えて、ボランティ

ア活動がより活発にできればと思う。

・大変勉強になりました。ありがとうございました。

・大変面白かったです。

・鋼橋など、知らない事の知識を得た気がします。

・講習を受けた事で知り得た知識があり、たいへん勉強になりました。無料で受講させ

てもらえたおかげです。

・コンクリート、鋼構造物は知識がなかったので心配でしたが、何とか最後まで続ける

ことができました。ありがとうございました。

・とても良い経験になりました。ありがとうございました。

・演習や現場実習は始めて体験することばかりでしたので非常に興味深かったです。今

後仕事をしていく上で、道守養成ユニットの受講で習ったことを生かして行きたいと

思います。

・受講してとても良かったです。今後も続けてください。

・大変勉強になりました。コンクリート診断士試験等と関連付けられたら良いなと思い

ました。
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4　特定道守養成コース

4．1　概要

　特定道守コースでは、コンクリート構造・鋼構造の2コースを設定し、道路インフラ施設の

診断ができ、特定の分野できわめて高度な技術を有するコンクリート診断士・鋼構造診断士レ

ベルの人材の養成を行った。

　カリキュラムは、講義・演習・実習・実験で構成され、道守補コースのカリキュラムに加え

て斜面・トンネル・舗装の維持管理、情報処理、計測モニタリング等の共通講座および各コー

スの材料、施工、調査・診断・評価、補修・補強、材料実験、プロジェクト演習を行った。なお、

本年度は新たなカリキュラムとして、斜面を対象とした現場実習を実施した。

◇対　象

◇到達レベル

◇募集方法

◇募集人員

◇応募者数

◇受講者数

◇実施時期

◇講義時間

◇講義概要

◇受講料
◇認定試験

：地元企業職員、地元企業OB、自治体職員、地元自治体OB　など

：コンクリート診断士、鋼構造診断士レベル

1長崎県土木部、長崎県建設業協会、長崎県測量設計業協会、長崎県建設技術研

究センター等を通じて、各企業への参加協力依頼

：各3名程度（計6名）

：7名

1コンクリート構造5名、鋼構造2名（計7名）

15月11日（金）～9月14日（金）正味17日間

カリキュラム参考　※86時間

：講義・点検演習・現場実習（講義実施報告参考）

1無料

：8月4日（土）

　筆記試験（4択問題25問）面接試験

10月6日（金）

　筆記試験1（4択問題15問＋用語説明（500字以内））

　筆記試験2（論文形式問題（1000字以内））
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4．2　カリキュラム

授　業　科　目 時間数 開　催　日　時

道守の役割 1

長崎県の道路構造物の現状 1

安全管理 1

構造物概論 1

構造物点検概論 1

斜面・トンネル・舗装の維持管理 2

コンクリート構造物点検概論 3 毎週金曜日

P3：00～17：50コンクリート構造物点検事例 2
5月11日～6月29日

@　　8日間
コンクリート構造物点検演習 8

コンクリート構造物点検実習 5

鋼構造物点検概論 3

鋼構造物点検事例 2

鋼構造物診断演習 4

鋼構造物点検実習 5

斜面・トンネル・舗装の維持管理 6

計測モニタリング 2

化学分析 2

情報処理 2 毎週金曜日

P3：00～17：50技術者倫理 1

7月13日～8月3日

@　　3日間

環境工学 2

斜面点検実習 5

特別講演 2

コンクリート材料、材料実験、

ｲ査・診断、補修・補強、計画・設計・施工

18
8月9日～8月31日

@　　　3日間

ｦコンクリート構造コース

毎週木曜日

X：00～17：50

鋼構造物材料、材料実験、

ｲ査・診断、補修・補強、計画・設計・施工

18
8月10日～8月31日

@　　3日間
@　※鋼構造コース

毎週金曜日

X：00～17：50

プロジェクト演習 7 9月14日（金）9：00～16：50

合　計 86
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4，3　実施報告（道守補コースのカリキュラム分は省略する）

講　義　名 環境工学（1）（2）

講義形態 講義
実　施　　日 7月13日（金）9：00～10：50

実施場所 サイエンス＆テクノラボ棟2F　セミナー室2
担当講師名 杉山和一

時　間　数 2時間

内　　　　容

1．環境分野の現状

Q．環境分野のアジアへの展望

R．災害廃棄物リサイクルの現状

S．コンプライアンス＆廃棄物管理

T．廃棄物管理　法規制と罰則

@排出者責任、マニフェスト、現地確認の方法

U．高速道路　廃棄物管理事例

講　義　名 技術者倫理

講義形態 講義
実　　施　　日 7」目　13　日　　（金）　11：00～11：50

実施場所 サイエンス＆テクノラボ棟2F　セミナー室2
担当講師名 歩田彰秀

時　間　数 1時間

内　　　　容

技術者倫理の定義

@・各方面での倫理規範の確立

@・各方面での倫理教育の振興

Z術者倫理とは何か

@・わが国における「倫理」

@・西欧における「倫理」

@・米国の技術者教育認定組織：ABETにおける「Engineeri㎎」の定
`
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講　義　名 化学分析（1）（2）

講義形態 講義
実　　施　　日 7月13日（金）13：00～14：50

実施場所 サイエンス＆テクノラボ棟2F　セミナー室2
担当講師名 田邉秀二

時　間　数 2時間

内　　　　容

鉄やコンクリートなどの変化を化学的に調べるための方法を講義する。

@化学分析の基礎：原子・分子の構造、電子配置、周期律、化学分析の

@基礎、光の吸収と放出の原理を説明する。

A定性分析・定量分析の種類・方法：キレート滴定の原理・方法・計算

@例、検量線、蛍光X線の原理・装置・方法などを説明する。

B電子顕微鏡の原理と元素分析：電子顕微鏡の種類、原理、分析方法の

@原理。実際にFE・SEMを見学し、コンクリート試料の観察、元素分

@析などを行う。

講　義　名 計測モニタリング（1）（2）

講義形態 講義・演習
実　施　　日 7月　13　日　（金）　15：00～16：50

実施場所 サイエンス＆テクノラボ棟2F　セミナー室2
担当講師名 森山雅雄

時　間　数 2時間

内　　　　容

①遠隔画像計測の紹介

@・精査のための概観の必要性＝コスト低減
@・新しい画像計測手法の紹介（熱、振動、ひずみ）

Aサーモビジョンを用いた構造物観測演習
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講　義　名 斜面、トンネル、舗装の維持管理

講義形態 講義
7．月　20　日　（金）　13：00～14：50、　10：00～11：50

実　施　　日
7月　27　日　（金）　10：00～11：50

実施場所 サイエンス＆テクノラボ棟2F　セミナー室2
担当講師名 石田耕生、杉田哲郎、光谷修平、佐藤秀文

時　間　数 6時間

①トンネルの維持管理

・調査手法（打音調査、地中レーダ調査、覆工削孔調査他）

・調査結果に対する評価（判定区分3A～B等）

・補修・補強対策工（裏込め注入工、ロックボルト工他）

②舗装の維持管理

・路面調査（横断形状、平たん性、FWD他）

内　　　　容
・補修工法（オーバーレイ、打換工法、表面処理他）

・舗装性能評価（すり減り値、路面温度低減値他）

③斜面・のり面の維持管理

・土砂災害の調査技術

・老朽化吹付のり面の復旧技術

・グラウンドアンカーの維持管理

講　義　名 情報処理（1）（2）

講義形態 講義・演習
実　　施　　日 7月　27　日　（金）　13：00～14：50

実施場所 インフラ著寿命化センター　会議室
担当講師名 森山雅雄

時　間　数 2時間

内　　　　容

①GISの説明と演習
@・GISでできること（＝空間データの集積と再利用）

@・Supermap　viewerを用いたGIS演習

Aシンプレックス法による数理計画法の説明
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講　義　名 特別講演

講義形態 講義
7月20日（金）15：00～16：50

実　施　　日
7月27日（金）15：00～16：50

実施場所 12番講義室
担当講師名 前田良文（7120）、伊藤幸広（7／27）

時　間　数 3時間（各L5時間）

西日本高速道路（株）における橋梁の維持管理（7120）

・NEXCO西日本の概要

・NEXCO西日本の橋梁の損傷状況

・新たな点検手法の取り組み

・鋼橋床版の取替え事例の紹介

・鋼橋での新たな取り組み（金属溶射）

非破壊・微破壊による構造物の新しい検査方法について（7127）
内　　　　容

・構造物検査用内視鏡

・構造物検査用内視鏡と蛍光材を用いた注入管理方法

・棒型スキャナ

・ラインセンサタイプ全視野ひずみ計測装置

・ラインセンサタイプ全視野ひずみ計測装置を用いたスリット応力

解放法

・テレセントリックレンズタイプ全視野ひずみ計測装置

・ターゲットおよびデジタルカメラを用いたたわみ計測法

講　義　名 コンクリート材料概論

講義形態 講義
実　施　　日 8月9日（木）9：00～9：50

実施場所 サイエンス＆テクノラボ棟2F　セミナー室2
担当講師名 松田浩

時　間　数 1時間

内　　　　容

①セメント

A混和剤

B混和材

C超高強度コンクリート（建築系）

D超高強度繊維補強コンクリート（土木系）

iUtra　high　strength五ber　rein丑）rced　concrete，　UFC）

※コンクリート構造コース
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講　義　名 調査手法（1）（2）

講義形態 講義
実　　施　　日 8月9日（木）10：00～11150

実施場所 サイエンス＆テクノラボ棟2F　セミナー室2
担当講師名 牧野高平

時　間　数 2時間

。ひずみ計測、変位計測

・計測装置概要（ひずみゲージ、変位計）

・計測箇所、設置方法

o橋梁の載荷試験について

・静的試験（試験方法、計測機器）
内　　　　容

・動的試験（試験方法、計測機器）

・応力頻度試験（試験方法、計測機器）

・ピークバレー法

O最新のひずみ・変位計測について

・デジタル画像相関法、レーザードップラー速度計

※コンクリート構造コース

講　義　名 予測・評価方法・判定基準（1）（2）

講義形態 講義
実　施　　日 8月9日（木）13：00～14：50

実施場所 サイエンス＆テクノラボ棟2F　セミナー室2
担当講師名 出水享

時　間　数 2時間

O評価および判定

・変状原因の推定

・構造物の性能照査

・対策の要否判定

・劣化に対する評価・判定

O構造物の性能評価
内　　　　容

・構造物の性能照査と構造性能評価

・復元設計

・構造性能の評価

Oコンクリート構造物の耐震診断・耐震補強

・耐震診断

・耐震補強

※コンクリート構造コース
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講　義　名 コンクリート施工

講義形態 講義
実　　施　　日 8月9日（木）15：00～15：50

実施場所 サイエンス＆テクノラボ棟2F　セミナー室2
担当講師名 濱田秀則

時　間　数 1時間

コンクリート工事の施工に関して各工程およびコンクリート標準示方

書に関しての講義を行う。

①コンクリート施工について

・運搬

・打ち込み（シュート、ポンプ圧送、締固め等）

内　　　　容 ・養生（日数、養生方法等）

・その他（種々のコンクリート等について）

②コンクリート標準示方書について

・示方書の歴史

・示方書の将来

※コンクリート構造コース

講　義　名 対策・補修・補強工法（1）（2）

講義形態 講義
実　　施　　日 8月9日（木）16：00～17：50

実施場所 サイエンス＆テクノラボ棟2F　セミナー室2
担当講師名 濱田秀則

時　間　数 2時間

コンクリート構造物の補修・補強に関してアセットマネジメント、ライ

フサイクルマネジメントの考え方を元に講義を行う。

①社会基盤施設のアセットマネジメントについて

②ライフサイクルマネジメントについて

③補修・補強の定義、工法の分類について

内　　　　容 補修：ひび割れ補修工法、断面修復工法、表面被覆工法、表面含浸

工法、電気化学的防食工法、付属物の補修、他

補強：プレストレスの導入、補強材の追加、コンクリート断面の増加、

コンクリート部材の交換、部材の追加、支持点の追加

④補修・補強工法の事例紹介

※コンクリート構造コース
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講　義　名 材料実験（1）～（4）

講義形態 演習
実　　施　　日 8月23日（木）10：00～11：50、13100～14：50

実施場所 工学部構造材料実験室
担当講師名 出水享、渡部祐介、牧野高平

時　間　数 4時間

内　　　　容

・圧縮強度試験

E静弾性試験

E割裂引張強度試験

E曲げ強度試験

ERC梁曲げ破壊試験

E塩分量測定

※コンクリート構造コース
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①調査計画立案演習（1）（2）

講　義　名 ②予測・評価演習（1）（2）

③補修・補強計画立案演習（1）（2）

講義形態 講義
8月23日（木）15：00～17：50

実　　施　　日
8月31日（金）9：00～11：50

サイエンス＆テクノラボ棟2F　セミナー室2
実施場所 サイエンス＆テクノラボ棟2F　セミナー室2
担当講師名 上阪康雄

時　間　数 計6時間（①②③各2時間）

2日間を通してコンクリート橋の①計測、②診断、③補修・補強の一連

の流れに関して実例を用いて講義、演習を行った。

（1）8月23日（木）

・損傷原因の調査と評価

中性化、塩害、アルカリ骨材反応

・各種システムを用いた調査結果の分析と劣化予測

中性化、塩害

・調査・診断評価の結果

原因の明確化、リスクに対する安全度、延命化のメリット他

・必要とする対策

部分補修、全面補修、補修＋補強

・実施計画立案

補修範囲、補修工法の比較検討、実施計画書の作成、他

内　　　　容 ・補修工法について

断面修復工（左官工法、吹付け工法、充填工法）

表面処理工（表面被覆工法、表面含浸工法）

（2）8月31日（金）

・塩害を受けたPC橋の詳細調査

荷重車、非破壊検査、はつり

・耐荷力の評価・診断

FEM解析による検討

・LCCの最小化・更新投資の平準化・長寿命化（予防保全）

予防保全を目指した最適補修

予防保全を目指した小規模補修

一般的な後追い方の補修

・対策工の選定と保障期間・補修費

※コンクリート構造コース

一88一



講　義　名 材料概論（1）～（3）

講義形態 講義
実　　施　　日 8．月　10　日　（金）　9：00～10：50、　15：00～15：50

実施場所 サイエンス＆テクノラボ棟2F　セミナー室2
担当講師名 勝田順一、中村聖三、才本明秀

時　間　数 3時間

内　　　　容

・点検・診断の概要

@目的、基本的流れ、診断と性能照査他

E主要材料の性質と変遷

|材、防食材料、その他材料

E接合方法

n接、ボルト、接着接合

E損傷の種類と原因推定

?H、疲労、変位・変形、ゆるみ・脱落

※鋼構造コース

講　義　名 診断のための測定（1）（2）

講義形態 講義
実　施　　日 8．月　10　日　（金）　13：00～14：50

実施場所 サイエンス＆テクノラボ棟2F　セミナー室2
担当講師名 森田千尋、中村聖三

時　間　数 2時間

鋼構造物の診断のための各種測定方法に関する講義を行った。

・変位測定、変形測定、ひずみ測定

・構造物の振動、加速度測定

・応力頻度測定

・劣化因子、環境測定

・構造物周辺の振動、騒音測定

内　　　　容 ・塗膜劣化度測定

・腐食減厚測定

・防食電位測定（陽極の消耗量調査含む）

・中性化深さ試験

・塩化物イオン含有量測定

・アルカリ量

※鋼構造コース
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講　義　名 損傷部材の評価（1）（2）

講義形態 講義
実　　施　　日 8月10日（金）11：00～11：50、16：00～16：50

実施場所 サイエンス＆テクノラボ棟2F　セミナー室2
担当講師名 才本明秀、勝田順一

時　間　数 2時間

内　　　　容

。性能評価

@・性能設計

@・性能評価の現状

B損傷部材の評価方法

@・健全度調査

@・健全度解析

@・腐食部材の性能評価

@・疲労部材の性能評価

※鋼構造コース

講　義　名 補修・補強概論（1）（2）

講義形態 講義
実　　施　　日 8月24日（金）13：00～14：50

実施場所 サイエンス＆テクノラボ棟2F　セミナー室2
担当講師名 森田千尋、中村聖三

時　間　数 2時間

O疲労損傷部材の補修・補強

・補修・補強の留意点

・補修・補強方法、効果の確認

O腐食損傷部材の補修・補強

・補修・補強の留意点

内　　　　容
・補修補強方法

・無塗装橋梁の補修

。変形部材の補修・補強

・加熱矯正、部材交換

。防食工

・塗装、溶融亜鉛めっき、電気防食、金属溶射

※鋼構造コース
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講　義　名 材料実験（1）～（3）

講義形態 演習
実　　施　　日 8月24日　（金）　9：00～11：50

実施場所 工学部実験室
担当講師名 中村聖三、才本明秀、勝田順一、河野和芳

時　間　数 3時間

内　　　　容

①シャルピー衝撃試験

@鋼種、温度の違いによるによる靭性を比較

Aビッカース硬さ試験

@溶接部の断面を用いて溶接部、熱影響部、母材の硬さを比較

B疲労試験

@疲労試験機を用いて、溶接部からの疲労亀裂の進展を確認

@き裂部の確認には浸透探傷試験を使用

C引張強度試験

@鋼種の違いによる引張強度、破壊挙動の確認を比較

※鋼構造コース
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講　義　名

①診断のための測定計画立案演習（1）（2）

A損傷部材の性能評価演習（1）（2）

B補修・補強計画立案演習（1）（2）

講義形態 講義

実　　施　　日
8月24日（金）15：00～17：50

W月31日（金）13：00～15：50

実施場所 サイエンス＆テクノラボ棟2F　セミナー室2
担当講師名 安波博道、阿部允

時　間　数 計6時間（①②③各2時間）

内　　　　容

2日間を通して鋼橋の①計測、②診断、③補修・補強の一連の流れに関

ｵての講義、演習を行った。

i1）8月24日（金）

B事例紹介（腐食を生じた曲弦ワーレントラス橋）

@・調査計画（調査範囲、足場計画）

@・調査・部材評価（超音波厚さ計、デプスゲージ他）

@・応力照査・構造改善案（フランジ材撤去、ウェブ鋼板補強）

庶ﾀ例を用いた演習（2題）

@①腐食による下フランジの板厚減少を生じた鋼桁橋

@・板厚減少を考慮した許容応力の算定

@・計画された補修案（補強板取付け）の妥当性の検討

@・発生応力度、許容応力度の再検討（詳細点検結果）

@②腐食により端部のウェブ、補剛材が断面欠損した鋼桁橋

@・断面欠損を考慮した補強材、ボルト本数の検討

@・トラス腹材によるウェブの補強

i2）8月31日（金）

B維持管理の流れ

n定期点検の流れ

n定量的診断について（劣化予測、性能診断、経済評価）

@・損傷に対する健全度判定区分（運転保安への影響、変状の程度）

@・組合せから決まる判定区分（冗長性、進行性）

@・検査事例紹介（目視検査支援システム）

@・限界変状の事例（ボルトの弛み、支点沈下、疲労き裂他）

n鋼橋の健全度評価項目

@・損傷度、安全性、使用性、リダンダンシー

B性能診断の事例紹介

@・損傷、耐力、耐久性、走行性

@・安全性能、耐久性能、使用性能

※鋼構造コース
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全体討議状況
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◆タイムスケジュール

時　間　帯 内　　　　　　　　　　容

9：00～12：00 現場見学（バスで移動）

グループディスカッショ

@　　　　ン

@　ワークショップ

@13：00～16：45

》　13：00～13：20（20分）ワークショップの概要説明

@　　　　　　　　　　　自己紹介

п@13：20～13130（10分）橋梁概要説明

y劣化原因推定】

@　　13：30～14：00（30分）

y調査計画】

@　　14100～14：40（40分）□中間発表を含む

@　　　　　　　【休　憩（10分）】

y調査結果に関する考察、対策の要否判定】

@　　14150～15：10（30分）

y補修・補強工法】

@　　15：10～15：50（40分）

@　　　　　　　【休　憩（10分）】

y発表・討議】

@　　16：00～16145（45分）□15分×3グループ

16：45～17：00 総　括

〈備考〉

対象橋梁

・鰭岩橋（コンクリート橋）

・鶴山谷橋（鋼橋）
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口鰭岩橋：コンクリート橋

　橋長：36．Om、幅員18．4m、径間数：2径間、架設年次：1970年

　上部工形式：ポストテンション丁桁橋
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口鶴山谷橋：鋼橋

　橋長：55．Om、幅員：8．7m、径間数：1径間、架設年次：1980年

　上部工形式：鋼箱桁橋
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講　義　名

講義形態
実　　施　　日

実施場所
担当講師名

時　　間　数

内 容

斜面の点検実習

現場実習

8月3日（金）13：00～17：50

斜面実習現場

福井謙三、出水享、渡部祐介、牧野高平

5時間

口概要

　長崎県から提供していただいた変状が生じている斜面を対象として

点検実習を行った。点検場所への移動はバスを使用し、移動中の車内お

よび現地で各現場の調査結果や変状の原因等の説明を行った。現地では

点検の際の着目点や点検シートの記載方法、写真の撮影方法についての

講義を行った後、受講生各自で点検を行った。また、受講生には後日作

成した点検シートを提出してもらった。

口実習行程

　長崎大学　→　斜面（その1）　→　斜面（その2）　→長崎大学

13：30 14：00～15：00　休憩　　15：30～16：30休憩　　17：30
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4．4　受講生のアンケート結果

（1）受講生の属性

受講生の属性等に関する情報を得るためアンケートを実施した。

アンケート結果を以下に示す。

1．所属

　県、市、町

技術センター

コンサルタント

　建設業者

　　　　OB

　　その他

【その他内訳】

　コンクリート製造業

2．経験年数

5年未満

5～IO年

10年以上

一98一



3．年齢

25歳まで

30歳まで

35歳まで

40歳まで

45歳まで

50歳まで

55歳まで

60歳まで

60歳以上

4．所有資格（複数回答有）

土木施工管理技士

　　　　　技術士

　　　　技術士補

　　　　　RCCM

　　　　　その他

　
‘

0 2 4 6 8 10

【その他内訳】

二級土木施工管理技士
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（2）講義終了アンケート

プロジェクト演習終了後にアンケートを実施した。結果を以下に記す。

口実施日：9月14日（金）

口対象者：特定道守・道守（11名）

1．本日行ったワークショップ形式の講義に関しての感想をお聞かせ下さい。

口講義の進行はどうでしたか？当てはまるものに。を付けてください。

ログループでのディスカッションの時間配分はどうでしたか？当てはまるものにOを付け

　てください。

長かった

ちょうど良かった

短かった

　　　　　　9

Q

0 5 10 15 20

ロワークショップ形式の講義を受けてみての感想をご自由にお書き下さい。

・現場調査後のミーティングはタイムリーな写真で確認できてよかった

・初めてのワークショップというものを経験することが出来、良い経験になった。また同

　じ内容についても人それぞれ色々な意見があって楽しく講義を受けることが出来た。

・他の受講者との意見交換が出来てよかった。特にコンクリート系のことはよくわからな

　いのでためになった。

・各班にリーダーをつけて教えてもらえればもっとスムーズに進行すると感じる。

・自分と違った観点からの意見が聞けて参考になった。

・色々な意見交換が出来てよかった。
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・各人の感じ方の違いをその場で確認し、ディスカッションしながら自分の見方を客観的

に反省することは大変有効な手段であると思った。

・自分以外の人の意見を確認できてよかった

・他の詳しい人の意見を聞くことが出来て大変ためになりました。自分自身まだまだ勉強

が必要だと感じた。

・他の意見や考え方を聞くことが出来て参考になった。

口今後このような講義にまた参加したいと思いますか？

2．本日のプロジェクト演習の感想をお聞かせ下さい。

・損傷に応じた補修を行ううえで計画をする流れについてわかりやすく理解できた。

・実際に点検等にでた場合等に役に立つと思った。

・いろんな資料・本を見ていろんな考えをしないといけないと感じた。

・塩害に対する状況判断

・鋼構造について本日の講義だけではないのですが、今まで講義を含めて、鋼橋の着目点

など亀裂が発生する箇所がわかるようになった

・ワークショップ型式の勧め方は、途中経過をそのまま見ることができるし、時間的にも

無駄を省き短時間で結論を出せる良い方法だと思った。

・討議を進める方法として付箋を使った手法は良いと思った。

・立案することで実務に役に立つと思った。

口その他、講義内容に関しての感想などあれば自由にお書き下さい。

・自己スキル向上に繋がるような講義を受けることが出来大変ためになりました。

・特になし。

・大変勉強になりました。

・補修補強時期の選択肢、表面保護による延命化のような考え方が出来るようになった。

・ありがとうございました。

・アドバイザーの提言が内容を豊かにする大切な役割をもっていることを深く認識させら

　れた。

一101一



102



5　道守養成コース

5．1　概要

　道守コースでは、点検・診断の結果の妥当性を適切に評価し総合的な判断を行うことができ、

さらに維持管理に関するマネジメントができる技術士、博士（工学）レベルの人材の養成を行っ

た。

　カリキュラムは、講義・演習・実習・実験で構成され、道守補コースおよび特定道守コース（コ

ンクリート構造・鋼構造）の2つのカリキュラムに加えてアセットマネジメント、リスクマネジ

メント、ライフサイクルマネジメント、道守総合演習などを行った。

◇対　象　　1地元企業職員、地元企業OB、自治体職員、地元自治体OB　など

◇到達レベル1技術士レベル

◇募集方法　1長崎県土木部、長崎県建設業協会、長崎県測量設計業協会、長崎県建設技術研究

　　　　　　　センター等を通じて各企業への参加協力依頼、HP

◇募集人員

◇応募数

◇受講者数

◇実施場所

◇実施時期

◇講時時間

◇講義概要

◇受講料

◇認定試験

：3名程度

15名

15名

1長崎大学文教キャンパス

15月11日（金）～10月18日（木）

1カリキュラム参考　※25日間　124時間

1講義・演習（講義実施報告参考）

1無料

：8月4日（土）

　筆記試験：四者択一25問

10月6日（土）

　筆記試験1：四者択一20問＋用語説明2分野（各500字以内）

　筆記試験2：論文形式問題2分野（各1000字以内）

11月2日（金）

　プレゼンテーション試験
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5．2　カリキュラム

授　業　科　目 時間数 開　催　日　時

道守の役割 1

長崎県の道路構造物の現状 1

安全管理 1

構造物概論 1

構造物点検概論 1

斜面・トンネル・舗装の維持管理 2

コンクリート構造物点検概論 3 毎週金曜日

P3：00～17：50コンクリート構造物点検事例 2

5月11日～6月29日

@　　8日間

コンクリート構造物点検演習 8

コンクリート構造物点検実習 5

鋼構造物点検概論 3

鋼構造物点検事例 2

鋼構造物診断演習 4

鋼構造物点検実習 5

斜面・トンネル・舗装の維持管理 6

計測モニタリング 2

化学分析 2

情報処理 2 毎週金曜日

P3：00～17：50技術者倫理
1

7．月13日～8月4日

@　　3日間

環境工学 2

斜面点検実習 5

特別講演 2

コンクリート材料、材料実験、

ｲ査・診断、補修・補強、計画・設計・施工

18

8．月9日～8月31日

@　　　3日間

ｦコンクリート構造コース

毎週木曜日

X：00～17：50

鋼構造物材料、材料実験、

ｲ査・診断、補修・補強、計画・設計・施工

18
8月10日～8月31日

@　　3日間
@　※鋼構造コース

毎週金曜日

X：00～17：50

プロジェクト演習 7 9月14日（金）10：00～17：50

アセットマネジメント 4 9月27日（木）　9：00～12：50

リスクマネジメント 4 10月4日（木）　9：00～12：50

建設一般 2 10月4日（木）　14：00～15：50

道守総合演習 6 10月11日（木）10：00～16：50

ライフサイクルアセスメント 4 10月18日（木）14：00～17：50

合　計 124
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5．3　講義実施報告（特定道守コースのカリキュラム分は省略する）

講　義　名 アセットマネジメント（1）～（4）

講義形態 識
実施　日　時 9月27目（木）9：00～12：50

実施場所 サイエンス＆テクノラボ棟2F　セミナー室2

担当講師名 阿部雅人

時　　間　数 4時間

内　　　　容

1．アセットマネジメントの目的

Q，設備投資の経済学

R．社会基盤ストックの計測と評価

S，アセットマネジメントの体制

鼈鼈黶@　　　一一1　　　　　－’
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　＝一．　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　講義状況

講　義　名

講義形態
実施日時
実施場所
担当講師名

時　間　数

内 容

リスクマネジメント（1）～④

講義

10月4日（木）9：00～12：50

サイエンス＆テクノラボ棟2F　セミナー室2

阿部雅人

4時間

1，安全を取り巻く状況

2．事前対策

3，事後対応

4．リスク評価

　　1，

講義状況
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講　義　名

講義形態
実施時間
実施場所
担当講師名

時　間　数

内 容

ライフサイクルアセスメント（1）～（4）

講義・演習

10月18目（木）9：00～12：50

サイエンス＆テクノラボ棟2F　セミナー室2

倉内文孝

4時間

〈講義〉

　ライフサイクルアセスメント、ライフサイクルコストなど、安全性・快適性

を考慮したLCCに基づく道路舗装アセットマネジメントの方法論、災害リス

クを含む社会的費用を考慮した橋梁LCCに基づく維持管理戦略

〈演習〉

　パソコンを使用してサービス水準の管理、ユーザーコストの増減、交通量の

増減を考慮して補修修戦略を立てる。

講義状況

講　　義　　名

講義形態
実施時間
実施場所
担当講師名

時　間　数

内 容

建設一般（1×2）

ディスカッション、プレゼンテーション

10月4日（木）14：00～15：50

インフラ長寿命化センター会議室

LLi根誠一

2時間

　課題名「なぜ道守に「建設一般」があるのか？」に対して、道守受講生と大

学関係者の2グループに分かれてディスカッションを行い、最後にプレゼン

テーションを行った。

ディスカッション状況

へ三1　ノ．・

＜
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講　義　名

講義形態
実施　日　時

実施場所
担当講師名

時　間　数

内 容

道守総合演習（D～（6）

講義・演習

10月11日（木）10：00～16：50

インフラ長寿命化センター会議室

中村昌文

6時間

〈講義〉

　橋梁長寿命化修繕計画を元に以下の内容について講義を行った。

・橋梁の健全度判定方法

・点検結果から健全度診断までの一連の流れ

・橋梁の健全度に応じた補修・補強工法および費用算出について

・橋梁の各健全度に応じた基本的な補修・補強工法の費用算定の根拠および

　各橋梁に関する費用算出の方法

・劣化曲線を用いた橋梁の劣化予測、橋梁の補修・補強時期および維持管理

　費用の平準化

く演習〉

　パソコンを使用して、年度予算に制約を課し、配布資料の橋梁10橋に対し

て各自、補修・補強の順序を計画し、計画による維持管理予算および橋梁健全

度の推移をまとめた。

1400C

1㎜

（1㎜
臣㎜
繭

●㎜

　40co

㎜

講義状況

0

　1　　　　■　　　11　　　1e　　　21　　　閥　　　　31　　　3e　　　41　　　朝　　　　fi1

　　　　　　　　　軽遣年数

　　　　　　維持管理費の平準化例

ロ■●　　　　■　望多鳳‘●
香[　　　ロ醐．下’川■　　　辺…

｡縮　　　　ロー
｡」岨
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5．4　受講生のアンケート結果

（1）受講生の属性

受講生の属性等に関する情報を得るためアンケートを実施した。アンケート結果を以下に示す。

1．所属

　県、市、町

技術センター

コンサルタント

　　建設業者

　　　　OB

　　　その他

2．経験年数

5年未満

5～10年

10年以上

3．年齢

25歳まで

30歳まで

35歳まで

40歳まで

45歳まで

50歳まで

55歳まで

60歳まで

60歳以上
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4．所有資格（複数回答有）

土木施工管理技士

　　　　技術士

　　　技術士補

　　　　RCCM
　　　　その他

【その他内訳】

二級土木施工管理技士、測量士×3、建築士測量士補、地すべり防止工事士、宅地造成技術認定、

長崎県被災宅地危険度断定士、一級建築施工管理技士、CALSIRCエキスパート、コンクリート

診断士、二級建築施工管理技士
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6　まとめ

6．1　平成24年度の実施項目と役割分担実績

　平成24年度は、“道守”養成の基となるカリキュラム・教材を開発しつつ、5月から道守コー

ス5名、特定道守コース7名（コンクリート構造：5名、鋼構造12名）、道守補コース27名

（前期：12名、後期：15名）、道守補助員コース43名の養成対象者を受け入れた。なお、後

期の道守補コースは、DVD教材を使用し、壱岐と島原の2会場で講義を開講した。道守コー

ス、特定道守コース、道守補コースは講義、演習、材料実験および点検実習、道守補助員コー

スは講義と現場実習を開講した。なお、離島や遠隔地の道守補助員コースの受講者に対しては

現地に出向いての出前講座を五島、佐世保、壱岐、島原の4会場で実施した。各コースとも長

崎県・長崎県建設業界の協力の下に地域と連携して行った。

①施体制・環境の構築（インフラ長寿命化センター兼任・専任教職員、長崎県など）

　　非常勤講師を確保、実習設備等を改善を行い、養成環境を整備した。さらに、県・建設業

　界の有識者が参加する運営協議会により、大学外部の意見を取り入れた運営を行った。

②カリキュラム・教材の開発（インフラ長寿命化センター兼任・非常勤・専任教職員）

　　鋼構造診断士、コンクリート診断士等の各種資格試験の教材と情報、橋梁点検の方法と指

　導法等の教材と情報を収集するとともに、各コースのカリキュラムと教材等を製作した。

③受講生の募集（インフラ長寿命化センター兼任・専任教職員、長崎県など）

　　道守コース、特定道守コース、道守補コースに関しては、ホームページやパンフレットを

　利用するとともに、長崎県や長崎県建設業界などの協力を得て広く受講生を募集した。道守

　補助員コースに関しては、ホームページやパンフレットの利用、各地域のケーブルテレビや

　長崎県および市町を通じての県内の道路ボランティア・愛護団体等への参加協力依頼、建設

　業界新聞および一般新聞への掲載による募集チラシの回覧、長崎道守会議広報誌へ募集掲載

　を行った。

④講座・実習の実施（インフラ長寿命化センター兼任・非常勤・専任教職員、長崎県）

　　道守補助員コースでは、「長崎県の道路構造物の状況」、「コンクリート構造物、鋼構造物、

　トンネル・道路・斜面について」の講義および現場等における構造物の点検実習を長崎県内

　の4地域を対象に出前講座にて開講した。

　　道守補コースでは、「長崎県の道路構造物の現状」、「維持管理概論」、「斜面・トンネル・

　舗装の維持管理」、「コンクリート構造物点検」、「鋼構造物点検」等について講義・演習・現

　場実習を開講した。後期日程ではDVD教材を使用して画像視聴による講義を行った。

　　特定道守コースでは、コンクリート構造、鋼構造の2コースに分かれ、道守補コースのカ

　リキュラムに加えて「計測モニタリング」、「プロジェクト演習」等の共通講座および各コー

　ス専門分野における「調査・診断、補修補強、計画・設計・施工」について講義・演習を開

　講した。新たな取組みとして、道守、特定道守認定者及び受講生を対象に『斜面の点検実習』

　を開催した。
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　道守コースでは、特定道守コース（コンクリート構造・鋼構造、両コースとも）のカリキ

ュラムに加えて「アセットマネジメント」、「道守総合演習」等の講義・演習の講座を開講し

た。

⑤報告会等の実施（インフラ長寿命化センター兼任・専任教職員、長崎県など）

　　本年度は2月にインフラ長寿命化・維持管理に関して著名な技術者・研究者を招へいし「観

　光ナガサキを支える“道守”養成ユニット特別講演会～インフラ長寿命化・維持管理について

　考える～」を開催した。また、3月には、長崎県をはじめ長崎県建設業協会、長崎県測量設

　計業協会と連携して最終年度成果報告会を開催し、取り組み内容を広く公開する予定である。

6．2　実施体制の反省点

O道守補助員コース

　アンケート結果では、授業の時間、内容ともに「ちょうど良い」との意見が大半を占めてお

り受講生からの評価は概ね良好であった。受講生別には「このような活動をしていることを初

めてしった」当、道守の広報活動が力不足を感じられる意見もあった。募集に関しては、平成

23年度に引き続き、各所ポスターの掲示、募集チラシ配布、愛護団体等への参加協力依頼に加

えてケーブルテレビでのCM放送を行った結果、受講者の半数が建設業関係者以外の一般市民

からの参加であった。

。道守補コース

　講義の内容、時間数に関しては、受講生からは概ね良好な評価を得たが、やはり後期で行っ

たDVD学習に関しては、連続視聴での疲労や授業形態そのものに対する不満が見受けられ、

直接講義を行ってほしいという意見が複数見受けられた。現場実習については概ね評価は良好

であったものの受講生より「5～10人程度の班編成で行えると、もっとわかりやすかった」等

の意見が寄せられた。

O特定道守コース

　本コースで実施するプロジェクト演習は前年度に引き続きワークショップ形式で実施した。

アンケートでも演習に関しては、前年度と同様に非常に高い評価であった。また、9割以上の

受講生が同様の講義が今後あれば参加したいとの意見であった。「各班にリーダーを設置しさら

に効率のよい話し合いにする」などの改善点も把握することができた。今後検討することとす

る。

。道守コース

　講義全体を通しての評価は概ね良好であった。受講生5名は道守補コース、特定道守コース、

そして今回の道守コースと継続的に受講されており長期間にわたり本事業と携わられている。

そのため、今後の事業の継続、展開や認定者と大学および関係各機関との関わり方やについて

数多くの意見があった。
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6，3　養成実績

　年度別および地区別の養成者数を以下に示す。平成20年度から平成24年度までの5年間の

事業実施期間での養成者数は、339名（延べ養成者数：391名）である。

年度別養成実績

年度 道守 特定道守 道守補 道守補助員 合計

平成20年度 ． ． 14（24） 26（31） 40（55）

平成21年度 2 6（10） 21（29） 39（44） 68（85）

平成22年度 3 9（13） 23（28） 30（33） 65（77）

平成23年度 2 11（13） 30（33） 41（43） 84（92）

平成24年度 5 7 27 43 82

合計 12 33（43） 115（142） 179（194） 339（391）

地区別養成実績

地区 道守 特定道守 道守補 道守補助員 合計

長崎市 8 17 44 21 90

西彼杵郡 2 2 4

諌早市 4 9 9 22

大村市 4 1 6 11

佐世保市 2 4 17 24 47

東彼杵郡 3 3

北松浦郡 3 4 7

西海市 1 2 2 10 15

平戸市 14 14

松浦市 1 2 3 6

島原市 9 4 13

雲仙市 1 8 9

南島原市 1 15 16

五島市 1 8 19 28

新上五島町 1 7 8

壱岐市 8 17 25

対馬市 6 10 16

長崎県外 2 3 5
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6．4　道路の見守り活動、三者合同防災・橋案点検

・ボランティア活動

　4月にN催した第4回道守OB会において、道守の実績をつくるために、どのような活動を

行えばよいのかを議論した．結果として、長崎県が取り組んでいる愛護団体・アダプト制度に

登録して、道路の清掃ならびに道路の異常点検（見守り活動）を行うことが決定しtLt今年度

は、6月、SA、10月、12月に合計4回の道路の見守り活動を実施している。

活動履歴

6月17日
一般国道206号井出園交差点～宝町交差点

kL＝7、5㎞）
24名
道路の点検パトロール

@及び清掃

8月20日

県道113号昭和通り岩屋橋交差点～酉ロトン

lル交差点0子1．5㎞）

ｺ和通り（L＝LO㎞）

48名
道路の点検パトロール

@及び清掃

10月21日

国道加2号、国道499号宝町交差点～市民病

@前交差点（LF2、Okエ）

蜚g止交差点～正覚寺《【FLO㎞）

12名
道路の点検バトロHル

@及び清掃

12月田日

国道202号、国道499号市民病院前交差点～

ｷ碑税務署（L＝1．0㎞）

m蜴ﾐ前～経済学綱辺〔L＝LO㎞）

15名
道路の点検パトロール

@及び清掃
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活動の様子

・三者合同防災・橋梁点検

　8月に開催した第5回道守OB会で、企業活動として道守認定者が防災・橋梁点検に参加で

きないか議論された。結果として、長崎地区と五島地区で県職員・職員OB、道守養成者が合

同で、防災・橋梁点検を実施した。本取組みは、産学官連携による安全・安心の道路インフラ

を目指した取組みとして注目されている。

活動履歴

点検日時 点検区間 参加者数 内容

10月15日 長崎振興局管内の国道、県道 8名

10月16日 長崎振興局管内の国道、県道 8名
橋梁の概略点検　59箇所

11月20日 五島振興局管内の国道、県道 6名

11月21日 五島振興局管内の国道、県道 5名
橋梁の概略点検　25箇所

ｹ路防災点検　　36箇所
11月27日 五島振興局管内の国道、県道 4名

12月10日 長崎振興局管内の国道、県道 2名

12月11日 長崎振興局管内の国道、県道 2名 道路防災点検　　20箇所

12月12日 長崎振興局管内の国道、県道 2名

d
‖
》

譜調ノ
，白

　　　　　　べ　　　e
　　　　　．”vem＾
ξ　L・：Pt－　　　「

橋梁点検の様子
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防災点検の様子

6．5　広報活動

本年度は、講演依頼や新聞記事の掲載、テレビへの放映が多数あった。

講演依頼

平成24年　5月22日 長崎県測量設計業協会講習会

平成24年　8月　9日 平成24年度産学官建設技術交流会

平成24年10月　5日 建設技術コンサルタント協会

平成24年11月15日 軟弱地盤研究会

平成24年12月　3日 土木学会構造工学委員会

平成24年12月14日 第92回勉強会「ジオラボ」

新聞・テレビなど

平成24年　4月　2日 岐阜新聞ほか30数社

平成24年　5月　1日 朝日新聞に掲載

平成24年　5月　9日 テレビ朝日「報道ステーション」

平成24年　6月27日 テレビ長崎「KrNスーパーニュース」

平成24年　7月 道しるべ第13号発行

平成24年　8月28目 目経コンストラクションに掲載

平成24年　9月　5日 テレビ長崎「KTNスーパーニュース」

平成24年10月22日 テレビ長崎「KTNスーパーニュース」

平成24年10月 壱岐ケーブルテレピにCM放送依頼

平成24年10月 ひまわりテレビにCM放送依頼

平成24年10月 道しるべ第14号発行

平成25年　1月23目 長崎建設新聞に掲載

平成25年　2月　1日 西日本新聞に掲載
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平成25年　2月　5日 長崎建設新聞に掲載

平成25年　2月　9日 建設情報新聞に掲載

平成25年　2月13日 長崎建設新聞に掲載

6．6　道守のみちのり

今年度の活動一覧を列挙する。

・121419

・1214113

・12t4t20

・1214120

・12t4t25

・1215／1

・12／5／9

・12tstll

・12／5／25

・12／6／15

呼12t6t17

・1216124

・1216127

・121712

・1218118

呼12t8t20

・121812021

・1218123

呼12／8／28

・12／9／2

・12／9／5

呼12／9／21

・12／9／26

・12／9／28

・12／10／6

平成24年度の道守、特定道守、道守補（前期）コース募集終了e

第1回道守審査委員会を開催。

第1回道守運営協議会幹事会を開催。

第4回道守OB会を開催。

第1回道守運営協議会を開催。

朝日新聞の第3面に道守養成ユニットの記事が掲載。

テレビ朝日「報道ステーション」にて森田准教授と市川氏（道守補助員）

が道守について出演。

平成24年度の道守補（前期）コース開始。

道路愛護団体「道守養成ユニット長崎地区」を設立。

コンクリート構造物点検実習を大瀬戸方面にて実施。

道路の美化・点検ボランティア活動を実施。

道守補助員（五島会場）を開催。

長崎放送（KTN）のスーパーニュースにて、道守補助員（五島会場）の様

子が放送。

第2回道守審査委員会を開催。

道守ボランティア活動及び道守OB会を開催。

道守ボランティア活動の様子がKTNスーパーニュースにて放送。

工業高校生のインフラ長寿命化体験実習（長崎大学）。

平成24年度道守補助員コース受講生を募集開始（壱岐・島原）。

日経コンストラクションに道守の活動が掲載。

道守補前期合格者番号公開。

工業高校生のインフラ長寿命化体験実習がKTNのニュースにて放送。

松田教授記載の記事‘長崎市端島「軍艦島」’が「コンクリート工学」

Vo150．No3　Tbpicsに掲載。

平成23年度インフラ長寿命化センター報告書完成。

道守補後期コース開始。

特定道守認定試験。
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・12tlOt1516長崎振興局管内の橋梁定期点検。

・12110121　　道守ボランティア活動。

・12tlOt22　　三者合同長崎県橋梁定期点検の様子がKTNスーパーニュースにて放送。

・12111／20～27五島振興局管内の橋梁・防災点検。

・12t12tlO・－12長崎振興局管内の防災点検。

・12／12／23

．13tlt23

・13t211

・131211

・131215

・13／2／9

・1312113

道守ボランティア活動。

長崎建設新聞に記事掲載。

西日本新聞に記事掲載。

観光ナガサキを支える“道守”養成ユニット　特別講演会　開催。

長崎建設新聞に記事掲載。

建設情報新聞に記事掲載。

長崎建設新聞に記事掲載。
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7　現有設備・備品

7．1　設備・備品

機種名 ハンディサーチ（RCレーダー）

型番 NJJ－95B

メーカー名 日本無線

使用目的 鉄筋探査、空洞探査 ．＜己

`

備考

　コンクリート構造物に対する品質検査、コ
塔Nリート構造物の修繕や改築、保守工事に
ｨいて、鉄筋・電気配線管・ガス管・水道管
ﾌ切断事故が問題になっている。
@本装置はこのような検査や事故防止のため
ﾉコンクリート内部を非破壊で高深度に探査
ﾅきる装置である。

　機種名

　型番
メーカー名

使用目的

備考

高精度鉄筋探査システム

PS200フェロスキャン
ヒルテイ

鉄筋探査
　コンクリート構造物に対する品質検査、コ
ンクリート構造物の修繕や改築、保守工事に
おいて、鉄筋・電気配線管・ガス管・水道管
の切断事故が問題になっている。

　本装置はこのような検査や事故防止のため
にコンクリート内部を非破壊で探査できる装
置である。

機種名 ダイヤモンドコァツール

型番 DD－120

メーカー名 ヒルテイ

使用目的 コンクリートコア採取

備考

圧縮強度、静弾性係数、中性化進行状況、
哩ｻ物イオン含有量、アルカリ骨材反応性試
ｱ等を行うためにコンクリート構造物からコ
塔Nリートコアを採取する装置である。

　　　一鼈黶

@　　　、1

ﾏ
　
　
　
　
　
　
．
一
　
　
　
　
．
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式ハンマード｜ル　　　システム

型 1E－7A　TE　DRS→1

メーカー名 ヒルテイ

使用目 コンクリート粉採取用　　性化、　　）

備考

コンクリートの　　　　一　況　コンク1一
g中の塩化物イオン含有量を測定するため、
�j壊でコンクリート粉を採取するために用
｢る装置である。

充電式ハンマードリル
@　　（TE－7A）

@　　　　　　集塵システム
@　　　　　　　（EDRS一凹）

種名

型番
メーカー名

使用目的

備考

レーザーレンジメーター

PD　42

ヒルティ

距離測定
非接触で精度よく距離を測定する装置であ
る．

機種名　一眼レフデジタルカメラ

メーカー名

使用目的

型番　　0300

　　　　ニコン

備考

ひび割れ判定、測定

コンクリート構造物のひ　　］れ　のt化状
憩を高解像度で撮影するために用いる装置で
ある。
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　名
型番

メーカー名

使用目的

備考

シュミットハンマV－、テストアンビル

NR形、　NR用

プロセク

コンクリート表面の反発硬度測定
コンクリートに打　を与え、返ってきた衝
撃により強度を推定する反発硬度法の一つで
あり、構造物に損傷を与えずに検査が可能な
非破壊検査手法である。コンクリートのほか
岩石の強度測定にも使われる。コンクリート
の劣化状態の概略を判定する簡易計測法であ
る。

ラ型RN（
∵断㌦

シ

テストアンビル（NR用）

機種名　　エルソニック

型番　　　　ESI／P－10S

メーカー名

使用目的

備考

東横エルメス

ひび割れ探さ測定、強度推定、内部欠陥の検
　超音波を用いて、高架橋’橋梁・トンネ
ル・連ig　・床版などコンクリート構造物のひ
び割れ深さと厚さを精度良く測定できる。ま
た、内部欠陥（内部亀裂・空洞・ジャンカ）
の検出および音速測定によるコンクリートの
強度推定と1台4役の非破壊測定器である。

機種名 鋼材腐食度モニター
型番 MIN－091－0

メーカー名 マルイ

使用目的 鋼材腐食度の推定

備考

コンクリート中の鉄筋の腐食は電気化学的
ﾈ反応としてとらえることができる。自然電
ﾊ法により、鋼材腐食度の推定を構造物を傷
ﾟることなく、腐食の傾向と平面的な分布を
f早くかつ手軽に測定することのできる装置
ﾅある。　（※マイナス端子設置箇所のみ鉄筋
�I出させる必要がある）。

　　　　Dグ
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機種名 デュアルタイプ膜厚計　エスカル

型番 LZ－990

メーカー名 ケット科学研究所

使用目的 膜厚測定

備考

鋼橋等の鋼構造物において、塗装の状態を
ｻ断するために、塗膜厚を測定することが多
｢。素地が鉄でも非鉄でも塗装等の皮膜厚を
ｪ定可能である。しかも、自動で素地を判別
ｵその測定モードになるなど、現場における
h膜厚の測定に適した装置である。

　
　
　
】
草
　
．
F
F
．
・
プ

機種名 帯型渦流探傷器

型番 EW－1

メーカー名 マークテック
使用目的 鋼構造物の亀裂の検出

備考

　鋼構造物に対して、塗膜上からの疲労き裂
ﾌ検出を目的として用いられる。交流磁場を
^えた金属材料表面に生ずる渦電流の変化な
ﾇを測定して、きずや材質、寸法などを知る
葡uである。

煮、　，．…

?@　　　　　　　ぷ

機種名

型番

メーカー名

使用目的

備考

コンクリート・モルタル水分計

HI－800

ケット科学研究所

含水率測定

コンクリートやモルタル中の
る装置である。

水率を測定す
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　機種名

　型番
メーカー名

使用目的

備考

塗膜劣化診断システム

東芝ITコントロールシステム

塗膜の劣化診断
　インピーダンス法により塗膜の劣化状況を
診断するシステムであり、低周波でのイン
ピーダンス測定により、塗膜劣化S／N比の飛
躍的向上および劣化度の早期検出性能の向上
を図っている。また、PDAを採用することに
より測定時の利便性を、Webを採用すること
により解析診断の運用性を向上させている。
専用ソフトウェアを用いたデータ解析・診断
により、発錆前の塗膜劣化の定量的評価や寿
命予測に基づく塗替え時期の推定が可能であ
る。

4

機種名

型番

メーカー名

使用目的

備考

静ひずみ測定システム
TDS530、　SSW－50D

東京測器研究所

静ひずみ測定
　ひずみゲージをはじめ直流電圧や熱電対、
白金測温抵抗体などの多点の自動切換測定を
目的としたデータロガー（30点測定可）と測
定点数を増加するためのスイッチボックス
（50点測定可）から構成されるシステムであ
る。データロガーは、高速A／D変換器による
最速1000点／0．4秒の高速測定が可能であり、

カラー液晶タッチパネルによる良好な操作性
が特徴である。

スイッチボックス（SSW－50D）

データロガーTDS530

　機種名　　動ひずみ測定器

　型番　　DC－204R

メーカー名　　　　　東京測器研究所
使用目的　　　　　動的測定

備考

本装置はコンパクトフラッシュ記録型の高
速小型4チャンネル動ひずみ測定器です。1
チャンネルモードで200kHzの高速サンプリン
グが可能で、8台を並列に接続することで大
32チャンネルの同時サンプリングが可能であ
る。

　測定は前面パネルのSTART・STOPボタンで
行なえ、トリガ設定による測定の開始、外部
トリガ、外部スタート・ストップ信号による
制御等も可能である。
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　　番
メーカー

使用目的

備考

ヒスト　　ムレ＝F”

HR→0鮎

　力　　　定

　　　　、凌》かじ　 れたロラ
に従つて測定データをデジタル処理し、頗度
数として記録する．測定と同時に解析処理を
行ってカウント数を記録するため、測定終了
後ただちにヒストグラムが得られる。波形
データを記録するわけではなく、テープなど
の摸体を用いないので、1年を超すような長
期にわたり連続して商定できるのが特徴であ
る．

枇
型番

メーカー名

使用日的

備考

表 計

SM－－2000

サンコウ電子研究

表面塩分測定
橋梁，船脇大型タンクなどの鋼構造坊の
表面に付着している塩分を．簡単．迅遠に測
定できる装置である。

機種名 赤外線サーモグラフィー装置
型番 ㎞Shot　F30
メーカー名 ㎜vio赤外線テクノロジー
使用目的 赤外線検出 ごz．，　一“

@　　　　　　●

備考

　　　面から　　される赤　　を検出　子
�pいて二次元的に走査し、検出された赤外
?ﾊを映像として表示し、航空機、プラ：ノ

g、電子基盤などの異常発熱部を検出する装
uである。

1
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機種名 磁粉探傷装置、紫外線探傷灯

型番 N－1F型、　H－02

メーカー名 マークテック
使用目的 鋼構造物の亀裂検査

鋼構造物に対して塗膜をはがした後、疲労
ｫ裂の検出を目的として用いられ、強磁性材
�･化し、亀裂などの不連続部から漏洩する
･界に磁性粉を吸着させて亀裂を検査する装
uである。

　　　　　　　1
C←一・　　1
n　‘

㈱O線探傷灯（H－02）

備考

磁粉探傷装置（N－IF型）

機種名 振動疲労試験機

型番 一

メーカー名 トピー工業

使用目的 疲労亀裂発生状況の確認

備考

試験用フレーム（架台）、バイブレータ
i振動モータ）、制御装置、および予荷重シ
Xテムから構成される板曲げ疲労試験機であ
驕B架台に取り付けられた試験体上にバイブ
戟[タを設置し、その板を振動させることで
Jり返し応力を発生させる。予荷重システム
ﾍ応力比（最大応力／最小応力）を変えるた
ﾟの装置である。本試験機ば、20Hz程度の比
r的高速載荷が可能であるのに加え、消費電
ﾍも低いため、安価に基礎的な疲労データを
ｾることが可能である。

@　　　　』ポ・〉一三ンニγ　　　’　．く．　白

機種名

型番
メーカー名

使用目的

備考

オムニエース皿、ストレインアンプ

RA2300、　AS1703

NECAvio赤外線テクノロジー
動ひずみ測定器
簡単かつスピーディにデータ集録’記録を行
えるデータアクイジョン装置である。電圧、
ひずみ、温度、振動、圧力などさまざまな入
力信号に対しているため、構造物の健全度を
診断するために必要な動的歪みや加速度を高
速で収録することができるシステムである。
特に本製品は、インタフェース、視認性に優
れており、実験室での使用のみならず、現場
適用が容易である。

　　　　オムニエース皿（RA2300）
WM

ストレインアンプ（ASI703）

一125一



　機種名

　型番
メーカー名

使用目的

備考

構造勅診断用非接蝕振動測定システムUドップラー

グラフテック

　　　振動測定

　Vドップラーはレーザのドップラ効果を利
用し、移動体がどのくらいの速度で離れてい
くか、またはどのくらいの速度で近づいてく

るのかを測定するシステムであり、非接触で
構造物の振動を測定することが可能である。

機種名 電位差自動　定装置
型番
AH10

メーカー名 京　電子工業

使用目的 電位差　定

備考

　塩化物イオンによるコンクリート構造物の
�ｻ（塩害）が近年各地で多発しています。
槙Qの原因としては、除塩不足の骨材の使
p、海岸部における飛来塩分の影響、山間部
竓ｦ冷地における冬期間の凍結防止剤の散布
ﾌ影響が考えられます、コンクリート中の塩
ｻ物イオン含有量の測定を行い、鉄筋の腐食
�ｵ等も総合的に判断し、塩害に対する評価
�sいます。

{装置は、電位差滴定法により塩化物イオン
ﾜ有量を測定する装置である。

　　　　　　　　f
@　　　　　　　ト

@　　　　　　　』　i，　　　ヒ

@　　　　　　　コ　　l@　　　　　　l　　　　　　　二．　　　　　　　　　　　∫　‘一　　　　　　　　　　胃’L　　　　与，二：．／一⊥　］　　　　　　　一
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型番

メーカー名

ハイブリッドミル
1066

吉田製作所

使用目的　微粉砕機

備考

　　　は鉱石、鉱物の成分、　　に　用
れ、粉砕室外周にスクリーン（145μm、250
μm）を取り付け、粉砕された試料はスク
リーン下にメタル分は未粉砕物として外部に
排出が可能である。本機は、電位差滴定装置
で塩化物イオン量測定を行うためのコンク
リート微粉末試料を作成するために使用す
る。

機種名 ハンドヘルドデータロガー
型番 TC－32K

メーカー名 東京測器研究所
使用目的 静ひずみ測定

　最大20チャンネルのセンサモード、係数、
Cニシャル値の設定と測定データの記録が可
¥で、複数の現場を移動しながらデータを収
Wする場合などでもデータ整理が容易です。
Cンターバルタイマ、データメモリ、さらに
ﾍコンパクトフラッシュカードによる記録
竅Aパソコンと接続してコントロールやデー
^転送も行える。抵抗および絶縁抵のチェッ
N機能により、ひずみゲージや変換器などの
`ェックにも使用できる。

餌　　ふ

@一

備考

機種名

型番

メーカー名

使用目的

備考

イメージステーション
IS201

トプコン

測量、常時モニタリング、3D計測
　測量、道路、橋梁、トンネル、斜面、河川
構造物、港湾構造物などのインフラ構造物の
常時異常検知モニタリングが可能となり、よ
り安全で信頼性の高い道路網を維持・形成す
ることができる。さらに長崎県内の竣工図が
残っていない橋梁、港湾構造物等のインフラ
構造物の形状測定が容易に行うことができ。
インフラ構造物のデータベースの構築に多い
に貢献できる。
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名 自 置

型番

メーカー名オリンパス
目

備考

　音　探

　疲労　裂をの発生原因の一っである銅材
部の溶接欠陥を検知するための槻器である超
音波探傷器は、宇宙機器の金属材料の内部欠
陥の検知にも使用されており、最近は、風力
発電所の材料でもある複合材料にでも多用さ
れつつある。

機種名　超音波厚さ測定器
型番

メーカー名 日本クラウトクレーマー

使用目的 変化量測定

備考

　本測定器は、ひ　　1れ閉閉の経時　な
ﾊや、温度、化学、経年変化による変位量を
闃咩Iに精度よく（測定精度：0．001m皿）
ｩつ簡易に測定するための測定器であり、ひ
ﾑ割れ発生原因の特定やコンクリート構造物
�cjタリングするための有効な測起器であ
驕B

P　　　　　“

@　　　　戸

機種名 ハイブリッドミル

型番

メーカー名 吉田

使用目的　粗粉砕

備考

コンクリート　に　まれたの　化物イオン
L量試験（前年度購入した電位差滴定装置を
g用）を行うためには、コンクリート試験片
�e粉砕しその後、微粉砕する必要がある。
{装置と前年度購入した微粉砕機（ハイブ
潟bドミル）を組み合わせて使用することに
謔闌�ｦ的に微粉砕ができ、コンクリート中
ﾌ塩化物イオン含有量をスムーズにかつ精度
謔ｭ杷握することができる。

　　　L

{’♂t
@　⇔　　シ　富パ
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　機種名

　型番
メーカー名

使用目的

備考

A㎝データロガー

シュリンクス

銅構造物の腐食環境調査
　本装置は、環境因子により電気化学的に発
生する金属の腐食電流を直接計測するための

測定器である。本装置ととACMセンサを組
み合わせることにより銅構造物の腐食速度の
把握、腐食マップの作成が可能になる。これ
らは、新設の銅構造物の設計仕様や維持管理
手法決定のための判断材料にも使用できる。

機種名 赤外線サ・一モグラフィー装置

型番
SC620

メーカー名 プリアーシステムズジャパン

使用目的 浮き、はく離の検出

備考

　熱伝導率の違いにより生じた異常温度帯を
ｩつけて、各種構造物の異常個所を全視野・
�ﾚ触で効率的に検出することが出来る装置
ﾅある。コンクリート構造物においては、浮
ｫやはく離などの異常個所を検出することが
ﾂ能である。

　　　　　　　　　　　、

@　　　　　　　　．

潤
@
、

　機種名

　型番
メーカー名

使用目的

備考

ニューハイケンマつるつる
HIC－196－1－20型

㈱マルイ

コンクワート供試体端部整形

　既設コンクリート構造物の強度を推定を目
的として、躯体から採取したコンクリートコ
アを用いて圧縮強度試験を行う。劣化したコ
ンクリL一ト構造物の強度特牲を正確に評価す
るため、採取したコンクリートコアの端部整
形に本装置を使用する。
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図書名 購入年度 出版社

コンクリート診断学入門　　造物のノ’化対 H20 朝倉書店
橋梁，、“検ハンドッブク　団法人道路保　技術センター　道路構造物保　研究’云　編 H20

イラストで見るコンクリート構造物の維持と　夢 H20

道路アセットマ・ジメント　ハンドブック H20

土木、1構造診断士・診断士　受　必携 H21

語り継ぐ鉄橋の技術 H21

道路橋の　夢・　強計　例 H21

羽で学ぶ地震リスクマネジメント H21

建設オ料実験法 H21 鹿島出版会

．源技術の変遷　一道路保全技術者のために一 H21

保全技術者のための。泌構造の基礎知識 H21

語り継ぐ舗壮技術　一道路舗壮の設計・施工・保全一 H21

老朽ヒ吹付け法面の講査・対策の手1き H21

土木、1構造診断士・診断士補受験必携 H21

河川の竺理と空声II用二川はだれのものか　どうつき合うか H23

非破壊　試験を用いた土木コンクリート構造物の健全度診断マニュアル H20

コンクリート構造物の力学一解析か嚇持竺理まで H20

まちづくりのインフラの事例と基礎知識サステナブル社会のインフラストラクチャーのあり方 H20

地震リスクマネジメント H21

道路。技術基準の変遷一　設。保全のための歴ざ技術基準ガイド H21 技報堂出版

．源マネジメント技術・織　・政策・　　の統合の詳細 H21

、1 Bの耐震・制震設計ガイドライン H21

コンクリート構造物の応力と変形クリープ・乞燥収縮・ひび割れ H21

．源と基礎 H20 建設図書

国土技術政策総合研究資料　　NO，196道路橋の定期点検に関する参考資料一橋梁損傷事例写真集一 H20 　　国土交通省
ﾊ土技術政策総合研究所

、1 S道．　承。　夢の手1き H20

“・月ノ’ヒ’瀧およびケレン程又見本帳1989 H20

、1 ¥造　夢・　強・　造の手1き　206 H20
（財）鉄道総合技術研究所

、1 ¥造物徐壮設計　工　針2005201 H20
ハ、、“

E壮網鉄道。設計　工の手1き　平　6　3月　202 H20

トン・ル　夢・　強マニュアル平　19　1月　711 H20

、1 ¥造物“・騰。査マニュアルSS　IV　O3－2006　平　18　10月1日　正 H20

土木、1構造物の，、“　・診断・対　技術　一2007　又　訂　一 H20 （社）日本鋼構造協会

土木、1構造物の，、、、　・診断・対　技術　一2009　又　一（消耗品として処理してもらう） H22

構造技術　のための非　形　限要法の基礎と応用と　例 H20

コンクリートのひび。rl編・査　　夢・　強　針一2003一付二ひび。rlれの講査と　夢・　強　例 H20

コンクリートのひび。rlれ講査　　夢・　強　針一2009一 H21 （公社）日本コンクリート工学会

CI規準　　（1977－2002） H21

マスコンクリートのひび。rlれ制ノ　針2008 H23

コンクリートと　強オの付　送動と付　構　1」に罰するシンホジウム委　云　口　・論文 H23 （公社）日本コンクリート工学会

∨
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道　　トン　ル維、目理便　　平　5　11月 H20
1・ Bの「L ｽ　9年5月 H20

．道　。の1’設言　金　’　14　3月 H20

道路橋示　目・同皐説V　耐地震設計編　平　14年3月 H20

坦路。示　目・同翠説1共1　　　1V下部　造編　平　14　3月 H20

但　橋示　目・同干説1、滴　　　皿コンクリート橘　　平　14　3月 H20

道路橋示　目・同皐説1共1編　　H網。編　w　14年3月 H20

1道路橋徐装・　　便　　平　17年12月 H20

道路橋　修・　強　例　　（2007年　）　平　19年7月 H20 （社）日本道路協会

塗膜劣ヒ程度標準写真帳平　2　6月 H20

道路．　　（平　17・18　度　）　平　20　3月 H20

設道路。の耐震補強に目する参考資料 H21

道路。の耐震設計に罰する資料 H21

道路橋の耐震設計に関する資料一PC－一メン。・RCアーチ。・PC，ミ　。・地　連呪壁　礎・こ〃礎　礎〔の・蚕言一∋　　1一 H21

’道路。塗壮・防　便一資料 H23

道路トンネル　察・計測指針（平　21　　訂　） H23

磁　深盲試験　実技参考圭Ma　netic　Particle　Testin H20

沼電流深盲試験　実技参考圭Edd　　Current　Testin H20

浸透深傷試験　実技参考圭Penetrant　Testin H20

鉄・　料の磁＼及び浸透深傷試験による欠陥指示の一様の参考写真1991 H20

（非破壊　査技術シリーズ）　磁蝋深傷試験IMa　netic　Particle　Testin H20

（非破壊　査技術シリーズ）　浸透深傷試験IPenetrant　Testin H20

（非破壊　査技術シリーズ）　ひずみ測定Strain　　Measurement H20

（非破壊　査技術シリーズ）　溜電流深傷試験　IEdd　Current　Testin H20

イラストで学ぶ　非　壊言　入門　SNDI｛ H20

非　壊　査入門　NDT　introduction（DVD） H20 （社）日本非破壊検査協会

非　壊　査　2003Vo1．52　No．3特　　’学・　野応力・ひずみ計測技術の　近の動向 H21

超　こ木　言　1 H22

超　こ厚さ測　1 H22

超　こ米　言　　技参　　　デジタル超　こ木　器　｛ H22

超　こ木　入門　（パソコンによる　技こ羽）CD－ROM月 H22

超　壽×　言　H H22

コンクリートの非　壊言 H22

非　壊・〃　壊言　によるコンクリート構造物の　査・，、“マニュアル H22

プレストレストコンクリート技士言　　言羽一x料平　20　6月 H20

フレッシュマンのためのPCj座　（訂　）　プレストレストコンクリートの世 H20 （社）プレストレスト

Rンクリート技術協会
PC　造　の／元設計研究委　一 H22

／持顔要∬　　　。例　　平　18　4月 H20
中日本高速道路（株）

訥計要冒　　二　　。源　≡厄　　平　20　8 H20

呆　，、、　　P H20 西日　高速道路（）

クイズ　　　　造　に　ぶ　土　　彿一がβり　すいミスの　　　x H20 日lBP土
クイズ　土はなぜ　　るのか　　　＿子んで　““　と　壁のトーブル H20



一
〇
。
N
ー

基本からわかる　土斤のトラブル回避術土圧の基礎知識から設計図圭の照査法まで H20 日経BP社

｝れから始めるコンクリート補羽言座　講査の基礎知識から　　でみ立つノウハウまで H20

コンクリート診断士試験合格指南　2008　　畔コンストラクション　｛ H20

技術士牛二7試験建設。門合格指南　2008　　畔コンストラクション｛ H20

畔コンストラクション H20

1純ミスの防ぎ方　会計　査で指摘されないための’・けっを伝授 H20

の失敗　欠陥構造物を生む設計・施工の落とし穴 H20

｝れから始めるコンクリート補羽入門言座点　　講査｛　（ビデオ） H20 日経BP社

これから始まるコンクリート補羽入門言座補修　工事｛　（ビデオ） H20

これから始まるコンクリート補羽入門言座。捌　　（ビデオ） H20

建設事 H23

建設事　H H23

道路構造物の点　要β　共通｛　土木構造物｛　平　17　10月 H20
阪神高速道路（株）

道路構造物の補修要β平　174月 H20

超土波自動探傷　査要β　平　5　5月 H20 阪神高速道路公団

道路。RC床　のひびわれ　傷と耐久性　平　312月 H20

阪神高速道路における、1。の疲培対策（訂　）　平　17　7月 H20 （財）阪神高速道路

ﾇ理技術センター
染持竺理と耐久性を考慮した、1構造物の計画・設計・施工上の切意点　平　4　9月 H20

道路保全要β　平　18　4月 H20

設計要β　　牛二　　　　　。源保全｛　平　20　8月 H20 東日本高速道路（株）

鉄道構造物等染持竺理標準・同解説（構造物｛）、1・合　構造物　平　19　1月 H20

鉄道構造物等染持竺理標準・同解説（構造物｛）コンクリート構造物　平　19　1月 H20 丸善（株）

鉄道構造物等染持竺理標準・同解説（構造物｛）トンネル　平　19　1月 H20

コンクリート構造物の早　劣ヒと耐久性診断コンクリート構造物の耐久性診断シリーズ1 H20

入門染持　理工学 H21

践　設系アセ・トマネジルト H21

入門染持　理工学 H21 森北出版（株）

践　設系アセ・トマネジルト H21

土云z本アセットマ・ジメントこれだけは知っておきたい　総口評 H23

サステイナブル土云基盤構造物 H23

技術　のための　道路鳥持　理の　祭（コンクリート副） H20

技術　のための　道路鳥持　理の　祭（下。構造編 H20 山海堂

局’道路における道路。の，、、、　・　夢マニュアル H20 理工図書（株）

道路。マ・ジメントの手1き　平　16　8月 H20 （財）海洋架橋・橋梁調査会

コンクリート標準示　　　2007　　訂z料 H20

コンクリート標準示　　　2007制疋一染持　理｛一 H20

コンクリート標準示　　　2007制疋一　工｛一 H20

コンクリート標準示　　　2007制疋一設計｛一 H20 （公社）土木学会
、1 ¥造シリーズ17道路．承。の　　と染持　理技術 H20

コンクリート標準示　　　ダムコンクリート｛ H20

コンクリート標準示　　　規準｛　土木学云規準および罰連規準 H20

口構造技術の　　端一その　法と土木△野への適用一　　口構造シリーズ03 H20
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各種オ料の特性と　しい　合構造の性能評　一マーケテ　ング手法を用いた工法△析一　合構造レ・ H20

トンネル標準示方圭シールド工法・同解説　2006制定 H20

トンネル標準示方圭開削工法・同解説　2006　制定 H20

舗壮標準示方圭2007制定 H20

トンネルの変1メカニズム H20

トンネルにおける　講査・計測の評　とII用 H20

構造実験のてびき［2009　］ H21

土木オ料実験指1圭2009　　訂 H21 （公社）土木学会
、1 ¥造シリーズ18腐　した、1構造物の耐久性照査マニュアル H21

トンネルライブラリー牛14号トンネル醜持竺理 H21

知っておきたい余面のはなしQ＆A一余面と　らす一 H21

2010　制定　コンクリート標準示方圭　規準｛　　「土木学会規準および罰連規準　＋rIS規格 H23

構造工学シリーズ15衝撃実験・解析の基礎と応用 H23

コンクリートライブラリー113号　超高強度繊染補強コンクリートの設計・施工指針（） H23

日本の近ざ土木遺産一　子する重要な土木構造物2800選 H23

構造工学シリーズ21歩道。の設計ガイドライン H23

コンクリート標準示方圭　規準｛　　IS規格 H20 （財）日本規格協会

・土交通白圭2008 H21

・土交通白圭2009 H21

。があぶない迫り来る大修｛時ざ H23 ぎょうせい

PPPの進歩形市民資金が地　を　く二市民の志とブ　イナンスの百合 H23

竺があぶない一疲’‘する上下水道を救え H23

地方自治体のための。梁持竺理の手1き　20097月 H21 （社）九州橋梁・構造工学研究会

世　の。大研究 H21 PHP研究所

コンクリート構造診断工学 H21 オーム社

壊　　一失敗知識の活用一 H21 共立出版

．の動・耐震設計法マニュアルー動・π析および耐震設計の基礎と応用一 H21

道路。の耐震設計法　　（ビデオ　） H21 土木研究センター

コンクリートの耐久性向上技術の開発 H21

九州風京街道　みち道’く H21

道寸たちの道　路と風京街道 H21 道守九州会議

コンクリート診断士口　必携言　問題とπ　・π説2009 H21 技術書院

道路が一　わかる H21 技術評論社
心　のための1培設計法（2007　）（Fati　ue　Desi　n　for　Be　inners） H21

設オ料　　（Testin　Procedures　of　Construction　Materials） H21 材料学会

道路6災総，、、、要β　（地震｛） H21 （財）道路保全技術センター

道路6災，、、、の手1き（雨・　雪等） H21

白　　∠　型土云白　　生物　様性白　　平　21 H21 日経印刷（株）

ISハンドブック土木2009－1 H21

ISハンドブック土木2009－2 H21 日本規格協会

ISハンドブック生コンクリート2009 H21

ISハンドブック金　△析2009－1 H21



口
《
ー

ISハンドブック金属△析2009－2 H21

ISハンドブック計測標準2009 H21

ISハンドブック’学　器2009 H21
日本規格協会

ISハンドブック工具2009 H21

ISハンドブック非破　　査2009 H21

ISハンドブック　ヒ学△析2009 H21

ISハンドブック接着2009 H21

ISハンドブック鉄鋼2009－1 H21

ISハンドブック鉄鋼2009－2 H21

ISハンドブック電気計測2009 H21

工Sハンドブック塗料2009 H21

ISハンドブック環±音マネジメント2009 H21 日本規格協会

ISハンドブック　リスクマネジメント2009 H21

ISハンドブック　械要素2009 H21

ISハンドブックねじ2009－1 H21

ISハンドブックねじ2009－2 H21

ISハンドブック　非鉄 H21

Failed　Bridhes：Case　Studies　Causes　and　Conse　uencesForeword　b　　Christian　Menn H22 Wiley－VCH

寿命ヒ時代のコンクリート補修講座社会資本の荒廃を防ぐ点　や補修のノウハウ H22 日経BP社

写真で見る橋の構造形式道路橋の保全のために H22 藤原稔

コンクリートのひび割れと破　の力学王象のモデルビと制稚 H22 三橋博三
2010年度　　標準問題　　（固体1級）＜　7　＞ H23
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1．道守認定者のつどい

◆　第4回道守OB会

TドntHL’Ol：．．．1．．！／1

lll4．llil：ilQ－Pgel！gg

＝一一 uぽ口・川・目・・…1－1・，・・］ 場所 産芋宮．運博蟻訂二本雪．　2ト　府府．棄

ムコn．T「碗祢廃．祀言．川6h

配右官七

認定者：田喝．山臥原．菩．三浦．吉川、郡家、松尾．副島、前田．松倉．梶原．堀jn．江…

頭、小笹．房矯、三根．宮崎．山口［19名］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

長崎大学：松田先生．中村先生、森田先生、出水研究i、牧野研究i．涙部研究員［6名］i

資料4．1；道守蓮嘗櫨譜会への要望書

貢料4・2：愛護団体・アダプトに閲する資料

責料4．3rMEの会の現況に関する責料

磯揃細

〇．全体

　　　1月IS日に道守運営協頴会に提出した要望書について吉川氏より説明があワ．道守の案統をつ（るたぬビのような活動の方向性

　　　を示していくか決定するため頴論し、まずボランティアで点検を行って意思表示をし、亥績をつむために長崎県が取0紺んでいる＃謹

　　　団体・アダプト制度に登録し活動を行うこヒが決定した．．

Oiな意見

設　案務　どの実　的な作案にかかわる1にポランティアで目　点検を行うなど市町にアピーJbすゐ活動の実績つくる必要が

襲
τ活動するうで、 まとめる　　の　ができて」宙いと這　　者　先走つて｝　すことに・がある

工　の　の　　工　で

は △

ヒして、 ど　一えぱ　　カワピールで　　ヒ、L

・⊆．うので一オプザーA－　n立　で　加し．‘ ヤ：ヒで．

・にffWW
忘　　1こヒが・　　が

の に　加し つむことで として にs　　して　らえ　P　　は

o決定Pt項

噂地区の道守田定者で長簡県が富ロΦ鍵田団体・アダブHこ畳録L実績づくりmた助に圃道、県逼＼市遭にBいて一

　定区間t年4回以上道路パトロール・目視点検・簡皐な補修・結果報告槻実筒ける。

・長崎、佐世保地区在手始めに異施する場會メー羽ζて口定者にお知らせする．

　（具体的に臣各地区の幹事さんに実施蚕領を取りまとぬτもらい、活動に陪してω保陰など童守騰曽実施状況縮1：

　しT、年4回以上をどの時期にするかなビ詳緬●詰め晶必要あり）

・亭故Φないよう恒宜に行動すぺ専ですωで、認定者同士でと知恵｝出しあい勅果的t亘用壷図る．

スケジュール

1．開会

2．道守認定者の活助の方向性について

3．ゼの他講諭、買疑応筈等

4．次回までの開催日等の法定等

．1
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．．．．
ﾈ下緒事欄要．一．．一．．．一一一一．．一一一一一．一一一一．一．一一一．一一一一．・．一一．一一一一一．一一一．一．一一一一．一一一一一一一一一一．

O這守還営協議会に提出した妻望書に閏］て1賀料．4－‘）

　・1月18日1こ道守遣営協樋会に提出した昨年に3回行った道守OB会及び道守活動の今後にっいてアンケートを実施した結果から

　作成した妻望書について吉川氏より説明があった，その中で妻望書「こ対し（具体的な退答がまだいただけていないこtヒ、道守の案績をっ

　くるた肋どのよラな活助の方向性を示していくか決定し4月2S日‘．水1に開催されdi今年度の蓮宮協議会に再度活動の方向性について

　妻望したいヒ説明があった⊆

O遭守認定者の活動の方向性にっいて墳料．4・2、4S）

・道守認定者の活動についての内容や．長崎県が取り組んでいる菱護団体・／－j　ijブトとして登禄し活勤を行うこtについて頴議し左．，

その中の電見

　・　まだ点検が行き届いていない市町をターゲットに活動してはUうか。

　・　橋の点検は撒や頻度も少な」WOで、斜面などの危険田所巷行ってはどうか｛県管理で約20〔O冨所あリモの中で要対策箇所は511

　　　笛所近くある｝．．

　　　市町の防災点検に関して［≠まだ、デ→ベース北が進んでいなLtころもあるのではないか，

　　　団体をXり活動す5上での環疵責任はピうなるか「

　・　まずターゲットする市町に本当に道守のよう力人材の補anE必妻tしT：いるのかアンケートや調査をすべきでは亀いか。

　．　活動するにあたり各地区ごとにヴルーピンヴして、自治体駐員と一緒に点検なビの活鋤を行いアピールす翫

　　　譲計業精などの実藩的な作業にかi）わb前［こポランテtアで目視点検を行う●ど市町にアビールする活動の実緬をつくる必凄があ

　　　る．

　　　NPOでの活動で費用を拍出して行つていくか，愛謹団1＊としてポランi｛アで行（かなど梯々な意見があるが、大学も含めてこれで継

　　　続できるとい壷活動が見えてこない、

　　　現状として道守認定者の活動の鳩が与iられていないし．勝手「こ活鋤はできないというと［ろで、まずボラン〒イアで何か活動G行って

　　　みてはどうか、

　　　活勤をポラン〒イアで行う場合平Eは難しい。企1として利益に結びつかない活助［＃一社員として難しい，

　・　NPOを設立し業務委託する塔合、県としてtsぜ特定した団体に委託するのかと言う点で問題がある、、そ◎ような業務を行っている企

　　　業「こも影嘗がでるので雛しい，

　　　まずポランテfアで点検を吊て意思衰示をし、実練を出していかなければならないのではないカ㌔

　　　工事の中の創意工夫で地培貢献として．点桟し簡単な補芳なピを行えぱ道守がアピールでき駄思う．

　・　点検だけで塩く、観先ルートで活動を行うことで観光客への珊墳登備に蘭する提案や活動を考庭し行つてほどうかセ

　ー　遁守認定者が活動するうT・、それをまとめるヒころの形ができていないと：．先走って活助するとこらに不安がある．

　　　インフラ長寿命化センターは存枝の可能性が高いが．、現状の道守スう．ツフ脳ことは大巽難しい‥

　・　将栗的に地元の企業でないヒできない仕事は必ずでてくるので道守の芽は無｛してはい（†ないと補修専門大手企案の方が話され工

　　　い主

　　　現段階では遭守盟定書の技箭の俣証という苗で．長k県に技術者ヒして認めてもらうのは艶しいがべ公的資格にifLUンリリート諺

　　　断土や鋼構造診断士の資格取得のステップアVプεして活用できればと考える，

　・　追守認定者でネットワーワをつくリボランテ1ア的な活助で点検などを］1戸ていただくことは，自治休としても助か6tl思O．

　・　橋梁点榛は今債も定期的に長崎県は行うので．オプザーis一的な立場で参加し訓縛をつむことで県b：求めるとこ6t同等の評価が

　　　できるこtがわかれば、将某的に道守認定者が定期的にA検するこttff可能もあり、壬の梼な実績をつむことで技術者として長崎県

　　　に評価LI6らう話ができるかもしれない。

　・　インフラ長寿命化センウーと認定者は一体であるので、この関係日崩してはならない，

　　　岐阜県MEも道守と同じような書題があ乱今の道守と違うところはME同士で地埴ことに活動を〒i’コているところ．悩む前にまず行

　　　動を行っている，

oぞの他べ質霞応答

　・　県北地区では道路全般の点枝は行き届いており、点模だけで［≠丁て「に遅いのではないカ㌧．イ）フラ長弄命化センターを中心に物性

　　　試騒などでき奇専門的な椴閏を作’た1ヨうが艮いのU≠ないか，

　・　市町道路管理者会議後の自治体からの受諭申講状況は？一・現状．tして1名S望があっている，．

　・　認定者は少しでも道守のPRにつながるように自治体の方などに認寵証を見せでアピ→しして敬しい，

．2．
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◆　第5回認定者のっどい

作戌n201：δ・．・i

E蒔 「隅国Lt手召　Fミ1村ヨ　（轟1　　［⊥．．／）り　1　　L2：ω 場．所　　　‘．1．イ；．ンコ．th．ア．マ　ラ．1．ri　ZF　ft　i．←一窒1

●叩肴（．敬†灯：旧芦‘

6戸㌔．烏惇

長頃県二県庁道路維持課中課長、嗅庁建詮企画諜馬場抱括課長補佐［2名］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．認雇蓄田島、森、吉川、松尾、副島、松倉、堀川、弄エ、μ↓口、三．田村、水口、山本、梶1

原・小笹・rc場二根・宮崎」lr・・a田・甑篇・・ft－・di・－E・干野・藤山・nl

瀬、中原、盲貿、山臥木下［3‘名】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

長崎大学．松田先裳、甲村先生、森田先生、出水研究員、牧野研究員．渡部研究員［6名］1

責料5．1：遭守養成ユニットの進捗状況資料

責料5－2：道守運営協議会への要望書

噸称陶

mrg
o全体
　・　道守養成ユニットの実績ヒ今年度の状況について説明し、道守運営協訟会へ提出した要望書中の要望項目を

　　　確認する形で会議は進行した．現在、ボランティア個人の立場で道路の点検を行7ている活動を．平日に企業

　　　活勤ヒして道守認定者が長崎県職員、県OBと共同して、橋梁さらに本年度から実施する防災脆険箇所）点

　　　検を含め参加できないか議論した。その中で企業として参加する場合は、企業がある程度の評価を得ることがで

　　　きなければ参加することが難しい。

　・　長崎県としては道守活動を支援する活用方法を検討し努力していきた1．、旨等の発言を頂いた。

o主な意見

　・　本年度よロ防災点検を長崎県職負ヒ県OBで予定しているが．点　の　　や箇所　が多いため　　1りの人

　　　一のではないかヒ考えてい翫そこで道守認定者の活用も含めたかたちで点検を進めていくとこが

　　　できないか考えている＾

　・　防災点検する危験箇所は2000箇所近くあり職員とOBだけでは厳しいと予想されるので、一

　　　丈幽と考えe．
　・　入札制度において道守や砂防ホ’ラン〒tアを優遭する措置がなくなることをH24．2建設新聞｛こ発表されたことを踏

　　　まえて、道守の活勤を県に再認識させ、一るシステムづく口
進めなければならない。

’　ム蝿企業の醜として反映させるためには　個人としての活動ではなく企業の活勤として盟
の活　としなけ　ばならないhS平日で．も　aできるのか？また，その場合は社会貢献活動とLてポイントされるの

　　か？

・　個人としてはボランティアで休日なと．に参加出来る時に参加していけるが．企業とレて平日に参加するMは．麩

　　である程度評価を　ないと参加するこヒはむずかしい．

・　将来的には道　の活動の実績を　み上げて長崎＝からメリットがある企業活動とLて評価していただきたい．

．1
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スケジュール

1．開会

2，道守認定者の活動と企諜としてのメUvトについて

3．ぞの他議論．質疑応答等

．．．・

ﾈ下議事概要・一．一．一．一．．．・．．一一．一．一．一一一．一一．一．一．．．一．・．一．一一一．・．．．．．．一一一一．一．．．一．．．一一一一．一．一．．．．．．．．一一一．一一．一．

o道守OB会

　Q1，本年度よO防災点検を長崎県職員と県OBで予定しているが点検の頻度や箇所数が多いため従来通りの人

　　　員ではかなり厳しのではな」吻と考えている、．そこで道守認定者の活用も含めたかたちで点検を進めていくとこhS

　　　できtSいか考えているe

　　　防災点検する危険箇所は2000箇所近くあり職員とOEコだけでは厳しいと予想されるので．道守認定者が参

　　　加すfi余地はあるt考える．、

　Al．　県OBの方と道守認定者により手分けして点検を行って頂けば、我々が要望していたことが実現でき非常に

　　　良いことt奏えまず．
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釆年度以降の養成講座の予定はあるのか？

来年度以降の養成講座につLSては、長崎大学と長崎県とで検討している段階で県職員や市町職員を対象と

した萎成講座なピも検討しているu

来年度以降のセンターの継続はピのような状況なのか？

インフラ長寿命化センターは残って」、くので、道守のスタッフなピの問題はケアしていかないヒいけない。

入札制度において道守や砂防ヒいった部分がなくなることを踏まえて、道守の活動を企業のメリットも含めたかた

ちで長崎県として受け入れられるシステムづくりを進めなければならない。
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個人ヒしての活動ではなく企業の活動としτ平日に点検なとの活勅に参加できるのか？

個人としてはポランテfアで休日などに参加出来る時に参加していけるが、企業として平日に参加するには、企

茱である程度評価を得なL定参加することはむずかしい，．

道守の活動が良い方向に進むように県としても努力していきたL竜思う．認定者は少しでも道守のPRにつなが

るように自治体の方などに認定証を見せてアビールして欲1．いtt

施コ：者として意見ですが、県内のコンサル業務を県外企業が受注している場合があり、工事設計書の内容で

質問を出しても返事がこないケースがあり、自社で対応処置するケースが多々あ1ます．施工方針として私共

施工業者はC発注者・設計者）の意図を確認しながら、施工を進める考えで工事を請負っていますので、（発注

者・設計者〕の意図ヒ違ったものを造った場合の不安が常につきまヒいます．

そこで．提案でありますが、県肉コンサルで出来る規模・内容の事業は出来るだけ県内業看に発注して頂きた

い．．

それは、工事設計書中の内容の質疑に対して地元業者として現壌での即実対応が可能であD、lrt、発注者

との合同協議も必要に応じて対応出来るからです。三君協議しての施工工程で進行いたしますから．品質確

保はもちろんのこヒ設計・施工業者間での食い違いがなくな1ますhそのため、県内企業に発注した方が技術力

の向上と構造物の品質向上を図る原資になると考えます、，

．2．

一資料4一



介

今日のボランティアで点検を行っている中で、点検だけでなく計画過程から供用時のことも考えながら長寿命化を

策定することが重要なのではないかヒ感じた。

山口県ではコンリリートのひび割れにつ」1て産官学で対策を進めている事例もある．

今行っているボランティア点検に県の職員のかたも一緒に参．加して欲しい。

施工者側としては構造物の長寿命化吏図り．何年もたt］るための施工をするのか基準値を設定して明確にして

いかなければならいのではε思う。

今年度ネット上で構築した道守ポータルに質問箱の櫨能を追加して欲しい．，
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3．募集要項

◆ 平成24年度道守、特定道守、道守補前期募集要項

　　市

v＃｝
職暗椎韻

文部X学省X学枝術貰略禄途費毫地奴再生人材“出協点の形成）

平成24年度
「観光ナガサキを支える　道守’」に係わる

養成講座の受講及び認定試験の手引き

道守捕（前銅）コース

特定道守コース

道守コース

申請書受付期間　平成74年3月1日〔木）w平成74年4月9日〔月）

受講者尭表　平成74年4月77日〔金）

　畏周×学
×学院工学研究X

◆平成74年度「観光ナガサキを支える’道守゜」に係わる

養成講座募集蔓項・

申請について

◆道守補〔前期）コース・

募集内容、募集について、養戒講座の受講、認定試駐

◆特定道守コース・

募集内容、募集について、養戒講座の受講、認定試駐

◆道守コース・

募集内容、募集について、養戒講座の受講、認定試駐

◆各コースのカリキュラムと開催時期・

◆申請様式・

襟式1　受講申請字

襟式4

妻務経屋字

受講希望理由字

文■魂■省魂学披術繭略描進賓t地域■生人材o出愚点の帯票｝

1．観榎

平成24年度

「観光ナガサキを支える“道守＾」にMbる養成騒座

房賃要項

　長埼大学は、長埼県と連携して、長埼県の重妻な社会遼本である「道1の樋持管理
およびモれに関ずる族術の習得を巨的とし、「道守1美愉のための教育プCtグヲムを開

始し式した。これは、文師科学省の科学族術態略描進費（旭域再生人材創出抱点の形
愉》に「領光ナガナキを支える’道守．．美愉ユ≡シト1《早戚胡年庄～訓皐鼠）とし

て裳択之ftltものでず白本プCtグヲムは橋やトン＊ルなどの道爵関連施酸等のイン7
ヲ構置絢の樋持管理に関ずる籔速を速材とした縫着と汝習および点検裏習を中心に進

めらftrkず。

　プCtグヲムには図Lに示ずように、⊥一一」
－W＝一ス、縫着と県内各旭pm橋ve等でpmk検裏習で構愉之ft
式ず．各＝一ス、全縫着終了後に憩定鴛験を行レ・式ず．憩定者の方には、r誼陪口■需

o有但φ“含・逼“」r遁蛤④府●などφポランテイアへ◎9加」「鶴拍■冒A②眼り
岨舟」等の清勤を適して、長埼県のイン7ヲ長寿命化に携わってレ、ただきたレ、と考え

ており式ず。

　平愉21牢度の「造守補く前期）q一ス」「特定造守コース」「造守コース」の受縫者を以下の

妻領で募蒐し式ず臼

×「道守槍［後期）コース1「道端助員コース1は別途募蒐いたし式ず．

←　　　　　　　　　　　レ 無
己千構“●　構領レペw 市是構臣 ・賦市是

己千構

試ﾅ己千 劉遣レペw

±牛竃工曽玉怠±

@　澄析±

培元Bめ祢摩●
|元Bめ祢．巳
|元也鬼摩●
|元也鬼．巳　＆ど

己千 舷椅±　酋±

●守“恥・．／ISk．ま品窒づr，！：

　冶守●怜人、ぷ人，＃ぽ悔Wttも人

一　　　「‘L．任人．Att計・旦項、・！t（柄閉｝　　　　　書■阜で巨◇人

一　ヲ’人」人芸漂綴票；《⑮人
　．．ノ

目1「慨光ナガサ⇒を支える閲遵守「1に係わる要琉塘塵

t．申■について

〔D申折手続き

　受縫請望者は、所定の申折書に必妻事頃を記入し、下記の期間内必着で「道守
美愉ユ≡・t卜事務局1ぺき付して下之い．

　D　申折書受付期間　平愉21牢3月L目　［木）～平愉融牢1月P目　［月）
　2〕　申折書類等

　ぴの頴を提出して下之い。
　申折書は6べ一ジ以隆を利用、砦しくは下記URLからダウンCt一ドして下之レ、。
　　　　　　　http　／／コ］em　enE　naEaEakコ・u　ae　コP／mコehコmorコ／

様詫L
様詫2
様詫3

様詫1

様詫5

受縫申折書

居湊票

裏務題湊書［Φ、②の2覆類を用琶してレ、式ず。記入しやずレ、方を
ご利用下之レ、）

受縫描駕書［厘＝舎一
受縫請望理由書

3〕　申折書類提出先

　上記書類を一括して、所ttpm期目式でに「道守豊rkユ≡’t卜事務局1［長埼大学

工学研究科内）ぺごき付下之い。

〒s陀・s陀L

長埼市文教町L・Ll

長埼大学大学院工学研究科イン7ヲ長寿命化センター内
「道守美愉ユ≡シト事務局1あて
了EL　　　5・SLP・2SSO　FA　　 OP5・SLP・2S『P

E・maコ］　　mコehコmorコ9m］　　aEaEakコ・v　ae　コP

〔2〕申折上pmva琶事頃

　D申折書類を痴きずる揚合は「簡島書留1とし、封筒の癌に「道糧愉ユ≡シト
　　受縫申込書在中1と朱書して下之い．

　2〕申折書類に不備があると受付けることttでき式せん。記鹸には十分ご留琶下之

　　レ㌔

　3〕申折書類に虚舗の記鹸があれば受縫許可を眠り消し式ず。

㈲遵披方龍
　運営協礁会宴は、提出書類を基に美愉縫座の受縫者を遵披し式ず。

　なお、本’道守．．美rkユ≡’tトは、科学族術態略描進費（旭域再生人材創出抱点

pm形愉》に沿って、離半島が多い長埼県内各旭にk在ずる道爵関連施tt等pmイン
　7ヲ構置絢の樋持管理とモれに孫わる人材創出を巨的としてレ、式ず。したがって、

　　　は　　　　　の　　　　　　　．pmtt．ンス　　ーよぴ　　、　　公
士 して　　　　ことtt　　式

Cl）発癌

　　平愉21牢1月2『目〔金〕式でに本人に適知〔発き〕し式ず。

㈲閤レ、合わせ先

　長埼大学大学院工学研究科イン7ヲ長寿命化センター内

　「道糧愉ユ≡シト1事務局
　　　　　　　　了EL　　5・SIP・鈴SO　Fぴ　OP5・SIP・：STP

　　　　　　　　E・ぬ　　　 mコehコmorコ9m］　naEaEakコ・v　ae　コP

　　　　　　　　　　　　　※　呉崎±学Pt呉崎妙問鋲＃陽問ピ恵携」て「遣ヂ．浪攻ユ＝，ト含
　　　　　　　　　　　　　　鬼汝　■活ナ≡△衿に匠±±九△路狼※
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道守補（前期）コース

1．■●病●

　　口郎　貰9　嵩貼朽f誇ぐ捲力v冶き
　イ　ーア恒造　「　　　唖L　トひ工紺
　　●し｝．tt力　　　　　L　　膀泉戸tt
　僅　　　　　筆，．花智しヒ　　兄11▼

　　ト．．　　　　さ．1tt，d⑯r

　　　　　　フ　　　　E　　　　v　．　　　tt

．一 Xミ．開ば．　　廃悼．百鞭1《昧tt

序湾■〃を　　　当．｝．

　　　　吟　　F■杉よL．n．F昏
ノ　　　杓「　　士‘しら声故T．⊆

　干　　　　　．ハ　　r

2　高おにつLtて

　．．ff享

　　　冶　　 幸地忍（商瑠　　　　ft倉盲．

　．．夕巨“’tm頚ぷ

　　■蜻’　　　　　　 占1■、再艮1〆．　　　．　」．∨　’朽r、5±τ吾河
　　　　！　　．　　　　．「　　　　　　垣モ」江　　　　叉舌ち，．「r

　　　　t－　　’　r　畦碗’7A⊥　　■　　．椋念吟⊃鬼讐1文忘≡’．　L埠
　　此．祖冒　宣曽t．　t「傘Ψ　「」．　　．．9　　　り∋d．

3　■虞●直否受■

　．．．．異椋笥明

　　　　内↓　　　　，下．　　rm．　　　　≡守コ盲　．タ．阿闇．悟　 」　　　「

　　tt　　　，訂　ぷ冒色　・｝．．　　　さ±．．．”お　奇が百r　　　’tt．

　　．’　　　．、ア「」　e冑仔t／．．ク岸ぎ嘱　　しゴ了．

　　　　　」f≡甲．L［　．a）．．苧厭「弓　　η：」．［

　　　　　方炉．
　L．　遠亭
　　［状妃．完馴

　　　　　手　×紗七’
　／：　　，’

　　1樗撒”　　　　琴外t．t－　　　．歌SナP　罵習’　評S／十呼」「．　一心㌘．■

　　．シご“e　　　　　⑨ざ「」少「．穿　　　’必巳　 噂杖．哀刀『ノ＜btt頁．・象「川宵

　　．　c

　L↓．．

　　　　　実w　星は　陣亮、　　　∫　素冒［　　「　　1r，「．黒．　．．Tハ’若　．

　　カ　　　￥　　．tt“緯「「［’　　　　　　甲

　　　　　　　　　．　　　1．　　　　　　1ttト．　．参．　．　．．．．．．　：卜

　．E、　　嬬　　＃払

　　　　　．　　　　氷．間ト　．「 專笈　　 」已 匡冶ぽ産tt　　　　　 朽 ㌢尖　　 ．　　　　　　　　’

　　．’　まtら　　．’「e、i‘　i雪　 ．t．こ．縛di松．ト　　　ぐノ．、■来．　　　　b

　　．　「⊥．．町曹匡里牢ρ’曾●〉．　　う．　　［き」」．

　　　阿　　．．停止

　　　口　　　悼さ．婚　　ふ．しか“杉．［．’いゴ己訂‘銃■β7　　　．・唇争，．

　　㌻＃宵」．　　　シ停ヒ　　　r．

4．工皇質殻

　　！tE袴
　　丸爽　　　　　怜　　 ．一㍉ぞ　　　虞填　管冒　寮習さ．受日　　芝緯●‘コ

　彫±＃　　　　’し　　〉［さ9t．

　　聾戚

　　S憤．i．5元F朕1iwポ良三LyT．
　　．’事妃ダ，

　　　．‘ぷ一直巖‘t冷“　　　1賓造ら・■念．．叉∨．　　．三．．1utt拍ほ　　　タ

　　　H膓ts頁■
　　　．面留父●

　　　』妃家寅’「ぷ裳L「己亨‘’基百京菟1　　　tん“床eLIS次か

　　　R［
　　　4　　 F．目．1ピ　至
　．．uPt，　　　冶

　　蛍摂
■糸 兵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 令　　　こ弓 敬 膏 ．聾号 t　 ト　5　と　 と　

V
． ト；

．　 @〆　　　　 廿

　　寿．．じセLつ　 ら∧　．．　　　　胃る　　媒“ぺれブt－

　　　　　　　　Aる契只ピ焔tt皐び目　　　．£．

特定道守コース
）．蔀抽内■

　　埠勇　　　　　　　 1s．　　　冶庁　　　　ス　　　　　　　笑d遠t聖苦，，．
　　　　　　　　　　　ロト；　　　　某梧　　　　　川

　　トしド桁パ必芹．　　Lト．楕校夢后ウノ．　　椙措析⊂’　　　　　　怜惨曽

　　唖頃災傷⇔鱈　　　　　吉s嬬「匿u臥　　　　　　 朴　　　　tt　　［
　　’L’・写佼　 ’　　エSt千1－’．　　　　二」　　　亙
　蛆し．｛　　　　　　．特逆．．∨界丁．　　　　　　ttth荷　ゴ　　之ダTC，．亨ぐ

　　キ宵歳し∋「．

愛　●捨仁ついて

　．．．鳥　’

　　　］r　　　　　　　　’．．　箔豚造＝－t－’．’〆汁’晶．．

　Lt、1　　　　　　　i弟
　　▼貝　　　　　　　　　　雇r吉　　十　　　　槽　s閉∬nyい．．ゴL　　樽
　　　　　　　　　　　　　　　「R　　　■　　撒竃．蕪詮1＞　　　　　蒔
　　」．　　　　号象．　　f　「　　　：と　　｝／tた帖ttオ㌧玄み∋．ヂ．

　　　　　　、「　　　　L　 ↓「メ　　ト．　來4乃叉辱1夷喧こ’．54
　　鳶．祖●　貞召‘　　　　　．’」．」〕　〔更　　リメ司．

3　口戚頃麿o喪戚

　［L．＃“晶戸

　　4　　　　　 ソ〒☆印　　　　．1　
．≡ ｰ　「U二漉P．舗澄FF1　●灼〆「∫改

　　　　　　　　　素款〉．r　　　ee’！　　．　tt☆　t声lt■A与的tt．．ケ．ユ

　　　　　　　、　　．t．4括㎡　　　　ポ　　Lコ庁．

　　　　　　　　　．L［　．　　　　　t4＃，fiL÷［　盈．
　　　　白き愉　　；一
　L「．

　　曇校．　　ア乾　　　．’
　．　　阿T

　　　匡．　　　　　郎tt　　　　　　裂丁「降　　囚弁　　　↓尋ny．”／←で』

　　　令一　　　．　　※s　　　　　　t＋．　堂但　古育　　　、竜作箪辰迄薦t
　　　　山
　．．鳳星」’贋宴

　　再で　声　　　．　　，牛怜tt：L’≠Sd苧e　　W占．．．∨nsメれ☆t．

　　　　レ、　　　，ハ岡「1「v庇．　　．ΣF下t．L．
介． ，liは　1「A ▽　佃．ヨ　　1十

益血．．必ll！antLh
‘．．．旨．　　‘「’　　　【

tts　と一．

　．圧．唱冒口星」’買巣

　　　　　　　●濡斯聞R　　蔦虻A巳　　　　　　●　　　　　　　　巳．1●二．
　　　　　　　㌣むピi■．」．　　e　　　「　　岸　ドr恨　　　　　　　 氷itt；

　　　　．⊥り町否邑厘借．つ　　を　　　．　　［さ1寸・

　G，7兵克
　　責x百　　　　ぼ　　5ことt／迫悟．．．．’t．と眞有椋泉会．串：ト断L㌧・らに「≠

　　撲●『」．．！禄k停止、　↑．

ス　・註杖量

　’‘．　　慣辱

　　、㏄ト：1　　　　ぴ　　1－．ttt令てワ産勇．憤1　宵9’．ミ鳶しt一匂昧R

　　　ポE‘　験≠r」⊥tt／き’←．

　　　　　　が耗杜●　　　Pt快t，
　　　　　　頃

　　　ぷ．トqt．　　　　．7二筆UF験　 」　ゾ　　’ヨ司造あ⊂開i　め”　匝借
　　　　　ト2　　　　ぐ．プガ〉樋女．Fし＃壌

　　　　　x．
　　　　　　頃t，ひttt．．「．「　’冶幻玩必ミ違煩齢十卜i‘彩卜三i惇ti狩

　．1　宇

　　　才　　　：＝鳶！さ　　　　日　　　　没千惰隠et「≠金ピ

　　　咋　　．　．蝋tt　　　　「

　　ぎ　　　　　．．．棒　．　　　遜畢遮鰺●　　　　　　　．L．．　　　　7夷

　　鯉南　　　　　　　　　見　　　骨耀呂qぴ　　　　　ト．

　　　　　　　　　　　　　　　．球．　　‘口　．．」．，
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道守コース

1．■●病●

　　口郎　貰9、嵩貼朽f誇ぐ捲力v冶き　　 ．一 Xミ．開ば．　　廃悼．百鞭1《昧tt

　　イ　ーア恒造　「　　　唖L　トひ工紺　　　序湾■〃を　　　当．｝．

　　●し｝．tt力　　　　　L　　膀泉戸tt　　　．　　　吟　　F■t／よL．n
　　　　　　．鞄筆，ヒ花智しヒ　　兄　　　　　　ノ　　　杓　　　　　 声故

　　　　t，碩Sh．　　∋．＼．．1守頃　 ．一 @　　　　 ピ炉．唖　nl当㌦を　t／
　　，．“匪．．＃鳥　　　　百．卜下㌔　　，：社管－　　　’　　　　シTF汝　三愁再SΨぎR，良

　　・．

2．宴■「こコいて

　．i．　　員　　：セ

　　　　　十　　hb　　冶
　　　乏．，と．」　　．預　　L4二　　　　　皆⊥　碧尉⊥宥　翫二k’「L夕’

　　k◎寸シ⊥プ吐　　　　異桜タけ　日．5tto貝．矩若哀、頃R’．ナ㌧
　　」［．を　 「わ）　　」「．tt、　　　　　＃．．　　　　、き’・」司．

　　　賞　　　・．「二　頻峰　　　　　　　　‘1・；嶺束尋n見鴇＾来竃全’Lξ蜂

　　妃．冶習　ちaに．☆rs劫．ヒ　ヒペご　■「1bハゴト．

s．異庄■．di堂m

　「　　　nrp
　　　　　　度．　　4ガ間ド　　　　　’」．」．1岬間．開鳩遥7．　夕埠
　　ペ　　　　　ロ　　　十る．ト「．　　　　　卜．　t’h．ゴ惇辛t’＃鯵柏tt、

　　　　　　．ド　　　　量筒●　　　　　　　 d≠．

　　　　．　　匁　　　．ピ　，≡，’μ　　d電ω巳1Lピ　レ‘．．

　　　　s／尺力甫　　；　’

　　　已讐序

　　　閤　　　×紗七’
　．．づ昧

　　1樗　　　旨　　　琴外t．t－　　　．歌SナP　罵習’　評S／十呼」「．　一心㌘．■

　　．シご“e．．．　　　⑨ざ「」少「．穿　　　’必巳　 噂杖．哀刀『ノ＜btt頁．・象「川宵

　　．　c　　．．　甲

　L↓．．

　　　　　攻口屋　　　w噛、骨di－1守．　　タ．．．．　．亀造、ヨ　　　炉⊥rFぜう

　　」．　　　　￥1’．　　　　．」　　　　　　｛’　　　　寧旧．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　∨　　．テ．　　　　　　　オ．．「　　　Fntノ

一＿＿　　　　　　　T’「1．．旨■t．E析■t丸FM」　参 ト．，tt1．
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4　■1蹴口

　　　R恒陪
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　　SR［
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　　　　　波ず　　　 ．．　　　　u　．　　　　在t↑罵暫丁＃　亭免怜
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　　　　　　　　λ曙7⊆　ア毘．5ヰL月　き．芦

ス㊤ノ．」F⊇ラムナ聞冨賄羽

q．造　　．き．“1

口．i　　　l冨
鯛i．ト　　　 泌」．）禄秒士e

　吟．

1幅b■

魂■珊9
／r9．ド1‘倦τ

嗣填邑t耳芦1、尋．．X儒

オt／h－

Xx．

’tt

冶絃・姶

逼→蔦去＼笛

ト珂1．舟

1i舟tt目

　　　　　　　肉白＝一：
丙●●　　　　　怜没●●

　　　　　　　朴1卜‘　・

■．必く］
　　　　　　　　o
．声舟．

E．±E舟

．h］，

冶日　．■　　　　」鼎1戚目

ト『．ユロ女喝O　．狛：．

已
…
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◆ 平成24年度道守補後期募集要項

璃
載略椎韻

文部X学省X学技術貰略禄途費毫地奴再生人材“出協点の形成）

平成24年度
「観光ナガサキを支える 道守’」に係わる

養成講座の受講及び認定試験の手引き

道守捕（後銅）コース

申請書受付期間　平成74年fi月1日日〔月）w平成74年7月77日〔金）

受講者尭表　平成74年日月31日〔金）

　　畏周×学

×学院工学研究X

◆平成74年度「観光ナガサキを支える’道守゜」に係わる

養成講座募集蔓項

申請について

◆道守補〔後期）コース

募集内容、募集について、養戒講座の受講、認定試駐、カリキュラム

◆申請様式・

襟式1　受講申請字

襟式4

妻務経屋字

受講希望理由字

文■魂■省魂■披術繭略描進賓t地域■生人材o出愚点の帯票｝

1．観榎

平成24年度

「観光ナガサキを支える“道守＾」にMbる養成騒座

房賃要項

　長埼大学は、長埼県と連携して、長埼県の重妻な社会遼本である「道1の樋持管理
およびモれに関ずる族術の習得を巨的とし、「道守1美愉のための教育プCtグヲムを開

始し式した。これは、文師科学省の科学族術態略描進費（旭域再生人材創出抱点の形
愉》に「領光ナガナキを支える’道守．．美愉ユ≡シト1《早戚胡年庄～訓皐鼠）とし

て裳択之ftltものでず白本プCtグヲムは橋やトン＊ルなどの道爵関連施酸等のイン7
ヲ構置絢の樋持管理に関ずる籔速を速材とした縫着と汝習および点検裏習を中心に進

めらttinす。

　プCtグヲムには図Lに示ずように、⊥一一」
ua＝－awa±A＝一ス、縫着と県内各旭pm橋ve等でpmk検裏習で構愉之ft
式ず．各＝一ス、全縫着終了後に憩定試験を行レ、式ず．憩定者の方には、r誼陪口■需

o有但φ“含・逼“」r遁●④府●などφポランテイアへ◎9加」「鶴拍■冒A②眼り
岨舟」等の清勤を適して、長埼県のイン7ヲ長寿命化に携わってレ、ただきたレ、と考え

ており式ず。

　平愉21牢度の「造守補く競期）q一ス」の受縫者を以下の妻領で募蒐し式ず。

×「道守コーユ1「樽定道守コース1「道守槍［前期）コース1の募蒐は終了し式した．

×「道守槍助且コース1は別途募蒐いたし式ず．

■■脳・．1・駄．瑞品惚ご

呼く歴 厨蚕令　コベス

ﾈ千構“●

@直千構

構領レペw 市是構臣 ・賦市是

梼芝己千

@己千

劉遣レペw

±牛竃工曽玉舷±

@　澄析±

培元Bめ祢摩●
|元Bめ祢．巳
|元也鬼摩●
|元也鬼．巳　＆ど

舷椅±　酋±

適守■・‘o人‘t人，☆籟悔：h．〒●e人

頑マ　　　侍人・，5人．扇㎜．鼠凧■全思
〔栖妬》　　　　　　■■がで企c⊥

纈一．工識器‡鷲・・

目1「慨光ナガサ⇒を支える閲遵守「1に係わる要琉塘塵

t．申■について

〔D申折手続き

　受縫請望者は、所定の申折書に必妻事頃を記入し、下記の期間内必着で「道守
　美愉ユ≡シト事務局1ぺき付して下之い．

　D　申折書受付期間　平愉21牢6月IS目　［月）～平愉融牢『月2『目　［金）

　2〕　申折書類等

　　ぴの頴を提出して下之い。

　　申折書は6べ一ジ以隆を利用、砦しくは下記URLからダウンCt一ドして下之レ、。
　　　　　　　　http　／／コ］em　enE　naEaEakコ・u　ae　コP／mコehコmorコ／

　　・様詫L　　受縫申折書

　　様詫2　居湊票
　　・様詫3　裏務題湊書［Φ、②の2覆類を用琶してレ、式ず。記入しやずレ、方を
　　　　　　　ご利用下之レ、）

　　様詫1　受縫描駕書［回二舎一
　　・様詫5　　受縫請望理由書

　3〕　申折書類提出先

　　上記書類を一括して、所ttpm期目式でに「道守豊rkユ≡’t卜事務局1［長埼大学

　工学研究科内）ぺごき付下之い。

〒s陀・s陀L

長埼市文教町L・Ll

長埼大学大学院工学研究科イン7ヲ長寿命化センター内
「道守美愉ユ≡シト事務局1あて
了EL　　　5・SLP・2SSO　FA　　 OP5・SLP・2S『P

E・maコ］　　mコehコmorコ9m］　　aEaEakコ・v　ae　コP

〔2〕申折上pmva琶事頃

　D申折書類を痴きずる揚合は「簡島書留1とし、封筒の癌に「道精愉ユ≡シト
　　受縫申込書在中1と朱書して下之い．

　2〕申折書類に不備があると受付けることttでき式せん。記鹸には十分ご留琶下之

　　レ㌔

　3〕申折頴に虚舗の記鹸があれば受縫許可を眠り消し式ず。

㈲遵披方龍
　運営協酪宴は、提出書類を基に美愉縫座の受縫者を遵披し式ず。

　なお、本’道守．．美愉ユ≡シトは、科学族術態略描進費（旭域再生人材創出抱点

　pm形愉》に沿って、離半島が多い長埼県内各旭にk在ずる道爵関連施tt等pmイン
　7ヲ構置絢の樋持管理とモれに孫わる人材創出を巨的としてレ、式ナ。したがって、

　　　は　　　　　の　　　　　　　　．のノ「．ンス　　ーよぴ　　、　　公
士 して　　　　ことtt　　式

Cl）発癌

　　平愉21牢S月31目〔金〕式でに本人に適知〔発き〕し式ず。

㈲閤レ、合わせ先

　長埼大学大学院工学研究科イン7ヲ長寿命化センター内

　　「道糧愉ユ≡シト1事務局
　　　　　　　　　了EL　　5・SIP・鈴SO　Fぴ　OP5・SIP・：STP

　　　　　　　　E・ぬ　　　 mコehコmorコ9m］　naEaEakコ・v　ae　コP

　　　　　　　　　　　　　　※　呉崎±学Pt呉崎妙問鋲＃陽問ピ恵携」て　「疋ヂ．浪攻ユ＝，ト含
　　　　　　　　　　　　　　　鬼汝　遣活ナ≡△衿に匠±±九△路狼※
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道守補（後期）コ

　口郎　貰9　嵩貼朽f誇ぐ捲力v冶き
イ　ーア恒造　　　　唖L　トひ工紺
　●し｝．tt力　　　　　L　　膀泉戸tt

僅　　　　　筆，．花智しヒ　　兄11▼

ト．．　　　　さ．1tt，d⑯

　　　　＝　　　　 」’＼F

高おにつL，t

　　享
　　　　　幸地忍（商
　　　　　　　　馬ノ
「t／1嬬■tt．　　　戸

　　換均兵冑　　．体．巷ll皐．

　ttダ　　　　し．t‘
　　　　　　　「4　揚峰z
　妃．冶習　ちaに．☆rs劫

異庄■．di1m

ス

廃悼．百鞭1《昧tt
当．｝．

F■t／よL．n．F昏

士‘しら声故T．⊆

盲．

，r堺き口●さt．r．，ひ■ あ’．1司

　　　　　　　　　　　一下統袴
　　　　　　タ’
‘1㌔嶺娘尋n見鴇＾談培念’Lξ蜂

■「1bハゴト．

　　nガ間t一ポド　　　，．v

寓口ん1、卜　　’．　　f．

　　受臣W　　庭タ　1抱しS

　　　　　　㌢唆tt恢．19 「1．

fド1晋知催［蜻間P．．．‘．1〔．V只’旨．V6．；飴t．朽ノ摸’r

．t．．ノ
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　慣

　当口tb
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険歳　聞
ぐ．む

習兵

　　　“ぬz賢夜椅己tt　　　日㌢
　　　兀：内．5！．‘．h三　　　　np

1地宜ぢ質．　s．三tt．．β，r．

燈逮’《．．’　●野

ヒLtt．

t‘じ要＼
馳臼陣寸ξ

●el叉tt芯，FI断し．ト鳩t，．．‘1

　　　｝鯵
　　　‘．　　　　補資歳　　　　　　■貿ぷ　恒請　昇邊を畳賄．ヒ気椅●‘∂．

　　女9　　　　＞．」　　　　．ξ．

　　．
　ポ，ほ　泌疋杖黄L泰壕X憤三し1t．
　　L、；ESE
　　．T　　－梼．lk涛り　　　．痴造彬ワ調督．ぷS‘：　ノh’「亨ttth蔭tt牙　声

　　兇毘咋ン忙■
　　．’血惨＃tt

　　が紀×●OP／Hsth「．，c預／t‘烏鎚塙＞d弓範ノ．三亮尾寸こ　　ぎ●
．’　吾衷ヨ

　　窮姪況験　僧　教　　　　単　 『）．．tt

　　　　　　鳥　，　　　　1．　　1．目　．±．

　x●昭ザ」
　冶憤M泉．　　　＃AL　　　　填．P　“’　　bナうととV．ト；　．．．

　暉出ヒ　　　　　　〃　：．　　　口　　鳶’曙　　．．！．↓．

　　　　　　　　　鑓禄．平虎：ヒ昧L　「L目　　．
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◆　平成24年補助員募集要項
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◆　平成24年様式1－5

〔様式1｝

受　講　申　謂　書

平成24年度

「観光ナガサキを支える“道守“養成ユ＝ット」の下記コースの

受講を申し込みます。

申請日： 年　　月　　日

氏　名

〔様式2）

履　歴　票

プリガナ

＝@　名
生年月目

西暦　　　　　年　　月　　目

@　　〔瀧　　歳　　ヶ月）

電話番号

E．Mm］
本　籍

プリガナ

ｻ住所

〒

勤務先
電話番号

E．Mm］

勤務先

轄ﾝ地

〒

学校・学部名 学科名
在学期間

k修業年限）
卒業又は修了の別

年　　月　～

@年　　月

卒　業

C　了

学　　歴

k高校以陶

年　　月　～

@年　　月

卒　業

C　了

年　　月　～

@年　　月

卒　業

C　了

年　　月　～

@年　　月

卒　業

C　了

名　　　称 資椿受けた年月目 番　　　号

年　　月　　目

関係する

�I資椿
年　　月　　目

年　　月　　目

年　　月　　目

特記事項

※希望連絡先：自宅・勤務先〔←いずれかにOをつけてください．）

工豹拓 瑚 工楠．1 爺事Lた立橿 工事内容
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　　　　　　ば．tet鳶畜F、「・．F1．

F‘N．ル，内．P‘「白E．MF．’：　…な．」一一⊂t「．

lt　　　r　　l　　n

．赫・

Ltt．tUFt

　．tre／．．一・．．一．・．．．．一．・・．・企

．e｛v

　　　　　　　　　　　受踊●望理臼●

　　　功　　　　　　　　Ei．　　田｛．ハcL．
、　　・ご’　　　　　　　t±t．　　　　．PtN
町、⑰眠’ト丁※．．百ル：諏渉．こ．：．．t1．．「，，　｝い当．ヘレ．

　　St　　　’

　　．rL　　　　　つ
Eフヒ●．．葦了．
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4，平成24年度講演会・報告会

　◆　観光ナガサキを支える“道守養成ユニット　特別講演会

　　～インフラ長寿命化・維持管理について考える～　（平成25年2月1日）

閣　　　長崎ブリックホール
　　　3F司際会■場（長崎市茂里町2－38）

国一・e…me・eHIRNSRI．N．eww・生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　■　　　　‘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　閨　　　　　　『本番を迎えたインフラの維持更新時代
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一大切な心構え一』
　　　　　　財団法人海岸架橋・橋梁調査会

　　　　　　韻役MN胴畏　　西川和廣氏
　　　　　　　　　　　　　　　　愉：国土往循蔵驚唐合研究厨所長）

主僅：長晴大学

共催：長崎県、微，畏崎県建鰻技術研更定ンター、〔社ハ畏崎県鰍協盒、〔社｝長崎県測■渥セ計業協会

饅：国」酬捌描蹴局長劇ll国⌒ぷ肚紬工題技桧、←m遷設コンサルタンッ絵酬蝋
　　（社仇州楊梁・構造工学研亮会

※本シンポジウムは土木施工管理技士会CPDSプログラム（3ユニット）に認定されています。

問い合わせ先
長暗×学大学■工学研究再インフラ長寿命化センター

〒⌒1㎜㎜1－14－2S79u■」：httpti’michlmori．net

TEL：095－819－2880
Mail：ilentjimu＠ml．naflasaki－u・ac．jp
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◆　私達の暮らしを支える地方の“道”の安全・安心

　～観光ナガサキを支える“道李養成ユニット最終成果報告会～

　　　　　　　　　・　－t：・ン1＝．’

L　　L　　♂　　；　　L 已い斑竺・．巳蛭

．N

　s　　　　　　　戸
～c Q二㌔

（平成25年3月15日）

ヨ
　
　
ワ
　
　
　
　
ロ

　　　平虚25年3月15日働
　　　13：00～17：20

回酬大学中部継

対象
一般市昆、障霞・四計嵩岡喘、

国・白治体職員、学生

　　

@　

@　

@　]

　　

@　

@　

D
ミ
☆

　　
@　
@　

　　
@　
@　
@
ざ
、
‥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ

）・，t．J

実施鞭告

インフラ長寿命化センター　　　　　森匡「．ギ尋准教浸

道守補助員（市民朽ンティア）　　　市川　徳夫氏

道守補優晦県県北振興局｝　　馬渡真奈美氏

道守補（長崎県立wwmsrvmo米岡　恵介氏
特定道守（㈱大烏造meMD　　　　前田　　穣氏
道　　守《㈲訓thコンサルタント）吉川　國夫氏

r．

憤一』

ハ〔づ’

．IStlgajSs　y

　　　’ffiSF

　　　　　　　　　　　　　　　　▼
で　　）　＝f　　　－P－、←一＝一
　　　　　　　　　　　　　　；tt

　’鷺＼x
　　　　　＼

特別講演1｛50分）

岐阜大学社会責本アセットマネジメント技術研究センター

副センター長　　　　　　　　村上　茂之准敦捜
『萬らしの安垂と地混胃生への摘塙

一社会鵠鰻メンテナンスエキスパート着虚事章につLSて』

特別講漬2｛50分）

独立行政法人土木研究所構造狗メンテナンス研究センター
上席研究員　　　　　　　　　　　　木村　　畠吉様

『インフラ管庖の現状と〉多様な主体との違摘di

編噺3｛5°分）

特定非営利活動法人桶守支援センター
理事長　　　　　　　　　　阿部　　允様
「メンテナンスは地元の「知頁」と「やりくり」でJ
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6
三者合同橋梁防災点検

◆　橋梁点検・防災点検

　　　　　　　　　　金同田康直籟口筒■るひ十

アンケートと結果

　　　tl　パレブー㌻．「」：、．．⊃し．

旅噸　1明括日‘劇

1　㎜点㎜について（6編価）
　　　　　　　，　　　　つ　　　3　　　　4　　　　tt
　　　　　乞n・tt．．　　　　　　．　　　．　　　nn」．t「t

　　　閥モ■コ犀㌍崇副ひ曙くださいF

2　1班の点槙人鍛は何人が最邑だと口い衰すか？

31搬り逑ﾓ‘つ1’て（口呼

　　　　　　降t．　　　　　　　　　　　　　．　　　　長L1

4　点檎方法について（5㎜価）

　　　　　　　　［　　　／　　　　’　　　4　　　　t一

　　　　　　サ皐　　　　　　　　　　．　　　　．　　　　　ttしい

　　　臼．■．［で8砲貝＃evc薗no盟w弍A艇仙／てく尼さ／／．1

5　点撲シートへの問について《5編価）

　　　　　　　　’　　　　　　　　ぜ　　　コ　　　　tt

　　　　　　吊単　　　　　　　　　　　　　．　　　　“しい

　　　四．●巳trEOビワ芦Rts［in●『∨1弍／た岩t■いてく白‘1．）

6　今憤ζのような体珂で点検を寅篤したら日まい、と思いま亨か？〈垣一目管）

　　・貝鳳員と題員⊂西守　・寛ロ員㎜　 ・鼠■員と述守

　　・原厄●のみ　・温守のみ　その恨〔　　　　）

7　　轍右点故㎝曜いですか？

　　　■加する　・　”加しない　・　どちらともい久ない

　　　鯉昭い．ど56tbt／叉et／t■Ctrmカ［つt／てte■th在＃■av㊦dt／．

〔ヨ　その㎜・改9点・真箇をなんでもいいのでお■かピ下さい．

こ臼力ありがとうござい蜜した．

　懐出期園
　1朗14al翁1

　控出先
　〒SS2SS21　良“長冑m又裳町1．14
　fi埼大宇大猪工学舗照インフラ長■亀化Eンター

　F　19．鵠万MeninalinthobeLma面dlzab

倉同賄間貞日臨る肪十
．　　　　　．　　t：」．ユ日　　　」ス．ご‘「」

　　　ζ．　　．．．1　　rノ，・←　　　　◇．．N1

屡嶋12月14H［e）

1随㈱鋤について（5mma）
　　　　　　　，　　　　つ　　　．1　　　　4　　　　⊃

　　　　　to．tt二　　　　　　　　　　．　　　　．　　　　　　．tt．

　　　閥モ5含遮撫版酬か詫くださいF

2　1班⌒旬は伺人がemと思いますか？

3　－■所あたりの点樋筒に：ル、て（5段■評価）

　　　　　　　　1　　　　　’　　　　シ　　　4

　　　　　　，；」1　　　　　　　　　　　　　．　　　　裏L1

4　点檎乃法について（5蜘価）

　　　　　　　　‘　　　　／t　　　　寸　　　　］　　　　女

　　　　　　【恒　　　　　　　　　　．　　　　．　　　　　可しい

　　　閥．頁．［で■砲貝牒3●己c見訊策虐．B℃℃＜だtt／，1

5　点検シートへの毘臼について《5段階騨価）

　　　　　　　　E　　　　　　　　tt　　　コ　　　　ニ

　　　　　　e恒　　　　　．　　　　．　　　　．　　　　　“」い

　　　“．●■〈で8◇tワ●停bl［in●PPI咋／に9t■いてくPtL／．，

6　亨験どのような体昂で点検を頬したら日ましいと思いますか？（皐一回琶）

　　・頬国員ζoel貝と竜守　　・痢田員＝員　　・鼠肩員と遠守

　　・県頂日のみ　・遁守のみ　その他（　　　　〕

／T　領も点債に㎝したいですか？

　　　●斯する　・　●加し●い　・　どちらともいAない

　　　w昭t／．ど55tEt／znt／ぐ■Ctnen〔ついてtの※de藍mmu㊦Itt

↓ヨ　その棚・改●点・頁箇をなんでもいいのでカ■かピ下さい．

［Bhtoりがζうこざい蜜した．

　問出期戴
　＄朗14日億1

　提出先
　〒S52£521　良冑票長冑茶文瞑町1．14
　員冑大学六学院工学舗夷烏インフう展■畠化センター

　F　19－2S7S焔‖im－”uthvLumta¶Ath
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三者合同檎髪定期点検アンケート泉計鈷果

　　　　　　　　　！tH　怜1t．Cで

弗t廿EetSWdehT直．‘置．」hる■1」」叱‘」」富▼M

佛　　　●●●　頁tth－Wlt，eT絡M●t《eS1

■　声痴．ト＾m金eLPtt［

’R　　　麟ル
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三看合同防災定期点棲アンケート集計鎗果

　　　　　　　　　　　　ξ耀；ll㌦も5hS

這　．一胸itUt工vr

1■
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◆　平成25年度以降の定期点検についてのアンケートと結果

　　　　　　　長崎県三者合同定期点検への参加についてのアンケートアンケート節め切り2月20日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受講コース（　　　　　　）氏名（　　　　　　　　　）

　　　質問↓K崎県が実施tる橋梁・助災定斯点険1以下富姻点4e’n一参加したいと堺われま寸か？

　　　　　　　①参加Lたい

　　　　　　　⑳●加Lたくない

　　　　　　　ほ｝どちらでもない

　　　　　　主た、②よたは②を撰ぱれと．方でようLl．1れば理由をお．拝え下さい．

　　　　　　　　」

　　　質問2方期点検へ参加可能祝［放など「ついてお教えくだきい、．

　　　　　　　参加可能な［場．i」半n　・1打　・1、2［　・・／fの山の・け相一任せる　1

　　　　質問3三者合同で定期点検に参加できるぴ）はおびまいの地城ま1竺は所属tt］．ている企業の目ト1随に限定主1．ま

　　　　　　f．がよいですか？

　　　　　　参．加地域の限定｝・ついてr問題ない・他の地域でも宏加L．τ一い）

　　　七‘ハ他、定期点検に．’：｝い．〔要望がご．ざい．主したらこ記人をお願いL．圭す．、

．三． P嘉ノ」ありがと；1ございま1．た．
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7．長崎県建設産業人材育成事業

　◆　平成24年度長崎県建設産業人材育成連携事業

平成24年度「インフラ長寿命化休験実習」学校別実施日及び派遣爾師

《1｝佐世俣工集高蝕　土木塙3年生4名岸校責任者　※岡能生　　q間◇8：50～15：1Ft

平成Z4隼11月SO日

回鼓 L 曾
芝．

．・． が
膚　　考

支緬日 9月5日（水） 9月L2日1水’ 9月L9日‘水） Lり月1リ即木、 1り月24目‘水）

購
師

正 鼠伶西剖≡三浦丘 門田建改≡門田匪 長檎西郵≡三煉疏 呈●困≡三担毘 門田津H．桧本庄

《2，大村工菜宵校違股工菜科3年生5名厚杖主任肴蓋時完生　【Pt9｛　　 09　00－†5　25　　・　12　00、15　Z5

回数

f拓日

　　．．「ノ

ｳ月c日く月，

　　膓

W月7日〔火）

　　芯．

V月討日［月，

　　L41

kO月Lト・日「月F 11月⊥ぴ日｛月）
鏡　　者

講
師

正 上滝：郡塞氏 冥原実室：“駆氏 酉晦庖最：山ロ氏 貴蕗匂設．竹尾氏 荒木魍：荒＊氏 S④ゆは、

ﾀ地点検調査のみ

〔O｝直町工菜高筏土木技断科　3隼生5名摩賃責任者　浦卿莞生　時間OB 5　5～1己　　2　0

回数 ．）
2． ⊇． ミ㌢ 玉．

榔　　考
ヌ旅n 3月⊇9目1水） S月馴目1金1 It1月2G〔幻 1］月6ロ〔火‘ 11月O目1童）

講
師

正 呈野祖：三槙氏 ■内相：松芥氏 旦野縄．三楓氏 呈■組：三楓氏 あけぼの」三田村氏

衰代裏員

平虚24年度地域蜜案の一L手育蔵つロジ王ウト

　　　　　「インフラ長寿命化体験実習事前講習m‘1キュラム201Z．7．30

跨　間 内　容 担　当

1時岡目〔】20分） ●点検について

1‘）．α〕－1クニ〔〕‘） 点校の一橋工‘！識：宣↑、取龍み、写真：ε彫、玩．．「　持）

丈化と長寿奇1ト．に．⊃いて

貞検シートの話占力
出水

餅．∪

●点検巽田

@　　主哨埠での自裳ポイント
ぐ蛭｝

●頁i晶影因白

昼休み

2時間目〔60分｝ ●点検シート作成

13二〔X）ぺ1イ．〔〕O 1ト 蘒Vートの什成．「×c［演琶 〃

3烏問目〔go分） ●情粗迅廻演胃

14；10・∨15；40 U己サ．r卜開識
Pト `シートの∈拾0彦』マップへのリンク

n

是嫡大学大学院工学碍琉科

インフラ長寿命化センター
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点検演習スケジz一ル　2012．08．20

10：0D

撃潤D40

10：50

P1．30

11：40

P2．20

13：20

P4．00

14：10

P5．40

大村工業
演習A
i出水）

演習B
k牧野）

演習C
k渡顛〕

佐世保工業 講義 休憩 演習B
i牧野）

昼休憩 演習C
i渡部）

体腺 演習A
k出水）

休憩
　　講義
iG。㎎1・M・P）

鹿町工業
漬習c
i渡部｝

演習A
i出水）

演習白

k牧野）

会場 講義室 実験室 講義室

演習A〔担当：出水）・・…磁粉探傷試験
演習B（担当；牧野）・・…過流探傷試験．膜厚測定、超音波厚さ測定
演習C（担当：渡部｝・・…浸透探傷試験

点検演習スケジュール　2012．08．21

10：00

P0：40

10：50

P1：30

］1：4D

?Q：2D

13：20

P4：00

14：｜0

P4：30
14：40

大村工業
演習A
i出水｝

演習B

嵂?j
演督C
k捜部）

佐世保工業 講義 移動
演習B
k牧野｝

休憩 演習c
ｮ部｝

昼休憩
演習A
k出水）

休憩
演習D
i渡部）

移勤 連絡等

鹿町工業
演習c
髟煤j

演習A
i出水）

演習B
i牧野）

会場 講義室 屋外実験場 講義室

演習A（担当「出水〉・

演習B（担当：牧野）・・

i寅習C〔キ旦当：渡部）・

演習D〔担当：渡部）・

・… d磁波レーダー
…・ d磁誘導法
・… ｽ発硬度法
・… @中1生イtドリ’レ1去
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8．再生人材大学サミットin飛騨（地域再生プログラム連絡会箇）
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